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プロローグ　　それぞれの〝アイドル〟







　──１──




『アイドル』という輝きに憧れているうちに、その強すぎる光に、目を焼かれてしまった。

　アイドルという存在は、僕にとって、希望であり、夢であり、そして最後には絶望を運んできた。

　アイドルが僕にとっての『希望』であった頃。僕は彼女たちの活躍に胸を躍らせていた。

　それぞれが夢を持ち、そのためにステージの上で歌って、踊って、僕たちにも、夢を見せてくれる。

　そんなアイドルたちが好きだった。

　いつしか、彼女たちの持つ『夢』を応援することが、僕にとっての『夢』と成り代わる。推しが夢を叶かなえることは、自分が夢を叶えることと同義だと思った。

　ライブに足を運び、グッズやＣＤを買い、推しアイドルの活動を支援することが、僕の人生の生きがいとなってゆく。そんな生活が、楽しくて仕方がなかった。

　でも、その気持ちは、いつまでもは続かなかった。

　推していたアイドルが、引退したからだ。

　それも、望まれない形で。

　最初に好きになったアイドルは、恋愛禁止のグループに所属していたにもかかわらず、堂々と恋人を作り、引退した。

　僕はテレビの前で、愕がく然ぜんとした。

　アイドルに恋人ができたことがショックだったわけじゃない。

　ただ、僕たちに彼女が語った「夢」の中に……『恋人を作って引退する』ということは含まれていなかった。

　彼女の『夢』を信じたファン……つまるところ『僕たち』は、引退していった彼女に、完全に置き去りにされてしまったのだ。

　大きな失望感はあったものの、その時は、「まあ、アイドルも、人間だから」と、自分を納得させることができた。

　二度目にできた推しも、不祥事で引退した。

　同グループのメンバーに、裏で嫌がらせを行っていたことが発覚したのだ。

　僕の推しは、その嫌がらせの主犯格だということで、泣きながら謝罪をして、引退していった。

　僕の心の中には、虚無感だけが残る。

　主犯格だから、引退。

　では、その後に残ったメンバーたちは、どうなのだろう。

　嫌がらせの中心は消えた。でも、嫌がらせに参加していたメンバーたちは？

　主犯格が消えたところで、そのグループが〝今まで通りに〟活動してくビジョンはまったく見えず。

　逆に、いつも通りに活動されたとしても、否いや応おうなく、その裏側を想像してしまう。

　とうてい、残ったメンバーたちを素直に応援する気にはなれず、僕はそのグループを推すこと自体をやめてしまった。




　二度、推しの引退を経験して、僕は、気付けばアイドルを『推す』のが怖くなっていた。

　結局のところ、勝手に信じて、勝手に「裏切られた」と拗すねているだけ。そんなことは分かっていた。

　でも。

　何かを信じたい。何かから力をもらいたい。そんな他力本願な気持ちを、アイドルは受け止めてくれる……。

　そういう甘い願望を打ち砕かれて、僕は絶望してしまった。

　もう、アイドルから離れよう。

　堅実に、自分の人生を歩もう……。

　そう決意した頃に、〝彼女〟は突然、アイドル界に顕現した。

　他と一線を画すパフォーマンス。

　夢に対するひたむきさ。

　そして、徹底したファンサービス。

　どれもが、今まで見てきたアイドルよりも鮮せん烈れつで、眩まぶしくて……。

　気付けば僕は、〝彼女〟に最後の希望を見み出いだしていた。

　アイドルを推すのは、これで最後。

　僕は〝彼女〟のアイドルとしての姿を最後まで見届けて、そして、今度こそ自分の人生を歩もうと決めた。

　そう、最後だから。

　祈りのように、胸の中で、反はん芻すうする。

　最後だから、信じてもいいですか？








　──２──




『アイドル』などという甘い幻想の裏にこびりついた汚お泥でいを見つめているうちに、その醜みにくさに、目が潰つぶれた。

　アイドルなんて、クソだ。

　愛用する黒色のラングラーの運転席をうんと倒し、俺は会員制高級クラブの出入り口をじっと見つめている。数時間、カメラを腹の上にのせたまま、こうしていた。

　腰は痛みっぱなしだったが、この痛みにはもう慣れっこだ。

「……お」

　数時間見つめていた出入り口から、ようやく、目当ての人物が現れる。

　腹の上に置いていた一眼レフを素早く握り、ファインダーを覗のぞき、シャッターを切る。

　トップアイドルとまではいかないまでも、今それなりに売れ筋のアイドルと、おそらくレコード会社か何かの、小太りの役員。

　二人が仲良さげに──建前上だろうが──腕を組んでクラブから出てくる様子を、しっかりと押さえた。

「クソアイドルがよ……」

　もはや口癖と化している言葉を小声で呟つぶやきながら、カメラのデータを確認する。ばっちりと撮れていた。

　親から与えられた可愛かわいさと若さを武器に、世の男に愛あい想そを振りまき、夢だの希望だのを口にして金を集めるアイドル。

　そんなアイドルが、裏ではこうして、しょうもない『ビジネス』に精を出しているわけだ。

　表では綺麗なことばかり言って、最大限金を巻き上げようとするくせに、結局彼女らの進退は金持ちたちへのご機嫌取りによって決まる。

　つくづく、反へ吐どが出る。汚い商売をするアイドルたちにも……そんな彼女たちをネタに金を〝稼がせてもらっている〟自分にも。

「で、どこ行くんだ？」

　もっと、決定的な写真が欲しかった。

　俺はカメラのストラップを首にかけ、そのままドアを開け、車から降りる。被写体に近づきすぎず、けれど見失わない程度の距離でゆっくりと歩いた。

「……無警戒だな」

　クラブから出て、繁華街を歩くアイドルと中年オヤジ。アイドルの方はマスクと帽子、そしてサングラスをかけて変装しているものの、クラブから出てきてから、一度も周りをきょろきょろしたり後ろを振り向いたりする様子はない。

　あんな変装で、バレないと思っていること自体が、愚おろかしい。

　必要なものを撮るだけ撮って、さっさと帰りたかった。

　作業の終わりが見えてくると、腰の痛さが激しい主張を始める。

「……クソみてぇな仕事だ」

　舌打ち一つ、俺は、忌いま々いましい夜の街を、ゆっくりと歩いた。







「うーん、地味だな。フェアプロっつっても、どの曲でもセンター取ってないような子だろ？」

「どこが地味なんスか！　誰だろうが、アイドルが裏でレコード会社のおっさんを接待してるなんて普通に裏切り行為でしょ！」

　編集長が微妙な表情を浮かべるので、俺は思わず食ってかかってしまう。苦労して撮ってきた写真をこうも簡単につっぱねられてはたまらない。

　しかし、編集長は依然として、渋い顔だ。

「まあ、なぁ……。でもこう、総選挙で三位以内に入るような子ならまだしも……この子じゃなぁ」

「だから、誰がどうとかって問題じゃ……」

「春かす日が井い。ちょっと来い」

　俺が抗議しようとするのを制止して、編集長は少し声のトーンを落とす。そして、ちょいちょいと手招きをするジェスチャーをしてから、廊下の方へ歩き始めた。

　小さく舌打ちをしてから、彼の背中を追う。

　編集部を出て、人ひと気けのない廊下に俺を連れ出す編集長。

「いいか、これはお前だけに教えといてやる。他には言うな」

「……？」

　誰もいないというのに、声を潜ひそめる編集長を、俺は眉根を寄せながら見つめた。

「……フェアプロの、アイドル接待については、お前がどれだけ強いネタを引っ張ってきたとしても、記事化はできない」

「な……」

　はっきりとそう言われ、たじろいだ。

　アイドルの裏接待、というのは、今まさに俺が写真を編集長に見せているネタそのものだ。

　アイドル業という仕事の中で、一番の裏切りともいえるその行いを、ゴシップ誌であるうちの編集部が記事化できないというのなら、一体誰がその罪を裁くのか。

「なんでッスか……！」

　俺が非難するように言うと、編集長は煙たそうに手を横に振りながら、顔をしかめる。

「シーヴェックスだ。あそこの上役から、かなり強めの口止めを食らってる。うちの上層部は……金も受け取ってる」

「な、なんすかそれ！　報道機関としてのプライドはないんスか！」

　俺が声を荒らげると、つられて編集長も声を大きくする。

「俺だってなぁ……！　いや、まあそれはいい。とにかく、クビになりたくなかったら、アイドル接待の記事はもう持ってくるな」

「そんなバカな……」

「お前なら、アイドル接待以外のネタだって撮れるだろ。ほら、アレだアレ。瀬せ在ざい麗あきら！　アイドル界のトップつったら今はあいつだろ？　なんかあいつ関連の不祥事上う手まいこと引っ張って来いよ。それじゃあな」

「あ、ちょっと、ちょっと待ってくださいよ……！」

　言うだけ言って、編集長は片手を上げ、編集部へと戻って行く。取り付く島もない。

「……クソが！」

　廊下で、一人、ダン！　と片足を地面に叩たたきつけた。ビリビリと足裏が痛む。

　胸ポケットに入れたタバコに手が伸びかけるが、「禁煙！」という手書きの張り紙が目に入り、舌打ちをした。最近はどこもかしこも禁煙やら分煙を強制されて、鬱うつ陶とうしいことこの上ない。編集部のほとんどの人間がタバコを吸っているというのに、一体何の意味があるというのか。

「はぁ……やってられるか」

　呟つぶやいて、俺は首にかけたカメラをそっと触り、そのまま歩き出す。足は、地下にある駐車場へと向かっている。

　瀬在麗。

　言わずと知れた、今をときめくトップアイドルだ。二人組アイドルとしてデビューしたが、片方は電撃引退し、今はソロで活動を続けている。

　俺はアイドルにほとほと嫌気が差しているが、そんな俺の目から見ても、彼女のパフォーマンスには目を見張るものがあった。

　明らかに、他のそれとは、一線を画す魅力がある。そんなアイドル。

　ラングラーに乗り込み、ドアを閉めた。

　深く、息を吐く。

「瀬在麗……」

　キーを回し、エンジンをかけると、重低音と共に、車が揺れ、その振動が腹の奥まで伝わってきた。仕事のスイッチが入る。

「オメーの不祥事まで見つけちまったら、とうとう、アイドルは終わりってことになるな」

　呟いて、俺──春かす日が井い善よし治はる──は、車を発進させた。








　──３──




『アイドル』なんて、ただの手段だと思っていた。

　最初は、ただ、たった一人の男の子に、振り向いてほしいだけだったから。

　優しくて、思慮深くて、傷つきやすい、そんな男の子。

　彼が見つめる光の一つに、なりたい。ただそれだけだった。

　そんな軽い気持ちで始めたアイドルが、自分の『人生』になるとは、思ってもみなかったのだ。

　ただ歌うだけでは、届かない。

　漠然と踊ることに、意味なんてない。

　貼り付けたうすら笑いでは、誰のことも魅みせられない。

　アイドルという舞台に覚悟もなく立って、私は自分の力のなさに愕がく然ぜんとした。

　百人もキャパのない劇場で、そんなキャパすら埋まらない自分たちと。

　数千人のハコを埋めるアイドルグループ。

　その間にある大きな壁を意識するたびに、私の心は奮ふるい立つ。

　大好きな彼の見つめている光がどれだけ眩まばゆく、大きなものかを知ったからだ。

　私はもっと輝かなければならない。

　何よりも輝く光となって、多くのひとに見つめられて、その中に、『彼』もいたらいい。

　そうやってがむしゃらに足あ搔がいているうちに。

　私は足元にぽっかりと空いた深しん淵えんに気が付いた。

　アイドルの『夢』の真下に、大きな口を開けて待ち構える、邪悪の渦。

　私と共にアイドルとして走り出したあの子は、その邪悪に呑のまれて、消えていった。

「一緒に武ぶ道どう館かんで歌おう」

　そんな純粋な約束は、一瞬で塵ちりとなってゆく。

　許せない。

　そんな怒りが、私を突き動かした。

　朗ほがらかに歌い。

　軽やかに踊り。

　鮮やかに笑う。

　そのすべての根底に、『怒り』があることを、誰も知らない。

　私の輝きで、足元の闇を焼き払えたらいいのに。

　そんな祈りと、怒りを胸に──

　私は今日も、〝アイドル〟として、生きている。










第一章




「ついに……明日か……」

　手元の〝握手券〟をじっ……と見つめながら、僕は呟つぶやいた。

　本番は明日だというのに、心臓はドキドキと高鳴り、握手券をつまむ手はふるふると震えていた。緊きん張ちようしているのだ。

　机の上に置きっぱなしになっているタブレットからは、〝瀬せ在ざい麗あきら〟のライブ映像の音が聞こえてきている。

「『完全無欠のアイドル、瀬在麗』……ソロ活動初の握手会」

　ぼんやりと呟いて、僕はゆっくりと息を吸って、吐いた。

　握手券を、大切に財布にしまってから、僕は深々とソファに腰掛ける。

　握手会、というイベントに参加するのは、初めてだった。

　アイドルという文化に初めて触れて、それに魅了されたのは中学三年生の頃。そこからずいぶん経たち、気付けば大学二回生だ。長い間アイドルを推しているにもかかわらず、僕は〝とある事情〟で、そういったアイドル接触イベントには一度も参加したことがない。

　でも、今回は特別。

　あの〝瀬在麗〟の、初めての単独握手会なのだ。

　すべての事情をなげうってでも、参加する価値があると思った。

　何度も、推したアイドルたちの引退を経験して、もうアイドルからは離れよう……と、そんな悲しい決意を固めかけていた時に。

　彗すい星せいのごとくアイドル界に現れ、頭角を現した瀬在麗。

　笑顔はいつだってプロ仕様。ファンに向けるすべての感情を明確にコントロールしてみせているのではないかと思えるほどに徹底したファンサービスが、彼女の人気の理由だ。

　ファンに近づきすぎず、でも遠ざけることもしない。

　その絶妙なバランスを保ち続ける彼女のプロ意識に、僕も少しずつ惹ひかれていった。今ではすっかり、瀬在麗というアイドルに夢中になってしまっている。

　アイドルを推すのは、これが最後。

　僕はそう決めていた。

　もし麗が、不本意な引退や不祥事を起こすようなことがあれば、僕はもう、今後アイドルに夢を見ることはないだろうと思う。

　机の上のタブレットを手に取り、そこに映る映像に視線を落とす。

　画面の中で、麗は自由に跳ね回っていた。

　ダンスのクオリティは現役でトップを張っているアイドルの中でも群を抜くものがある。踊りながらでも正確に音程を保ちながら歌唱をする能力も評価されていた。

　そして……僕が惹ひかれたのは、彼女の笑顔だ。

　本気でファンたちに対するパフォーマンスを楽しんでいることが分かる、彼女の笑顔に、僕を含め、ファンたちはすっかり魅了されていた。

　ときに無邪気に、ときに不敵に、ときに蠱こ惑わく的てきに……。

　彼女が使い分ける笑顔には言い知れない魅力がある。一度見たら頭から離れない、そんな印象的な微ほほ笑えみ。

　そんな彼女と、実際に顔を合わせる。

　その状況を想像するだけで、背中に汗をかいた。

「明日……麗あきらと……握手して、一言だけ話せるんだ……」

　口にしてみても、どうも現実感がなくて、困った。

　身体からだの芯の重さがどこかに飛んで行って、ふわふわしているような感覚。

　ソファに身体を預けて、しばらくぼーっとしてから。

「な、何を言うか、決めておかないと……！」

　僕は勢いよくソファから身体を起こして、メモ帳を取り出し、うんうんと彼女に伝える言葉を考え始める。

　麗に実際に会うのだ、という嬉うれしさと、恐怖感と、緊きん張ちようが心の中でごちゃ混ぜになって、僕は興奮していた。

　自分の高い体温を感じながら、何度もメモ帳にペンを走らせ、ああでもないこうでもない、と、メモ帳をちぎって捨ててゆく。

　今まで味わったことのない、高揚感だった。

　こうして、握手会前日の夜が、ゆっくりと、更けていく。







　×　　×　　×







　あれだけ興奮していたというのに、夜にはすっかり眠くなり、布団に入って目を瞑つむると、次の瞬間には、朝だった。

　僕はあっさりと、握手会当日を迎えている。

　ふわふわとした気持ちでクローゼットを開け、どれを着ても大してオシャレではないのに、一番清潔に見えそうな服を選んで、身に着けた。

　鏡に向かい合いながら何度も髪の毛を触り、どうせ歩いたら崩れるのに、前髪の形を丁てい寧ねいに作った。

　麗あきらは今日、何人ものファンと握手をして、その一人一人の顔なんていちいち覚えることはできないだろう。そんなことは分かっているけど、それでも、少しでも悪い印象を与えないように身なりを整える自分の行動が、少し照れくさい。

　世の『恋人のいる人たち』は、恋人と会う時、いつもこんなふうにドキドキしているのだろうか。もしそうなのだとしたら、尊敬してしまう。僕はこんな気持ちになるのは、人生で数回、いや、数回と言わず、一度きりでもいいと思った。

　人生で一番、時間をかけて身み支じ度たくを整えて、僕は家を出る。

　電車に乗る頃には、最寄り駅まで歩いた記憶がなかった。いつも通る道を歩く間、ずっと、麗のことを考えていたから。

　それなりに長い時間電車に乗ったはずだったのに、気付けば会場のある駅に着いている。

　こんなにふわふわとした気持ちで過ごすのは初めてだと思った。

　改札を抜け、駅を出た時には、身体からだが震えだしている。

　これから、麗に会う。

　握手をして、言葉を交わす。

　その事実を認識するたびに、身体中から変な汗が分泌されるのが分かった。

　本当に、できるのか。そんなことが。

　緊きん張ちようでかちこちになりながら歩いていると、突然、ドン！　と後ろから肩に何かがぶつかって、僕はよろけた。

「うわ！」

「きゃ！　ごめんなさい！」

　僕にぶつかったのは、スーツ姿の女性だった。急いでいたのか、僕を追い抜かそうとして、ぶつかってしまったのだろう。

「……ッ！」

　僕は、自分にぶつかったのが女性であると認識した途端に、身体が動かなくなるのを感じた。

　大丈夫ですよ、と、口にしたいのに、その言葉は喉のどにつまり、発音できない。

　口をぱくぱくと開けたり閉じたりする僕に、スーツ姿の女性は心配そうな表情で歩み寄ってきた。

「だ、大丈夫ですか……？　どこか、怪け我がとか……」

「だっ！　だ、だい、大丈夫ですっ！」

　無理やり喉から声をひねり出すようにすると、思ったよりも大声が出てしまい、女性はおびえたように肩を震わせた。

　僕は異常なほどに汗をかいて、かくかくと首を振る。

「ほ、ほんとに、大丈夫です。ぼ、ぼ、僕こそごめんなさい……！」

「あ、はい……大丈夫ならよかった……」

　スーツの女性はおかしなものを見たような目を僕に向け、軽く会え釈しやくをしてから、早足で去っていく。

　その背中が遠ざかっていくのを見て、僕は息の仕方を思い出したかのように、深く息を吐いた。

　身体からだの芯が、冷たい。

「はぁ…………やっぱり……ダメかもしれない……」

　僕は、誰にも聞こえないような小さな声で呟つぶやいて、近くの壁にもたれかかった。

　近くを通る人たちが、横目で僕を見る。

　深呼吸を繰り返すと、ようやく、跳ね上がった心拍数が落ち着いてきた。

　僕は、女性が怖い。

　小学生の頃に、仲の良かった女の子と〝よくないこと〟があり、僕の女性恐怖症が芽を出した。その芽は時間が経たつごとに少しずつ育ってゆき、高校生の終わり頃、決定的なものになった。

　今では近距離で女性に話しかけられるだけで、言葉がうまく出てこなくなり、身体が思う通りに動かせなくなってしまうほどだ。会話はなくとも、女性とすれ違うだけでも、それなりの緊きん張ちようが伴う。あまりに、生きづらかった。

　もっとも、女性が嫌いなわけではないのだ。人並みに異性に興味があるし、健全な男子として、女性に対して性欲だってある。

　でも、それとは別に、女性と〝関わる〟ことに、根本的な恐怖を感じてしまうのだ。

　見つめられるのも、近づかれるのも、話しかけられるのも、怖い。

　だからこそ、僕には、〝アイドル〟がちょうどいい。

　アイドルは、僕だけを見つめたりはしない。その瞳はすべての〝ファン〟に向けられていて、決して僕のことを見ているのではないと、知っている。

　アイドルは、僕に近づかない。こちらから会いに行かなければ、交わることは決してない。

　アイドルは、僕に話しかけない。その言葉は、平等に、すべての〝ファン〟に投げかけられるものだ。

　僕がアイドルを見つめる行為は、一方的で、だからこそ、心地よかった。

　そんな僕が、こうして麗あきらの握手会に向かっているのは、これらの恐怖を抑えつけてでも、彼女に応援の言葉を贈りたいと思ったからだ。

　これは、僕にとっては一大決心であって、今回ばかりは、この〝女性恐怖症〟という症状を、根性で抑えられると信じていた。

　でも、やっぱり、こんなものだ。

　今まで治せなかったものが、一時的な〝気合い〟なんかで抑えつけられるなら、苦労はしない。

「やっぱり……やめたほうがいいかな……」

　独ひとり言ごちながら、うつむく。

　しかし、すぐに、脳裏に麗あきらの笑顔が浮かぶ。

　麗は、特別だ。

　僕だけに向けて微ほほ笑えんだりしない。僕は次から次へと彼女に握手を求めるファンたちのうちの一人でしかなくて、僕は、彼女と自分の性別の差について悩む必要もない。

　そうだ。せっかく来たのだから。

　自分に言い聞かせるようにして、無理やり前を向く。

　せっかく、彼女に伝える言葉を考えたのだから。

　どれだけ言葉をつかえさせてしまっても、それだけは伝えて帰ろう、と、思った。







　会場に着くと、分かっていたことなのに、あまりの人の多さに驚いた。整理され、何度もぐねぐねと折り返す待機列は、遠目から見るともはや列ではなく雑然とごった返す人混みにしか見えない。

　僕が受け取った整理券番号は３３２番。一人あたり三十秒くらいと計算したとしても、三時間近くは待つ順番だった。

　三次元アイドルにしては珍しく、女性ファンもたくさんいる麗。待機列の中には女性も交ざっていて、僕は列が進み、近くに女性がいる状況になるたびに肩を縮こまらせた。

　緊きん張ちようしているせいか、実際に経たつ時間よりも、列が短くなっていくペースの方が早く感じられた。

　自分の番が近づいてくると、待機列よりも少し高い位置にある「お立ち台」のようになっている場所に、麗の姿が見えるようになった。

　一人一人丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしながら握手をして、ファンからの一言を聞き、笑顔でそれに応える。そんな彼女の姿は、僕にとっての理想のアイドルだった。

　ポケットから小さなメモ紙を取り出して、じっとそれを見つめる。

『あなたのひたむきなところが好きです。応援しています』

　何度も何度も考えて決めた言葉を、心の中で繰り返す。

　せっかくの握手会。壇上で動けなくなったり、吐いてしまったりしては台無しだし、たくさんの人に迷惑をかけてしまう。

　手短にすべてを済ませて、応援する言葉だけ伝えて、さっさと終わらせよう。

　緊張しながら、繰り返しメモを見つめているうちに、列はどんどんと進んだ。

　順番が近づき、ふと視線を上げ、壇上を見ると、ちょうど握手をするファンが入れ替わるタイミングだった。

　握手を終えたファンに手を振って、視線を前方に戻そうとする途中で、麗あきらが一瞬、こちらの方を見た。

　偶然でも、目が合いかけた、とドキリとする。

　けれど、すぐに前を向くだろうと思っていた麗の視線が、数秒、僕のいるあたりで止まっていた。

　僕はすぐに後ろを振り向く。しかし、後ろにいた人は僕に怪け訝げんな視線を送ってくるだけで、麗の方を見てすらいなかった。

　もう一度麗の方を見ると、彼女はまだこちらを見ていた。

　時が止まったか、と、思う。

　勘違いでは済まされないほどに、麗は僕のことを見ていた。明らかに、目が合ってしまっている。

　そして、数秒僕のことを見つめた後に、麗は、天使のような笑顔で微ほほ笑えんで見せた。

　僕は、ついに、慌てて視線を逸そらす。

　本当に僕に笑いかけたのか？　どうして？

　そんなことを考えながらもう一度彼女の方へおそるおそる視線を送ると、麗は何ごともなかったかのように次のファンに握手対応をしていた。

　……緊きん張ちようしすぎて夢でも見たか？　と、思い直す。

　麗が誰かのことを特別扱いするなんて、あってはならない。

　麗は壇上に上がってきたファンに対して、平等に笑顔と握手を返していたはずだ。それを、列に並んでいる途中の特定の一人に向けられることなんて、あるはずがない。

　気のせいだ。

　そんなふうに考え直して、僕は、自分の順番まで十人を切っているという状況に、あらためて緊張し始めた。

　そして、そこからは本当に時の流れが早くて、あっという間に、僕の番がやってくる。

　ゆっくりと、震える足を無理やり動かしながら壇上に上がると、目の前に麗がいた。

　ハッ、と、吸い込んだ息が、なかなか吐き出せない。

　本当に、そこには麗がいた。完全無欠のアイドル、瀬せ在ざい麗が。

　一瞬足がすくみ、次の一歩が踏み出せなくなりそうだったが、僕は気合いを振り絞って、残りの数歩を進めた。

　簡易的な机を挟んで、麗と向かい合う。

　何も言い出せない僕を数秒見つめてから、麗はにこりと柔らかな笑顔を作る。

「こんにちは」

「こ、ここ……こんにち、は」

「あはは、緊張しすぎ！　ほら！」

　僕が罪悪感を覚えない程度に軽く、僕の緊きん張ちよう状態をいじってから、麗あきらは朗ほがらかにこちらに手を差し出してくる。

　身体からだの温度が急激に下がるような気がした。あまりに、緊張している。
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　麗だから大丈夫。そう思っていた。

　けれど、やはり、怖かった。

「ん？」

　麗は、きょとんとした様子で首を傾かしげた。

　僕は慌てて、手を前に差し出す。緊張で肩が上がり、身体はかちこちだった。

　麗は僕の手に、ゆっくりと自分の手を重ねた。

　まず、麗の手の柔らかさを感じて、僕は全身に汗をかく。手汗がねちょねちょになっていないか心配だ……と、手のことを気にしていると。

　麗がぎゅっ、と僕の手を握る力を強めた時に、手のひらに違和感を覚えた。

「…………？」

　麗と僕の手の間に、何かが挟まっているような気がしたのだ。

「ね、何か話したいことは？」

　麗に訊きかれて、ハッとする。言おうとしていたことを思い出した。

「あ、その……えっと……」

「ん？」

「あ、あなたの、ひ、ひ、ひたむきなところが……好きです」

　僕が勇気を振り絞り、めちゃくちゃに言葉をつかえさせながらそう言うと、麗あきらは一瞬驚いたように目を丸くしてから、くしゃっと微ほほ笑えんだ。

「すごい、なんか……告白みたいだね」

　少し照れた様子で麗がそう言うと、周りのファンたちが「ヒュー！」と声を上げる。

　周りから茶化されたような気持ちになり、僕は急に恥ずかしくなった。さっきまで冷えていたような気がする身体からだの温度が、急激に上がる。

「お、応援してます……！　じゃあ……！」

　手を引っ込めて会え釈しやくをし、逃げるように壇上から降りようとしたその時、麗と僕の手の間からぽろり、と何かが落ちた。

「あれ、なんか落としたよ？」

　麗に言われて、僕は驚いて壇上の床を見る。

　そこには、小さく折りたたまれた紙が落ちていた。

　麗に伝えることを書いた紙を落としてしまったかと思って慌てて上着のポケットをまさぐる。しかし、メモ紙はしっかりとその中にあった。

「あ、えっと、それ……僕のじゃないみたいです、けど……」

「あ、そうなんだ？　じゃあゴミかなぁ。あたしが捨てとくね！」

　麗があっけらかんとそう言って、その場にしゃがみ込んで紙を拾おうとするので、僕はあらためて、慌てる。

「い、いや！　ゴミなら……ぼ、僕が、捨てとくんで……！」

　さすがに、推しアイドルにゴミを拾わせて帰るわけにはいかなかった。

「そ？　優しいんだね。ありがとう」

　麗はニコリと笑って、僕が慌てて壇上に落ちた紙かみ屑くずを拾うのを見ていた。

「それじゃあ……」

　紙を拾って、僕が壇上から降りようとすると。

「待って！」

　麗が、僕の袖そでを引いた。ドキリとする。

　全身が強こわ張ばるのは、女性恐怖症だからなのか、麗に触られて緊きん張ちようしているからなのか、分からない。

「あたしには、君の手から落ちたように見えたよ」

「え？」

「だから、ちゃんと、ゴミかどうかは確認してから捨てた方がいいんじゃないかな？」

　麗はくりくりの目で僕を見つめながら、そう言った。

　麗あきらと、こんな近くで、目を見て、アイドルとは関係ない話をしている。

　あまりに、現実感がなかった。

「あ、そ、そうですね……そうします……」

「うん！　そうして！　それじゃあね」

　軽く手を振る麗。

　僕はその表情を見て、困惑した。

　身体からだが上う手まく動かなくて、壇上から下りる階段を、ぎくしゃくとおかしな動きで下りる。

　他のファンの囁ささやき声が聞こえた。

「緊きん張ちようしすぎじゃね？」

「ありゃガチ恋だな」

　そんな声を聞きながら、僕はできるだけ早足で、会場を出る。

　荒い呼吸を整えるように深呼吸をした。

　壇上での麗のことを思い出して、また心拍数が上がっていく。

　僕を動揺させ、かつ、ドキドキとさせたのは、麗の『表情』だった。




　麗のあんな表情は、見たことがない。




　目が回るような思いだった。

　なんだ。あれは、どういう感情の顔なんだ。

　麗は舞台の上では、いつも、明確に自分の表情をコントロールしている。素人しろうと目めに見ても分かるほどに、いつも表情が〝完璧〟なのだ。

　今日の握手会だって、ファンに向ける表情は完全に『ファンサービス』のそれだった。

　そのことに感動していたはずだったのに。

　僕に向けたあの表情は、なんだ。

　他人とのコミュニケーションに長たけていない僕には、麗の表情を見て、なんとも言えない『違和感』だけしか感じ取れない。

　ただ、彼女の浮かべた表情が、自分が今まで一度も見たことのないものだった、ということだけが、ひたすらに、僕を動揺させた。

　混乱する頭で、僕は早足で帰路につく。

「あ」

　その途中で、壇上で拾った紙かみ屑くずのことを思い出す。

　ポケットから取り出して、畳たたまれているそれを丁てい寧ねいに開いた。

「え……」

　そこには、可愛かわいらしい文字で、簡潔な文章が書かれていた。




『今日の夜20時。秋あき葉は原ばらで待ってます。下の住所を調べて、必ず来て。　瀬せ在ざい麗あきら』




　文章の下には、「秋葉原である」ということしかわからない住所が、一行で書いてあった。

「……なん、だ、これ」

　再び、僕は混乱する。

　麗が、自分に手紙を……？

　どうして？

　ぐるぐると、シンプルな疑問が頭の中をめぐる。

　そして、最終的に僕の脳内で出された結論は……。

「……なんかの、いたずらだよね」

　という、ものだった。

　僕が落としたように見えた、と麗は言っていた。

　きっと、待機列の途中で誰かにポケットか何かに入れられて、それを僕が壇上で落としてしまったのだろう。そうとしか考えられない。

　麗が、ただのファンをこんな形で呼び出すなんて、あまりにも現実離れしていて、無邪気に信じる気にはなれなかった。

　そして、彼女には、そんなことをしないでほしい……という気持ちもある。

　瀬在麗は、〝完全無欠〟だ。

　そんな彼女が、こんなふうに、みだりにファンを呼び出したりするわけがない。

「いたずらに決まってる」

　僕はもう一度そう言って、手に持っていた紙をくしゃりと丸める。

　そして、ちょうど通りかかったコンビニの前に設置されていたゴミ箱に、紙をぽいと投げ入れた。

　そうした途端に、ぐるぐると廻まわっていた思考も落ち着いて、身体からだが軽くなったような気がした。

　そして、同時に、ドッと疲労感が身体を襲おそう。

　緊きん張ちようしすぎて、疲れてしまったようだった。

「……帰ろう。帰って……余よ韻いんに浸ろう」

　僕は一人頷うなずいて、帰路につく。

　頭の中では、一瞬だけ握った麗の手の柔らかさだけが、何度も思い返されていた。










第二章




「優ゆ羽うくん、結婚しよ？」

「え、結婚？」

「うん！　好きだから結婚しよ？」

「いいよ」

　沖おき田た優羽、つまり、僕。

　僕が小学生の頃、好きな女の子がいた。

　近所に住む、三つ年上の女の子。学校では、学年が違うから、ほとんど一緒に遊ぶことはできなかったけれど、放課後になるといつもマンションの前にある公園で落ち合って、同じ時間を過ごしていた。

　そんな彼女に、「結婚しよう」と言われたのは、僕が小学三年生の時だった。

　僕は、よく分かっていなかった。

　でも、僕はその子のことが好きだし、彼女も、僕のことが好きなのだという。

　だから、「好きな人同士でする」のだという『結婚』という行為について、僕は「まあ、そうなるのかぁ」というなんとなくの感想を抱いだいたまま、「いいよ」と答えてしまった。

　僕が快く返事をすると、彼女はとても嬉うれしそうで、そんな彼女を見て僕も嬉しかった。

　次の日から、僕と彼女の『結婚生活』が始まった。

　彼女は、よく、僕にキスをした。

　最初は、唇を触れ合わせるだけの、ドラマとかでも見たことのあるものだった。

　彼女と唇を合わせると、ドキドキして、なんとなく幸せな気持ちになった。

　でも、そのキスも、少しずつ変化していく。

　最初の頃はマンションの公園で遊んでいたのに、だんだんと、彼女は暗くて狭い場所に僕を連れ込むようになった。

　それはマンションの非常階段の裏であったり。

　親が働きに出ている間の彼女の家であったり。

　日によって場所は違ったけれど、彼女はそうやって、『二人きり』でいられる場所に僕を連れ込んで、長い、キスをした。

　舌を口の中に入れて、お互いの舌を絡からみ合わせるキス。

　僕はなんだか気持ち悪いな、と思っていたけれど、彼女が「結婚してたら、こういうキスをするんだよ」と言われると、そういうものなのか、ととりあえずの納得をして、その行為を受け入れていた。

　そうしているうちに、僕と彼女は、取り返しのつかない領域まで足を踏み入れていた。

「ここ……触って？」

　今から思えば、あの年頃の、三つの年の差というのは、かなり大きかった。

　いろんなことの知識に大きな差があって、その中には「性知識」も含まれている。

　小学生の高学年にもなれば、保健体育の授業で、性教育が行われる頃だった。

　そして、彼女は、そういったことに興きよう味み津しん々しんだったのだ。

　僕はよく分からないまま、彼女に言われる通りに、彼女の身体からだを触り、僕の身体も触らせていた。

　そして、いつしか、僕と彼女は、もっと取り返しのつかない行為を行っていた。

　彼女はそれがどんな意味を持つ行為なのか知っていたのだろう。でも、僕は知らなかった。

　彼女が喜ぶから、そうしていた。なんとなく興奮するし、気持ちがいいし……と、そんな、あまりにも能天気な気持ちで、彼女と、『親密な行為』を重ねていた。

　ある日、彼女の母親に、その現場を見られるまでは。

　僕と彼女は、お互いの両親に囲まれながらひたすらに怒られた。

　これはいたずらにやっていい遊びではないんだ。

　下手をすれば、子供ができてしまう行為なんだ。

　そんなことを、泣き叫ぶように、母親から言われるうちに、僕は恐ろしくなった。

　自分は何も知らずに、大好きな女の子に、とんでもないことをしてしまっていたのだ、と。

　それを自覚したとたんに、僕はその子と一緒にいること自体が怖くなってしまった。

　彼女は僕とは違い、親に怒られても、僕と一緒にいようとした。「好きだから」と連呼して、親に隠れてこっそり僕と会おうとする。

　でも、僕は、嫌だった。

　彼女のことが好きだったはずなのに、彼女に声をかけられるだけで、身体が震え、具合が悪くなった。

　そうして、彼女から逃げているうちに、だんだんと、彼女も僕から離れていった。

　そして、彼女が卒業し、中学に進学した頃には、まったく関わることはなくなった。

　僕は彼女のいる中学校に行きたくなくて、親に相談して、他の学区の中学に行くことにした。

　この顚てん末まつが、僕の『女性恐怖症』の、発ほつ端たんであった。

　それ以降、僕は学校でも、女子との深いかかわりをなんとなく避けていた。

　同年代の男子が恋人を作りたがる中、僕は、女子という生き物になんとなく恐怖を感じていて、その頃は近づかれるだけで怖い……とまではいかないまでも、女子と上う手まく話せない子供になっていた。しかし、そうしていると、自然と女子も僕に近づこうとしてこなかったので、楽だった。

　僕の友達は、男子ばかりになる。男子とは普通に話せるのに、女子とはうまく話せない、変なヤツ。中学の間の大半は、多分、同級生からはそう思われていた。

　そうして、僕は女子とのかかわりを徹底的に避けることによって、ある意味では安定した学生生活を送れていたように思う。

　ただ。

　一つだけ困ることがあったとしたら、『性欲がなくなったわけではない』ということだった。

　それどころか、僕は、小学生というあまりに無知な時期に、性行為を経験してしまっていて、その感覚を忘れられずにいた。

　あたたかくて、生々しくて、あまりに気持ちがいい。

　性欲だけで言うなら、僕は多分同年代の男子の中でもかなり強い方だったと思う。

　現実では女子と関わることができないのに、女体に対する憧れだけがあった。

　女の子を可愛かわいいと思うし、見ているとエロい気持ちにもなる。でも、近寄ることができない。

　そんな僕の苦悩を救ってくれたのが……アイドルだった。

　異性に対して、思い切り『自分のルックス』や『パフォーマンス』で勝負するアイドルたちは、彼女たちを『遠慮なく見つめる』ことを肯定してくれる。それが、彼女たちの仕事であったから。

　僕の女性に対する興味は、だんだんと『アイドルに対する興味』に成り代わっていった。

　高校に入る頃には溢あふれんばかりであった性欲も、だんだんと落ち着いた。

　女性に対する憧れは、アイドルを応援しているうちに、徐々に、純粋にアイドルたちの夢を応援する気持ちに上書きされていった。

　性に翻ほん弄ろうされていた僕を、アイドルは救ってくれたのだ。

　そうして、不思議なことに、僕の女性恐怖症もだんだんと良くなっていった。

　クラスの女子と、ぎこちないながらも、普通に話せるようになり、学校行事などで協力をする際も、困ることはなくなっていく。

　嬉うれしかった。

　僕の学生時代は、アイドルにハマったことをきっかけにして、立て直されていったのだ。

　クラスにも、同じアイドルを推している男子なんかがいたりして、そういう子たちと意気投合するのも楽しかった。

　こうして、僕の高校生活は『アイドル』によって救われて、だんだんと、女性恐怖症も克服へと進んでいるような気がしていた。

　でも……。







　遠くから、インターホンの音が聞こえるような気がした。

　僕は、夕焼けの教室の中にいた。

「ふーん、アイドルが好きなんだ。何がいいの？」

　女子生徒でありながら、スカートではなくスラックスを穿はいてネクタイを締めている『あの子』が、夕日に照らされながら僕を見ている。

　その顔はとてもきれいで、男の子に生まれれば、こいつはめちゃくちゃにモテたんだろうな、なんてことを僕は考えていた。

　インターホンが鳴っている。

　続いて、ドアがドンドン！　と叩たたかれた。

「アイドルは……僕のことを救ってくれたから」

　僕がそう答えるのを見て、彼女は、「ふうん」と、なんとも言えない表情で頷うなずいた。

　そして、言う。




「僕よりも、アイドルの方が好きなんだ？」




　インターホンが、鳴っている。

「……ッ!?」

　僕がガバッと身体からだを起こすと、そこは真っ暗な部屋の中だった。

　全身に汗をかいている。

　再び、インターホンが鳴った。

「……寝ちゃってたか」

　僕はソファから立ち上がって、机の上に放置されていたスマートフォンの画面をつける。時刻は二十二時を回っている。

　僕が時刻を確認したのと同時に、今度は、ドンドンドン！　と、暴力的なドアノックが聞こえた。

「こんな時間に、何の用だよ……」

　僕は小さく舌打ちをする。

　こんなふうに非常識な時間にドアをノックしてくるのは、たいていこのアパートの大家さんだった。

　でも、今月は家賃も滞納していないはずだし……一体何の用だろうか。

　僕は足早に玄関に向かい、ドアを開けた。

「はい。どうしたんです……か……？」

　僕が扉を開けると、そこにいたのは大家さんではなかった。

　むすっとした表情の、小柄な女性が、ドアの前に立っている。

　ぶあついぱっつんの前髪に、フチが太くてやぼったい、黒の丸眼鏡。そして鼻筋にはよく目立つそばかすがあった。

　オーバーサイズすぎるパーカーに、黒いミニスカート。そして、太ももをニーソックスが包んでいる。

　とどめに、黒いキャップに、黒い色のマスク。

　パッと見ただけでも、いわゆる『地雷女』と呼ばれがちなファッションだった。

　僕は、思いもよらない、しかも覚えのない人物の来訪に狼ろう狽ばいした。

「な、えっ……えっと……ど、どちらさま……でしょうか……？」

　僕が突然現れた女の子に、しどろもどろになりながらも警戒の色を隠さずにそう言うと、彼女は怒ったように目を吊つり上げた。しかし、彼女は何も言わない。

「えっと……用がないのであれば、これで……」

　どうして良いか分からず、僕が扉を閉めようとすると、扉の隙すき間まにガン！　と女の子の靴がはさみ入れられた。

　僕は悲鳴を上げてしまう。

「ひっ！　な、なな、なんですか!?」

　僕が声を荒らげると、女の子はさらに目を吊り上げて、大声を上げた。

「なんですか、じゃないわよッ!!」

「は、はい……？」

　突然怒鳴られて困惑する。

　でも、どこかで聞いたことのある声だ、と、思った。

　地雷ファッションの女の子はガッ！　と扉を摑つかんで、乱暴に開く。

「ちょ、ちょっと……!?」

　女の子は僕をぐいぐいと押しながら、家の中に容よう赦しやなく入ってくる。

　僕は小さな悲鳴を上げながら、腰を抜かして、玄関に倒れ込んだ。

「な、なんなんですかッ!!」

　僕が叫ぶと、女の子はガチャ、とドアのカギを閉めて、僕を見下ろす。そして、低い声で呟つぶやいた。

「……なんで来ないのよ」

「……へ？」

「だからァ！　なんで来なかったのよ!?」

「な、なな、なんのことですかッ！」

　状況がまったく理解できずに僕が声を上げるのを聞いて、女の子はタンタン！　とイラついた様子で右足を何度か踏み鳴らし、僕の胸倉をグイと摑んだ。

「紙は！　紙はどうしたのよ！　あんた拾って帰ったでしょうが！」

「か、紙……？　紙ってなんの……」

　そこまで言って、ハッとした。

　僕が拾って帰った紙……それって……。

　寝起きだった僕は、ようやく、今日の記憶と、目の前で起こっていることが繫つながったような感覚を覚えた。

　小さな声で、ぼそっと、答える。

「捨てましたけど……」

「はぁ!?　捨てたァ!?」

　またもや大声で怒鳴る女の子。彼女が怒鳴るたびに、僕の身体からだはびくりと震える。

「あんた、推しアイドルの名前が書かれて、ご丁てい寧ねいに呼び出されてんのに、その紙捨てたわけ!?」

「だってッ！　麗あきらが僕のことだけ呼び出すわけがないッ！」

　女の子の大声に負けないように僕がそう言い返すと、ぴたりと彼女の動きが止まった。

「実際……こうして……知らない女の子が現れて……やっぱり……いたずらだったんじゃないか……」

　どんどんと尻すぼみになっていく言葉。

　とんでもないイタズラだと思った。僕が本当にあそこに書いていた住所に足を運んでいたら、どうなっていたのだろうか。強こわ面もてな男たちに囲まれて、全財産をむしり取られていたかもしれない。

　僕がそんなことを考えながら身体を震わせていると、女の子は露ろ骨こつに大きなため息をついた。

　そして、先ほどまでより少しだけ優しい声色で言った。

「ごめん……怖がらせちゃったね」

「い、い、今更すぎる……！」

　僕が腰を抜かしたままみっともなく抗議するけれど、彼女は気にする様子もなく、再びため息をついた。

　そして、耳に引っかかっていた黒い紐ひもをつまんで、マスクをゆっくりとはずす。

「…………えっ」

　心臓が、跳ねた。

　続けて、彼女は深くかぶっていた黒いキャップを脱いで、黒ぶち眼鏡もはずしてから、僕をじっ、と見た。

「知らない女、じゃないでしょ」

　彼女はそう言って、ニッと笑った。

「…………なん……で……」

　うわごとのように僕がそう言うのを聞きながら、彼女ははっきりと告げる。




「あんたの推しアイドルが来てあげたんだから、もっと喜びなさいよ」




　僕の家の玄関に立っていたのは、まさに瀬せ在ざい麗あきら、その人だった。鼻筋のそばかすには違和感があったけれど、他の顔のパーツは、僕の知っているそれと寸分違たがわない。

　彼女は勝手に、パチリ、と玄関の電灯をつける。明るくなると、余計に、彼女の顔がよく見えて、僕は目を疑った。

「…………ほ、ほ、ほんとに、瀬在麗……？」

　僕が目を剝むいたまま硬直していると、彼女は苦笑して、首を縦に振った。

　それから彼女が目の下のあたりをかりかり、と爪で触ると、薄い皮膜のような何かがぺろりと剝け始める。そして、彼女はそれをつまんで、ぺりぺりと剝はがした。

　頰ほおから鼻筋にかけて、広範囲に存在していた「そばかす」が、あっと言う間に剝がれ落ちる。

　そばかすは、シールだったのだ。

　つまり、彼女は変装して、ここまでやってきたということだ。

「これでも信じられない？」
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「…………」

　僕は、無言で、かぶりを振った。

　顔回りの変装をすべて解いた彼女は、どう見ても、瀬在麗だった。

「無理に押し入ったのは悪かったけど……今日は大事な話があって来たの。素直に紙に書いた場所に来てくれてたらこんなことしなくて済んだんだから……。ちょっと上げてもらえる？」

　目の前で、瀬せ在ざい麗あきらが喋しやべっていた。

　地雷ファッションの麗が、いつもと全然違う口調で。

「……ねえ、聞いてる？　いつまで倒れてんの」

　呆ぼう然ぜんとしている僕を、麗は怪け訝げんそうに見つめた。

　僕はハッとして、身体からだを起こそうと試みる。

　ぐい、と腕に力を入れてみるものの、腰が重すぎて、立ち上がれなかった。完全に、腰が抜けてしまっている。

「……腰、抜けちゃったみたいで……」

「…………はぁ～」

　大きなため息一つ、目の前の麗がすとんとしゃがみ込んだ。

「え……」

　僕が間抜けな声をあげている間に、麗は僕に肩を貸そうと、身体を近づけてきていた。

　ぞわり、と、全身に鳥肌が立つ。

「触らないで！」

　気付けば、叫んでいた。

　麗は、びくりと身体を震わせてから、目を丸くしながら僕を見た。

　それから、少し悲しそうに表情をゆがめながら、笑う。

「そ、そんなに警戒しなくても……家に押し入ったのは謝るってば……」

「ち、ちち、違う……！　その……」

　僕は慌てて首を横に振る。

　唾つばをごくりと飲み込んでから、少しだけ荒くなった息を整えた。そして、言った。

「ぼ、僕……じょ、女性恐怖症……なんだ……」

　僕がそう言うのを聞いて、麗はゆっくりと目を見開いた。

　数秒の沈黙。

　麗は口を何度も開けたり閉じたりしながら、言葉を選んでいるようだった。

「……そう……だったの……？」

「う、うん……ごめん……」

「いや、謝ることないけど。えっと、その……い、いつから？」

「え？」

　僕が訊きき返すと、麗はハッとしたように首を横に振って、僕を見る。

「あ、いや、違くて……だって、君、アイドル好きなんだよね……？」

　その疑問は、もっともだと思った。

　僕にとってアイドルは「近づくもの」ではなくて、そうであるから、アイドルを推すことができている。でも、一般的に、女性恐怖症の人間がアイドルを推す……という構図に疑問が浮かぶのは、当然だと思った。

「う、うん…………それでも、距離が、ち、近いと……ダメ、なんだ……」

　みっともない、と思いながらも、素直に僕がそう言うと、麗あきらは困ったように視線をきょろきょろと動かした。

「あたし、どうしたらいい？」

　彼女のその言葉に、僕はなんとも言えない安あん堵ど感かんを覚えた。僕の症状について言及せず、冷静に、どうすればよいかだけを訊たずねてくる。そんな対応は、どこか、アイドル活動中の彼女のファンに対する誠実な対応に似たものを感じさせた。

「えっと、と、とりあえず、上がってもらって、いいよ……ちょっと時間が経たてば自分で起きられるから」

「わ、分かった……」

　麗は頷うなずいて、少し落ち着かない様子で僕の前で靴を脱いで、居室へと、とぼとぼと向かってゆく。

　その後ろ姿を目で追っていると、その歩みがぴたりと止まり、麗は控えめにこちらの方へ振り向いた。

「その……ごめんなさい。知らなかったから……」

　麗は心底反省した様子で、そんなことを言う。

　僕はぎこちなく笑って、首を横に振った。

「……し、知らなくて当然、じゃない……？」

　僕がそう言うと、麗は一瞬ぴくり、と表情を硬くしたものの、すぐに、僕と同じように苦笑を浮かべた。

「そりゃ、そうだね……たしかに」

　麗がそう言ってから、居室に入っていくのを見送って、僕は深く息を吐いた。

　どうして、麗が、僕の家に。

　そんな疑問が再び首をもたげるけれど、それは、今僕が一人で考えても仕方のないことだった。何かしら、事情があるに違いない。

　僕は深呼吸をしてから、もう一度、腕にぐい、と力を入れる。

　今度は、うまく体重移動ができそうな予感があった。立ち上がれそうだ。

　腰をかばいながら、慎重に、起き上がった。

　起き上がれたことに対する安堵。それと同時に、自分の部屋に誰かがいるという違和感。

　二つの感情が胸の中に襲おそってくる。

　心なしか、部屋の中がいつもと違う匂においのような気がする。

　麗が通っていった場所には、甘い香りが漂っていた。

　そこで、あらためて、僕の心の中を強きよう烈れつな『困惑』が支配した。

　事情があるのだろう。

　そう納得したとしても、やっぱり異常だった。

　どうして、僕の家に、瀬せ在ざい麗あきらが。

　そんな馬鹿な話があるか。

　一度封じ込めたはずの疑問が、心の中でぐるぐると廻まわる。

　寝起きが悪すぎて、変な幻覚でも見ているのではなかろうか。

　そんなことを考えながら、ゆっくりと居室へと歩いていく。

「あ、起き上がれた？　良かった」

　居室へ入ると、そこには、ソファにちょこんと座る麗がいた。

　くらり、と、視界がゆがむ。

　脳のキャパシティを、超えてしまったのが分かった。

「…………ああ」

　小さなうめき声を上げて、僕の視界が回転した。

「えっ……！　ちょっと!?」

　ぐるぐる回る視界と、どろどろの思考の中で、麗の悲鳴に近い声だけが、遠くから聞こえてくるようだった。










第三章




「ん………………うん？」

　瞼まぶたがやけに重いなぁ、と思いながら、ゆっくりと目を開くと、目の前に、美少女の顔があった。そして、頭の後ろには、柔らかい感触。

「あ、起きた」

「……ッ!?」

　僕の身体からだが、思考よりも先に機敏に反応した。

　びくん！　と身体が跳ねたのちに、ぐりんと腹をよじり、そのまま床に転がった。その勢いが強すぎて、僕は近くにあったローテーブルの脚に頭を強打する。

「痛ッ……つぅ──」

「ねえ、何してんの……大丈夫？」

　僕の後ろで、正座のままこちらに視線を向けているのは、麗あきらだった。

　そうだ、僕は麗を家に入れて……それで……？

　一瞬脳みそが混乱しかけるけれど、それよりも先に、抗議の言葉が口をつく。

「じょ、じょじょ……女性恐怖症って……言っ……痛っ……」

「あ！　そ、そうだった……ごめん……サービスのつもりで……」

　麗は申し訳なさそうに眉を寄せた。

　ファンサービスに膝ひざ枕まくらをするアイドルがいてたまるか、と、思う。

　麗と距離を取り、身体の拒否反応が落ち着くと、今度は麗が部屋にいるというあまりにあり得ない現実に脳みそがパニックを起こす。

「うわぁッ！」

　僕が反射で、壁までずりずりと後ずさりをすると、麗はぎょっとしたような表情を浮かべる。

「今度はなに！」

「ゆ、夢じゃなかったのか……」

「いちいちオーバーなのよ。夢じゃない、夢じゃない」

「夢じゃないなら、なんで……！」

　僕が口をぱくぱくとさせていると、麗はゆっくりと立ち上がりながら、僕とは対照的に、落ち着いた様子で息を吐いた。

「それは、今から説明するから。……あっ、つつ……足痺しびれた……」

　ソファに座り直しながら、ふくらはぎをトントンと叩たたく麗。

　おそらく、僕は少しの間気絶していたようだった。そして、それを麗が膝枕で介抱してくれて……。

　状況を整理したものの、やはり、意味が分からない。どうして僕は推しアイドルに膝ひざ枕まくらをされるような状況になっているのか。

　自分のずっと推していたアイドルが目の前にいるにもかかわらず、驚くほどに、浮つく気持ちが湧わいてこない。

　ただただ、自分の部屋にいる麗あきらに対する違和感と、彼女がここにいる理由だけが気になっていた。

「とりあえず座ってくれない？　落ち着いて話できないから」

　麗はそう言って、ポンポン、と、自分が座るソファを手で叩たたいた。僕は慌てて首を横に振る。

「い、いや、僕はここで。カーペット、あるし……」

　麗が座っているのは、僕がバイト代からちょっと奮ふん発ぱつして買った２Ｐソファだ。名前の通り、一人で座るには大きくてゆったりしているけれど、二人で座れば、身体からだがくっつきそうになるほどに狭い。そんなサイズ感。

　女性恐怖症というところを除いて考えたとしたって、気絶している間に推しアイドルに膝枕をされていた事実だけでも、あらためて昏こん倒とうしてしまいそうなのに。そんなに近距離に座って平常心でいられるはずがなかった。

　深呼吸をする。

　いつまでも麗について混乱していても仕方がない。正直、どんな事情があるにせよ、この状況に納得できる気はしなかったけれど、どのみち彼女の話を聞かないことには何も始まらないのだ。

「……それで、ど、どういうわけなんだろう。ただのファンの家にこんなふうに……押しかけてきて」

　僕は、訊きいた。

「何かの企画……だったりするのかな？」

　それ以外に思い浮かぶことはない。でも、企画だとしたら、こうして麗が『一人で』こんなところに現れたことに、疑問を覚える。

　僕が訊くと、麗は驚いたように目を丸くしたまま、数秒黙っていた。

　それから、ゆっくりと、口を開く。

「あのさ。……推しアイドルが家に押しかけてきたのに、期待とかしないわけ？」

「……期待？」

　僕が首を傾かしげると、麗はどこかイラついたように脚を数度ゆすってから、「だから」と続けた。

「あたしが君に、惚ほれちゃったんじゃないか……みたいな」

　彼女のその言葉を聞いて、僕はぞわりと鳥肌が立つのを感じた。

　脳裏には、かつての、恋人を作って引退したアイドルの姿が浮かんでいる。

「ない」

　驚くほどはっきりと、僕はそう答えていた。麗あきらは、きょとんとしている。

「あるわけないでしょ、そんなこと」

　言い切る僕に、麗は一瞬たじろぎながらも、食いかかるように問うてくる。

「な、なんでそう言い切れるわけ？　万に一つもないって言える？　現にこうして、住所教えてもらったわけでもないのに、一人で来たんだよ？」

　確かに、麗の言うように、こうして麗が一人でいちファンである僕の家にやってきている状況には、いまだに疑問しかなくて、それについてはしっかり説明してもらいたいと思っている。

　でも、それでも……。

「ない。あり得ない。だって、君は……」

　僕には確信があった。

　彼女はそんな浮ついた気持ちでここにやってきたわけではない。

　そう信じられるのは……。

「君は……瀬せ在ざい麗だから」

　僕がそう言い切ると、麗は再び、目を丸くした。

「瀬在麗が、ファンに惚ほれるはずがない。今まで、何があっても君はプロとしての顔を貫いてきた。僕はそれをずっと見てきて、だからこそ君のことを安心して推すことができてるんだよ。だから……」

　僕は、麗の目を見据えて、言い切る。

「そんな夢みたいな勘違いは、しない」

　その言葉を聞いて、麗は口をぽかんと開けたまま、数秒、僕を見ていた。

　そして。

「あはっ！」

　子供のように、無邪気に、破顔した。

「あはは！　すごい！」

　麗はどこか緊きん張ちようが解けたように、自然体でくすくすと笑った後に、僕に柔らかな視線を送ってきた。思わず、目を逸そらしそうになる。

「期待以上だったな……君に決めて良かった」

　麗はそう言い、ゆっくりと息を吸って、吐く。

　きっと、事情を説明してくれる気になったのだろうと思い、僕は背筋を伸ばした。

「あのね。君に頼みがあるの」

　麗は、一呼吸置いたのちに、そう言った。

　頼み……というのも、漠然とした言い方だと思う。

「えっと……何かの企画、なんだよね？」

「ううん、違う。これはあたしの個人的な事情」

「個人的？」

「うん、そう」

　僕の質問に、麗あきらは頷うなずいてから、それまでとは打って変わって、言葉を選ぶように視線を泳がせる。

　たっぷりと間を持たせたあと、麗はひとり「うん……」と頷いて、そして言った。




「君さ、あたしの彼氏になってくんない？」




「…………………へぁ？」

　麗から放たれたとんでもない言葉に、一瞬にして僕の思考は停止した。

　彼氏？

　何を言ってるんだ。今までの会話の流れは？

　脳内に浮かびまくる「？」マークが、正常な思考を阻害する。

「だからさ、あたしの彼氏になってほしいの」

「な、なん……え？　彼氏？　ちょっと言ってる意味が……」

「言葉通りの意味だけど？」

「だって、君は瀬せ在ざい麗でしょ？」

「そうだけど」

「はは、瀬在麗が彼氏なんか作るわけないじゃん。何おかしなこと言ってるんだ」

「そう！　そうでしょ!!　瀬在麗が彼氏なんて作るわけない!!　だから作るんだよ！」

「いや、全然意味が分からないし……そもそもなんで僕に……」

「説明は！　後ッ！！！」

　急に大声を出す麗。思わず身体からだがびくりと跳ねた。

　ソファから立ち上がりながら、麗は嚙かみつくように言う。

「なるの!?　ならないの!?　どっちなの!?!?」

「ならないッ!!」

　大声で迫られ、僕も大きな声が出てしまう。

　ありえない提案だった。

　突然家にやってきて、そして自分の彼氏になれと言う。意味不明な状況について説明してもらえると思って話を聞いていたのに、もっと意味の分からない方向へ話が進みだしている。

　本気で言っているにしても、冗談だとしても、理解不能で、最悪だった。

　僕が「ならない」と断言したのを聞いて、スッ、と麗の表情の温度が下がるのが分かった。ぶるり、と身体の奥が冷えるような感覚。

　こうして目の前にすると、やはり彼女の存在感は圧倒的だった。

「あっ、そう……」

　麗あきらは低い声でそう呟つぶやいてから、ゆっくりと、僕に向かって歩き始めた。

「ちょ、ま……こ、来ないで……」

　のし、のし、とこちらへ近づいてくる麗。僕は後ずさろうと身体からだを動かしたけれど、すでに背中はぴったりと壁にくっついてしまっている。

　あっという間に麗は僕の真横までやってきて、僕と同じように壁に背中をくっつけた。そしてそのまま、僕にぴたりと肩を寄せる。

「ひゃあ……！」

　情けない悲鳴を上げて、僕は目を白黒させる。吐きそうだった。

　麗はサッ、と黒いパーカーのポケットから自分のスマートフォンを取り出して、インカメラでパシャリと僕と麗のツーショットを撮影する。

「これで、よし！」

　麗は写真を撮り終えるや否いなや、僕からパッと身体を離して、両手を合わせて頭を下げた。

「ごめんね、くっついちゃって」

「な、なな、なんなの！」

　僕が息を荒らげながら必死の抗議をすると、麗は再びソファまで戻って行き、ぽすっ、と腰掛ける。そして、脚を組んで、言った。

「これ、なんでしょう？」

　そう言いながら、僕にスマートフォンの画面を向けてくる麗。

　そこには、ちょうどいま彼女が撮った、僕と麗の写真が映っている。

「はぁ……？　今君が勝手に撮った写真でしょ？」

　僕が言うと、麗はにんまりと笑って、頷うなずいた。

「君にとっては、ね。でもさぁ……」

　そこで言葉を区切ってから、麗は不気味な微笑をたたえて、横目でこちらを見る。

「これが世の中に流出したらどうなるかなぁ……？」

　麗のその言葉を聞いて、僕の身体の血の気はサッと引いた。

『完全無欠』のアイドル瀬せ在ざい麗の、どこぞの誰とも知れない男とのツーショット写真。そんなものが世に出回ればどうなるか。

　考えるまでもないことだった。

「……ま、待って。何考えてんの」

　僕が早口でそう言うと、麗は可お笑かしそうにくすくすと肩を揺する。

「『瀬在麗、ファンと不純異性交遊!?』」

　麗は冗談めいた口調でそんなことを言った。

　今度は、全身の血流が良くなるような感覚があった。頭に、血が上る。

「だ、ダメだ!!　そんなの、絶対!!」

　気付けば、叫ぶように言っていた。

　そんな僕を見て、麗あきらはスッと表情を変える。くすくすと笑ってはいるものの、先ほどまでのこちらをからかうような空気は消え失うせていた。

「だよね。ダメだよね、絶対」

　そう言ってから、麗は急に顔から微ほほ笑えみを消して、あっさりと続ける。

「あたしと付き合わないと、こればらまくから」

「そ…………」

　頭が真っ白になる。

　そして、爆発するように、言葉が出力された。

「そんな無茶苦茶な脅きよう迫はくがあるかッ!!」

「そう、これは脅迫」

　怒鳴る僕に対して、麗は冷静だった。

「君を信じたからこその、君の中の〝瀬せ在ざい麗〟を守るための取引」

　そう言った彼女の瞳は、まったく揺れ動くことがなかった。まっすぐ僕を見つめたまま、迷いもなく発された言葉。

　僕は、ゆっくりと、息を吐く。

　依然として、何も分からない。

　彼女は、未だに、僕に対して何も説明していなかった。

　だというのに、「これがおふざけなんかではない」ということだけが、伝わってくる。かなわないと思った。

　彼女は、何も説明しないうちから、自分の態度だけで、僕に何かを伝えて、説き伏せようとしている。

　あまりにも強引だ。

　でも、僕はこれを、拒めない。

「…………頼むから、ちゃんと説明してよ」

　気付けば、か細い声で、そう漏もらしていた。

「……冗談でも、何かの企画でもないんだね？」

「うん」

「……僕と恋人になるのも、何かの手段の一つなんだよね？」

　僕がそう問うと、麗はぴくりと身体からだを震わせた後に、安心したように息を吐いた。

「……君、ほんと、あたしの思う以上にあたしのこと分かってくれてるね」

　彼女のその言葉に、僕はどう返したものかと、困ってしまう。

　分かってくれてる、だなんて言うけれど、こうしてプライベートに現れられては、脳内には疑問符ばかりが浮かんで、お世辞にも彼女のことが分かっているなどと言う気にはなれなかった。

　ただ、僕は、『アイドルとしての瀬せ在ざい麗あきら』の在り方だけは、ずっと、まっすぐ見つめてきたつもりだった。

　だから、言えることなど、一つしかない。

「……そりゃ、ファンだから……」

　僕は小さな声で、そう答えた。

　麗は、そんな僕を、なんとも言えない表情で見つめている。

「説明して。ちゃんと聞くから」

　僕があらためてそう言うと、麗は頷うなずいて、先ほどまでよりも深く、ソファに腰掛けなおす。

　それから、ゆっくりと、口を開いた。

「君は知ってるよね。あたしが、一年前までは、〝ripqleリツプル〟っていうユニットで活動してたこと……」










第四章




　瀬在麗は、真ま島じま杏あん樹じゆというアイドルと共に、デュオユニット〝ripqle〟としてデビューしたアイドルだった。

　クールさと元気さを兼ね備えた瀬在麗。

　そして、ふわふわとした優しい雰囲気、それから、ファンに対する柔らかな包容力を携たずさえた真島杏樹。

　二人の組み合わせは奇跡的なバランスを保っており、デビュー当時はたいへん話題を呼んでいたのを、僕もよく覚えていた。

　二人そろって、抜群のルックス。そして、抜群のファンサービス。

　大人数の劇場アイドルが流行する中、たった二人きりでデビューして、大きな存在感を放ち続けた彼女たちは、瞬またたく間に頭角を現し、『地下アイドル』と呼ばれる域を脱していった。

　二人の『商売を感じさせない仲の良さ』も、彼女たちの人気の理由だった。

　ＳＮＳに二人で一緒に遊んでいる様子や、レッスンの間の小休憩で起こった出来事などが頻ひん繁ぱんにアップされて、ファンは二人の生活を一緒に楽しんでいた。また、オフの日に二人で出かけている様子なども街中で目撃され、「あの二人、ホントに仲いいんだな」と囁ささやかれていたのは、とても印象深い。もちろん、僕もそれを微ほほ笑えましく眺めていたうちの一人だった。

　アイドルという文化には、『箱推し』という概がい念ねんが存在する。

『箱』というのは、グループ全体のことを指す言葉だ。

　つまるところ、アイドル一人一人ではなく、その『アイドルグループ』自体を応援する、ということを『箱推し』と言う。

　この箱推しというのは、割りと、アイドル界かい隈わいではよく聞く言葉だ。

『○○が本命だけど、箱推しもしてる！』という台詞せりふはアイドルファンの間ではよく交わされるもので、僕も、アイドルの話で友人と盛り上がる際には、何度も聞いたことがあった。

　ripqleというユニットは、この『箱推し』が、駆け出しのアイドルグループにしては異常に多かったような印象がある。僕はそのことに、なんともいえない喜びを感じていたので、よく覚えていた。

　というのも……駆け出しのアイドルというのは、テレビで見るような劇場アイドルとは違い、ライブで使う会場も小さく、握手会などのファン接触イベントも比較的多く開催される。つまり、ファンとの距離が近いのだ。

　そういうふうにファン接触を増やし、確固たるファンを作り上げていくことで、少しずつ知名度を上げていく。それが、駆け出しアイドルたちのセオリーだった。

　そうなると、やはり、男性ファンの心理としては──下心が透けて、嫌だなぁと思うけれど──、アイドル『個人』を推して、「君だけを応援してるよ！」と伝える方が、やはりアイドルたちに自分の顔を覚えてもらえる可能性が高く、アイドルと特別な絆を結べるような気がしてくるものなのだ。

　だからこそ、駆け出しであったripqleに『箱推し』が多かったことは、アイドル全体として見るならば珍しいことであった。

　でも、それだけ、二人はバランスの取れた、良いユニットだったと言える。

　この二人はこれからもどんどん実力を伸ばし、ファンを増やしていくんだろうな……と、漠然と思っていた。

　しかし……少しずつ、状況は変わり始める。

　二人の間のプロ意識に、素人しろうと目めで見ても大きな差が生まれ始めたのだ。

　はっきり言うと、麗あきらの方が、アイドルとして『完成されていた』ということだ。

　決して、杏あん樹じゆがアイドル活動に対して手を抜いていると、ファンたちが感じていたわけではないと思う。

　でも、杏樹がアイドル活動を楽しんで、全力で頑張っていること自体は十分伝わってくるものの、ファンサービスやライブでのパフォーマンスという点においては、麗の方が圧倒的にクオリティが高く……時間が経たつにつれ、少しずつファンの熱量は麗に向けて傾いていった。

　……僕も、そのうちの一人だった。

　ripqleというアイドルグループを推す気持ちがなくなるわけではないし、いつだって、二人を応援していた。でも、心のどこかでは、『このグループの要かなめは間違いなく麗あきらだ』と考えていたところはあったのだ。

　そんなふうに、ripqleの成長に合わせて、麗の人気がうなぎのぼりになっていった頃。

　真ま島じま杏あん樹じゆは突然、理由も語らず、電撃引退したのだった。

「界かい隈わいでは、『真島杏樹は、瀬せ在ざい麗とデュオを組む重圧に耐えられずに引退した』なんて、テキトーな噂うわさが流れてた」

　過去を思い出すようにそう語る麗。床に落ちる視線からは、どこか、『怒り』とも『寂しさ』ともつかないような、くすぶった感情が漏もれ出しているような気がした。

「……実際は、違ったってこと？」

　僕が訊きくと、麗は数秒奥歯を嚙かむように口を噤つぐんだのちに、こくりと頷うなずいた。

「……そう。杏樹は、あの子なりにいつも頑張ってた。あたしと一緒に活動することに、誇りを持ってくれていた」

　麗はそこまで言って、数秒、黙りこくった。

　そして、先ほどまでとは少し違った、昏くらい光を宿した瞳で、僕を見る。

「その……なんていえばいいんだろ……」

　麗は、言葉を選ぶように視線をローテーブルの上でうろうろと動かした。それから、再び、僕の方に、控えめな視線を送ってきた。

「……これから話すことは、君にとっての……〝アイドル〟というものの価値観を……大きく変えてしまう可能性がある」

　麗はそう言って、不安げに首を傾かしげた。

「それでも……聞いてくれる？」

　その問いに、僕は言葉を詰まらせた。

　正直に言えば、怖い。聞きたくない、という気持ちの方が強かった。

　杏樹の引退については、僕もとても心を痛めていたからだ。

　そして、麗の言うように、当時流れた「麗とのデュオが彼女を苦しめた」という風説。それを、僕も信じてしまっていた。それほどに、麗のパフォーマンスは圧倒的だったからだ。

　でも、本当はそうじゃないのだとしたら……杏樹を追い詰めたのは一体なんだったのか。

　それを知ることが、自分が瀬在麗を〝推し続ける〟ことに大きくかかわってくる内容だったら？

　そう考えると、とても、怖かった。

　でも……。

　僕は、目の前で不安げな表情を浮かべている麗を見た。

　こんな表情をする彼女を、見たことがない。

　アイドルとしての瀬せ在ざい麗あきらは、『完全無欠』だった。

　いつだって笑顔はプロ仕様。きっと、彼女にだって悩みや迷いが生まれることだってあるだろう。でも、そんな様子をファンに見せたことなんて、一度だってなかった。

　彼女はあるがままにステージに立ち、あるがままに、『完全無欠』であり続ける。そんなふうに、考えていた。

　だから、こんなふうに、不安な表情を隠しもしない麗を見て、僕は……。

「……『アイドル』の瀬在麗は、そんな顔はしない」

　ぽつりと、そう言った。

　僕のその言葉に、麗ははっとしたように息を吸って、さらに不安げな表情を強めた。

　彼女は、否定される、と思っている。それが分かって、僕は首を横に振った。

「そりゃ、そうだよ。だって君は今、アイドルじゃないんでしょ」

「……え？」

　麗は、目を丸くした。

「アイドルにだって、オフはある。それくらい、僕にも分かってる」

　僕は言葉を続ける。

「君はさっき言ったよね。『これは個人的な事情だ』って」

　個人的な事情。つまり、『アイドルの』瀬在麗としてではなく、『一般人の』瀬在麗として、僕に話をしている、と言えるんじゃないのか。

「君のオフの日に、自分が立ち会うなんて想像……一度もしたことなかったけど。でも、これはどう考えても、そういう状況だ」

　僕の言葉を、麗は、ぽかんとした表情のまま聞いていた。

「だから、聞くよ。君の、〝個人的な事情〟ってやつをさ」

　僕は、少し震える声で、そう言った。

　麗が僕の家にやってきたのも、彼氏になれなどと無茶苦茶な提案をしてきているのも、こうして、いちファンが知る由よしもない話をしているのも。

　すべて、彼女のアイドル活動に必要だからしていることだと、僕は信じ切っていた。

　個人的な事情、と言いつつ、アイドルの話をしているのは、きっと、彼女が『オフ』であっても、アイドルのことを考えている、ということだ。そして、彼女が考えていることは、きっと彼女自身の『アイドルとしての姿』に直結している。

　で、あるならば、『瀬在麗のファン』である僕がすべきことは、明白だった。

　僕が言い切って、ぎこちなく笑って見せると、麗は数秒ぽかんとして。

「あはっ」

　破顔した。

「君は本当に……理想的なアイドルファンだなぁ……」

　しみじみとそう言ってから、麗あきらは何度かひとりで、うんうん、と頷うなずいた。

　そして、上目遣い気味に、もう一度、僕を見る。

「本当に、いいのね？」

「うん……聞くよ」

「分かった。じゃあ、話す」

　柔にゆう和わに微ほほ笑えんでから、麗はまた、ゆっくりと言葉を続けた。口を開き始めると、彼女の表情はまた真剣なものへと変わった。

「ripqleのファンの熱意が、少しずつあたしの方に傾いていくのは、誰から見ても明らかだった。そうでしょ？」

「うん」

「それでも杏あん樹じゆは頑張ってた。あたしもそれを支えてた……でも」

　麗は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、吐き出すように言った。

「その努力を、上役たちは、認めなかった」

「上役……？」

「そう。つまり、アイドル業界に投資している人たち。いや……その権利を握ってる人間」

　麗は冷たい声で、そう言った。その目にも、鋭い光が宿っている。顔を見ているだけで、彼女がその『上役』たちをよく思っていないことは明白だった。

　麗は冷えた目で、僕の方を見た。そして、小さく、首を傾かしげる。

「人気のなくなったアイドルがどうなるか、知ってる？」

　麗のその声は、ぞっとするほど冷れい徹てつな響きを秘めていた。その声に、僕は身体からだの芯が冷やされたような気がして、ぶるりと震えた。

「えっと……」

　僕は、言葉を選ぶように……視線をうろちょろとさせる。

　そういった話を、何度か聞いたことはある。でも、それは、ファンの間で囁ささやかれているしようもない噂うわさのようなもので、本当のところは誰にも分からない。

「あの……めちゃくちゃミーハーな……いや、憶おく測そくというか……一般人がなんとなく聞きかじってるくらいの話で……いいの？」

　僕が訊きくと、麗はすぐに頷いた。

「うん、多分、それが正解」

　それを聞いて、僕はあらためて、肝が冷えるような気持ちになった。あんな噂話が本当のことだ、などと、信じたくもない。

　怯おびえるように、ゆっくりと、口を開く。

「……え、ＡＶデビューさせられたり、とか……そういう……」

「…………うん。それは、まあ。いい方」

「…………え？」

　僕は思わず過か剰じような回数まばたきをしてしまう。

　最悪だと思っていたことを口にしたと思ったのに、彼女はそれを「まだいい方」だと言う。

「だって、本人の収入になるから」

　麗あきらは事実を整理するように、淡々と言った。

「アイドル崩れの女の子に奉仕してもらうのが好きなオッサンっていっぱいいるんだよね」

「……それは、どういう」

「上役たちの仕事の道具にされるんだよ」

　麗の言うことの詳細は、すぐに僕にも想像がついた。しかし、あえて言葉にしようという気にはなれない。

　しかし、麗は違う。事実を列挙していくような様子で、続ける。

「つまり、別の仕事を取るために、取引先に対して、人気の落ちてきたアイドルに身体からだを売らせるの」

　カッ、と、身体の奥が熱くなるような感覚があった。

「そ、そんな馬鹿な……そんなことが許されるはずが……！」

「許されてるかどうかは知らない。でも、実際に行われてる」

　麗はそうはっきりと言い放ってから。

「……杏あん樹じゆは、その対象になった」

　と、怒りの籠こもった表情で、言った。

　僕は、絶句してしまう。

　話の流れから、ある程度は想像がついていた。覚悟も、固めていたつもりだった。

　でも、実際に、はっきり言葉にされると、想像よりもずっと大きな衝撃を受けてしまう。

「…………そんな」

「だから、そんな馬鹿げたことさせないために……あたしが、逃げなって言ったの」

　麗は怒りで震える手を、ぎゅうと握り締めながら言葉を続ける。

「あの子の〝夢〟を人質にとって、そんなことをさせようとするヤツらに、杏樹が汚されるのは許せなかった。あたしだってもっと杏樹と活動したかったけど……それ以上に、あの子のことが……大切だったから」

　僕は、何も言えなくなってしまった。

　ショックしかない。

　杏樹の引退に、そんな裏があったことに。

　そして、そんなことが秘密裏に行われているのに、アイドル界は、僕たちファンには『キラキラと輝いて見えている』ことに。

「分かってる。アイドルだって、仕事だ。興行である以上、お金が大きく絡からんでて、すべてを決める要因はお金にあるってことくらい、みんな分かってる」

　麗あきらの声が少しずつ震えだす。

「でも……ッ！　あたしたちはいつだって……〝お金以上のもの〟を生み出そうとしてるんだ……ッ！」

　麗の言葉は悲痛だった。

　麗がどれだけプライドを持ってアイドルをしているかは、ファンである僕は当然感じ取っていた。麗に限らず、杏あん樹じゆだって、そうだ。

　彼女たちはいつだって、楽しそうに、笑顔で、舞台で歌い、踊った。

　その裏に厳しいレッスンがあることも、他グループとの激しい競争があることも、みんな、理解している。それでも、彼女たちは、そんな苦労を、舞台の上では笑顔に変えて、精いっぱいのパフォーマンスをファンたちに見せ続けていた。

　金をもらえるからやっている、というモチベーションじゃないことなんて、明白なのだ。

「お金以上のものを作る。それによって、もっとお金が生まれる……そういうふうに回っていくのが、どう考えたって正しいでしょ……ッ！」

　麗の言葉は、部屋の中に虚むなしく響いた。

「そういうものを……当とうの出資者たちが、一番信じてないのが……あたしは許せない……！」

　麗はそう言って、うつむいていた顔をバッと上げた。

「あたしは、そういうヤツらをアイドル界から追放したいの」

「……そう、なんだ」

「だから、協力して。お願い」

　そう言って僕を見る麗の表情は真剣そのものだったが……まだ何も理解できていない、というのが正直なところだった。

　僕は、麗に視線を返しながら、ようやく口を開く。

「杏樹がそうやって引退したのは……分かった。麗がそれを許せないのも、分かった。……でも、それと、僕が君の彼氏になることが、どう繫つながるの？」

　一番気になっているのは、この部分だった。

　麗の「自分の彼氏になれ」という突飛すぎる言葉。それが、今彼女から説明された内容とどうかかわってくるのか、イマイチ僕には摑つかみ切れていない。

　僕の言葉に、麗はハッと息を吸ってから、頭こうべを垂れる。

「ごめん、そうだね。話が飛躍しすぎた。順番に説明するから」

　麗は落ち着きを取り戻すように深呼吸をしてから。

「アイドルに出資する会社なんて、いくらでもある」

　と、続けた。

「杏樹に声をかけた男が誰かっていうのはもう分かってる。でも、それが実質的な首しゆ謀ぼう者しやじゃないことも、分かってるの。大元を断たないことには、何度も同じことが繰り返されるでしょう？」

　麗あきらがそう言うのに、僕は黙って頷うなずいた。言っていることは、分かる。

「だから、あたしはその大元を探したい。でも……なんだろ……自分で言うのもアレかもしれないけど」

　麗はそう前置きした後に、苦笑交じりで言った。

「あたしって、〝完全無欠〟だから」

　その言葉にも、僕は黙って頷く。当然のことであったからだ。

「あたしにそういう話が直接降りかかることって、まあまず、ないのよ」

「……なるほど」

「だから、あたしの活動に、明確な汚点がほしい」

　麗がそこまで言うと、ようやく僕にも話が見えてきたような気がした。

「それが……彼氏を作ること？」

　僕が訊きくと、麗はゆっくりと頷いた。

「そう。そして、それを徹底的に……世間様に隠すこと」

　麗は、そう言って、両手を膝ひざの上で組み合わせて、その指先をこきざみに動かした。視線は、どこか遠くを見るように、壁の方へ向いている。

「あたしは、ファンを裏切りたくない」

「うん」

「でも、不祥事は起こしたい」

「……うん」

「あたしは完全無欠なアイドルだから。そうあることで、たくさんのお金を稼いでいるから。だから……」

「『完全無欠』であるためのリスクを、企業に背負わせる……ってこと？」

　僕が麗の言葉の続きを補完すると、麗は安心したように頷いた。

「ほんと、話早くて助かるよ」

　麗はそう言ってから、深く息を吐いた。僕も、ぽりぽりと頭を搔かいてから、視線を床に落とす。

　杏あん樹じゆが引退したのは、アイドル業界に投資する上役たちのせい。麗はそれが許せなくて、杏樹を追い詰めた上役を見つけるため、自分の経歴にあえて汚点を作ろうとしている。そして、それを世間やファンたちに隠す片棒を事務所に担がせることによって、事務所やレーベルに『迷惑』をかけようというわけだ。

　そうやって、業界の人間『だけ』に迷惑をかけ続け、それによって、自分に『ウリ』の声がかかるのを待とうという魂こん胆たんなのだろう。

　そして、彼女の考えた『経歴の汚点』というのが、『彼氏を作る』という行為であった……というわけだ。

　ようやく、彼女がここにやってきたわけと、突然「彼氏になれ」などと言ってきた理由は、理解できた。

　……ただ一点の疑問を、除いて。

「話は分かったよ。でも……」

　僕は、ゆっくりと顔を上げて、麗あきらを見る。

　これだけは、先に訊きいておかないといけないと思った。

「……なんで、僕なの？」

　訊きながら、僕は、今日の握手会の時から漠然と感じていた『違和感』が少しずつ明確な形を持ち始めるのを感じていた。

　握手会の順番待ち列で麗に笑顔を向けられた時も。

　家に押しかけてきた女の子が麗だと分かった時も。

　こうして話を聞いている途中も。

　ずっと、僕の胸の中にあった違和感。

　瀬せ在ざい麗が、たった一人のファンだけに『特別』を与えるわけがない。そういう思いから、彼女が握手会で向けてきた視線を『気のせい』だと思い込むことにした。

　麗に紙を拾うように仕向けられた時も、彼女が僕と個別で会いたがるわけがないと思って、あれをイタズラと断定した。

　麗が目の前に現れても、僕は何かの企画でやむを得ずここを訪れたのだと思っていた。

　でも、そのすべてが、麗の故意的かつ個人的な行動だったのだと分かって。

　すべての事情をこうして説明してもらっても、一つだけ、解消されない疑問。

　それが、今口にした、『なぜ、僕なのか』ということだ。

　麗は見せかけの彼氏を作らないといけないのかもしれない。そのために必死になっていることも、彼女の語り口から、伝わってくる。

　でも、なぜそれを打ち明け、協力を仰あおぐ先が、僕なのだろう。

　僕は今日の今日まで、麗を推していながら、ripqleの握手会にすら行ったことのない、ただのファンだ。彼女が僕を認知する機会など、なかったはずだ。

　僕の質問に、麗は一瞬、不自然に瞳を揺らし、顔を伏せる。

　しかし、すぐに、鼻からすー、とゆっくり息を吐きながら、顔を上げた。そして、何度か頷うなずく。

「一年間」

　麗は、言った。

「一年間、あたしはファンを見続けた。目に入るファンひとりひとりを、じっくり……見てた。特に……いつも前列の方でサイリウムを振っているようなファンのことは」

　僕は、ハッ、と息を呑のんだ。

「君は、あたしがソロ活動になって以降、いつも前から五列以内にいた」

「……うん」

　僕は頷うなずきながら、内心、ただただ驚いていた。

　彼女はファンひとりひとりを見ていた、と、言った。この話を聞いて、「自分のことを見てくれたんだ！」などと無邪気に喜ぶ気にはなれなかった。

　そんなことよりも、麗あきらが、あんなに圧倒的なパフォーマンスをしながら、『客席を見ることに注力していた』という事実に、ただただ、驚いてしまう。

「アイドルのファンって、大体、〝ガチ恋〟なんだよ」

　麗は、そう続けた。

『ガチ恋』、というのは、アイドルが自分の恋人にならないことなど分かりつつも、本気で恋をしているファンのことを指す言葉だった。

「一見したら、ガチ恋してるファンと、そうじゃないファンの違いなんて分からない。でも……あたしは辛抱強く観察し続けた」

　麗は淡々と話し続けた。僕は、圧倒されている。

「ガチ恋の人はね、ライブ中、あたしと目が合うと……本当に嬉うれしそうな顔をするの。教室で、好きな女の子と目が合った時みたいに、ドキドキしてる顔をする。でも……君は違ったね」

　麗はじっと僕の目を見ながら話していた。その丸い瞳に吸い込まれるような感覚に陥おちいる。

「君はあたしと目が合っても、そんなことどうでもよさそうだった。いや、『そうであって当然』って顔してた」

「うん……だって、君は……」

「『そういうサービスをするアイドルだって、信じているから』……でしょ？」

「……うん、その通り」

　実際、ライブ中に麗と目が合ったと感じることはよくあった。それは本当に一瞬のできごとで、そのたびにドキリとするのは、自然なことだった。

　けれど、僕は、それも〝彼女の計算のうち〟と考えていた。

　前列にいるような熱心なファンには、とびきりのサービスをする。彼女はそういうアイドルだと、分かっていたから。

「何度も、何度も、君に視線を送った。でも、君の反応は変わらなかった。君があたしに恋してたら、そうはいかない」

　麗はそう言ってから、くす、と鼻を鳴らした。

「何度も何度も目が合ったら、『運命感じちゃう』もんね？」

　麗のその言葉に、僕はなんと答えたらよいか分からず、苦笑を漏もらす。

　僕は、一番多感だった時期……つまるところ、中高生の頃の大半を「女の子が怖い」という気持ちで過ごしていたから、あまりこういう話題に心から共感することはできないけれど。

　アイドル界かい隈わいでは、よく聞く「絶対俺のこと見てたって！」という鉄板ネタ。「勘違い乙」とツッコミが入るところまでがテンプレだけれど、一部では本気で言っている人たちがいることも理解している。

　意中の女の子と、何度も何度も目が合えば、麗あきらの言うように、『運命を感じてしまう』のも、おかしなことではないのかもしれない。

「あたしは、それを馬鹿だとは思わない。だって、恋ってそういうものでしょ？」

「……そう、かもしれないね」

　麗は、うっすらと浮かべていた微ほほ笑えみを引っ込めて、また真面目な顔で話しだす。

「あたしは、あたしに恋しない人を、ずっと探してた。〝アイドルとしてのあたし〟にしか興味がない人。そういう人にしか……あたしは、あたしを任せられない」

「……それが僕だってこと？」

「そう。あたしに恋する人じゃ、この関係はうまくいかないからダメ。あたしに興味がなさすぎる人じゃ、いつ面白半分でリークされるかも分からないからダメ」

　麗は、淡々と話し続ける。

　僕の心の中には、『すごい』という感情だけが渦巻いていた。

「一年かけて、『アイドル』と『瀬せ在ざい麗』の両方……いや、『アイドルとしての瀬在麗』に惚ほれている人間を、探し続けた。それが……君だよ」

　そんな無茶苦茶な方法で選定されたのが僕、ということに、まず驚く。

　でも、この話を聞きながら、もう一つ浮かんできた疑問があった。

「い、家はどうやって……？」

　僕が訊たずねると、麗の身体からだがぴくり、と跳ねた。

　それから、少し申し訳なさそうに苦笑する麗。

「それは、簡単。……探偵を雇ったの。ここまでして悪かったとは思ってるけどさ」

「噓うそでしょ……？」

「ほんと。ライブ終わったあと自分で追いかけるなんて無理だもん。彼氏の浮気を疑ってる、って適当なこと言って……大手の探偵事務所に調べてもらった。大手っていうのはとっても大事。信頼を保つために、客のプライバシーは絶対に守るから」

　僕は、呆あつ気けにとられてしまう。

「ぼ、僕が、君の思ったような人じゃなかったら……どうするつもりだったの？」

「あたしは、あたしの観察眼を信じてたから」

「一ミリも疑わなかったの？」

「うん。だってあたし……『完全無欠』だから」

「………………そうか」

　そこまで自信満々に言い切られてしまったら、返す言葉がなかった。

　一息に、かつ大量に提示された驚きよう愕がくの事実をかみしめるように、数分間、僕は黙りこくってしまう。

　麗あきらも、僕が何か言うまでは休憩、と言わんばかりに、ソファに深々と腰かけて、天井を見つめていた。

　正直、今でも、彼女の言葉のすべてを信じてよいものか分からない、という気持ちがあった。これがすべて噓うそで、『ドッキリ企画でした！』と言われた方が、まだ気持ちの整理がつく……というくらいには、彼女の言葉はあまりに突とつ拍ぴよう子しのないものだった。

　だというのに、僕の心がここまで揺れ動いてしまっている理由は、麗の語り口がおよそ冗談を言っているようなものではなかったことと……杏あん樹じゆの引退の話が出たことだ。

　僕にとって、推しアイドルの引退というのは、何度も通ってきた『絶望』だった。

　初めて推したアイドルは恋人を作り、二度目に推したアイドルは不祥事を起こし、引退した。

　そして、アイドルから離れようと思っていた僕の目に留まった、最後のアイドルが『ripqle』の瀬せ在ざい麗、そして真ま島じま杏樹だったのだ。

　その片割れが引退してしまった時、僕は『悲しい』と思いつつも、その理由について深く考えたりはしなかった。

　不祥事でないなら、いいや。

　麗は残ったんだし、それでいいや。

　そんな、前向きなようで後ろ向きな気持ちで。去っていった杏樹と、残った麗の気持ちを考えることもなく、あまつさえ、「杏樹は麗と組むことに耐え切れなくなってやめた」などという、憶おく測そくでしかない風説を信じてしまっていたのだ。

　いちファンとしては、それでも良かったのかもしれない。

　むしろ、そういった暗い部分を今まで一切表に出さなかった麗の努力が実っていたということでもあるのだと思う。

　けれど。

　こうして、麗から……『アイドルでない』彼女から、こんな話を聞かされてしまっては、能天気なファンのままでは、いられないと思った。

「……き、君が、本気で……それをやりたいと思ってるなら」

　声が、震える。それでも、伝えなければいけない。

　麗は、ごくりと唾つばを飲んで、僕を見た。

「……手伝うよ」

　僕がそう言うと、麗の目が、僕にも分かるくらいキラキラと輝いた。

　そして、感極まったようにソファから立ち上がって、僕の目の前までやってくる。

「ありがとう！」

「うっ！」

　僕の手を取ろうとする麗あきら。僕は咄とつ嗟さに後ろに下がろうとしてしまい、思い切り壁に頭をぶつけた。ゴン！　と鈍い音が響く。

「あっ……ご、ごめん……」

　麗はしゅんとして、僕の方へ出していた手を引っ込めた。

「だ、大丈夫……大丈夫だけど……離れてほしい……」

「う、うん……」

　とぼとぼとソファまで戻ってゆく麗。

「な、なんかちょっと……傷付くな……」

　そして、ぽすんとソファに座りながら、麗がそう言った。

「え？」

「生きつ粋すいのあたしのファンだって分かってる男の子に、ここまで拒否られるとさ……」

「い、いや、違う、君だけを拒んでるわけじゃ」

「分かってる、ごめん……嫌味のつもりじゃないんだよ」

「ぼ、僕も分かってる……」

　僕も、申し訳ない気持ちになってしまい、頭こうべを垂れた。

　僕だって、普通に麗と話せたらどんなに良かったか、と思う。

　でも、身体からだが言うことを聞かないのだ。高校生の頃に、僕の女性恐怖症は再発し、それまでよりも悪化してしまった。

　脳裏に、あの『ボーイッシュな友達』がちらつく。

「あのさ、その……女性恐怖症っていうのは……慣れ親しんだ人でも、ダメなの？」

　ふと、麗がそう訊きいた。

　僕は首を横に振った。

「さすがに、付き合いが長い人とは、大丈夫だよ。中身を知ってる人を怖いとは思わないから。ほ、ほら……最初よりは、落ち着いて話せてるでしょ、麗とも」

「そ、そっか……うん」

　僕が言うと、麗は納得したのかしていないのか分からないような温度感で、頷うなずいた。

　最初はしどろもどろだった僕だけれど、こうして短時間ながら麗と同じ空間で話をしているだけで、必要以上に言葉に詰まることは少なくなってきた気がしている。

　でも、身体の接近や接触は、やはり、まだダメそうだ。

　麗は数秒うつむいて何かを考えるようにしていたけれど、すぐにパッと顔を上げた。その顔には満面の笑みが張り付いている。

「じゃ、これからはあたしの彼氏になるんだし！　少しずつあたしのこと知って、怖がらないようになってね」

　その言葉を聞いて、僕は慌てた。

「ちょ、ちょっと待って」

「何？」

「彼氏になるっていうのは、本当じゃないよね？　フェイクなんだよね？」

　僕が訊きくと、麗あきらはげんなりしたように眉を寄せて、肩をすくめた。

「そこ、そんなに重要？」

「重要だよ！　本当の彼氏になれなんて言われたら、断るからね！」

「あっそう…………まあ、いいんだけどさぁ。なんだかなぁ」

　麗はどこか不服そうに唇を尖とがらせてから、頷うなずいた。

「まあ、『恋人ごっこ』だとしてもさ、そうやってあたしのこと怖がってたらごっこにもならないでしょうに」

「うん、それは、まあ……そうだね。善処するよ……」

　僕が曖あい昧まいに頷いて返すと、麗は目を吊つり上げた。

「それじゃダメ！」

　彼女は勢いよくソファから立ち上がって、僕にびしっ、と人差し指を向けて宣言した。

「あたしは悪いことしてるヤツを突き止める。君は、その女性恐怖症を治す！」

「ええ……？」

「あたしも精いっぱい手伝うからさ。ちゃんとお互い目標決めて……有意義な〝恋人ごっこ〟にしよう？」

　そう言ってニッ、と微ほほ笑えむ麗は、僕のよく知っている『アイドル瀬せ在ざい麗』の顔だった。

　僕は観念して、深く息を吐いてから、頷く。

「……分かった」

「よし！」

　麗は満足げに頷いて、僕に向かって元気よく手を差し出した。

「じゃ、これからよろしく。彼氏クン」

「……よ、よろしく…………」

　僕が壁にもたれかかったまま頷くと、麗は不服そうに、もう一度、ずい、と手をこちらに差し出してくる。

「…………手、差し出してるの、見えない？」

「いや、見えてるけど」

「握手！！！」

「……う、うう……」

　僕は重たい腰を持ち上げて、立ち上がり、おずおずと麗の方へ右手を差し出す。

　麗あきらは僕の手をパッと取って、ぎゅうと握った。僕の身体からだがびくりと跳ねる。しかし、なんとかこらえられた。

　麗はにこりと笑って、繫つないだ手を一度上下に振った。

　そして、パッと手を離す。

　それから、あっけらかんと言った。

「じゃ、恋人になったってことで、今日はあたしここに泊まるから！」

「はっ!?」

「は!?　じゃないでしょ、普通でしょ。恋人なんだから」

「いやいや、そこまでする必要ないよね!?」

「いいじゃん、もう帰るのめんどくさいしさぁ」

「いや、困るよ……帰ってよ……」

「……ほんと、推しアイドルにここまで塩対応するファン、ありえないでしょ……」

　ドタバタと、夜が更けていく。

　これが、僕の、今まで想像することもなかった激動の生活の、始まりだった。
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　都心から離れた、辺へん鄙ぴな駅から、徒歩十五分ほどの距離の住宅街。

　その中でもかなりみすぼらしい、いかにも「安アパート」という感じの建物の前に、かれこれ数時間、ラングラーを停めて、張り込んでいる。

　首にかけていた一眼レフの重さで、首と肩が凝こってしょうがない。

　俺は運転席を乱暴に後ろに倒し、カメラのストラップを首からはずし、腹の上にカメラを置く。

「ずいぶん長ぇな……これ、マジなヤツかぁ……？」

　胸ポケットから取り出した『LUCKY STRIKE』に火をつけて、アパートの方へ視線をやる。

「……変装に自信あんのかもしれねぇが、そんなんで俺様の目をごまかせると思うなよ、クソアイドルが……」

　呟つぶやいて、煙を吸う。

「……んッ!?　げほっ！　ごほっ！　だぁー、クソ！」

　寝転がった体勢でタバコを吸ったせいで、変なところに煙が入り、盛大にむせる。

　すべてが、腹立たしかった。

　タバコの火を車に備え付けてある灰皿に押し付けて、舌打ちをする。

　瀬せ在ざい麗あきらだけは不祥事を起こさないだろう、と、心のどこかで思っていた。

　しかし、蓋ふたを開けてみれば、夜中に変装してこんな辺へん鄙ぴなところにやってきて、長時間出てこないときたもんだ。ヤツの住所が別の場所にあるのはすでに押さえている。

　十中八九、男だ。

　つくづく、アイドルには反へ吐どが出る。

「失望させやがって……クソガキ」

　そう呟つぶやいてから……もう一度、大きく舌打ちした。

「……なーにが失望だ、馬鹿が」

　もう一度タバコに手を伸ばしかけて、やめる。

　起き上がるのも面倒だが、この体勢でタバコを吸い、またむせた日には、この場で暴れ出しそうだった。

　それほどに、苛いらついている。

「……失望も何も……いい加減、希望を持つのをやめろって話だろうが」

　誰に向けて言うわけでもなく、そう呟いて。

　俺は窓を少しだけ開けて、スモークガラスごしに、細くした目でアパートの出入り口を見つめ続けた。










第五章




「というわけで、前から好きだった沖おき田た優ゆ羽うくんと付き合うことにしたから！」

「………………はぁ？」

　翌日、麗に連れられて……僕は、彼女の所属している芸能事務所にやってきた。

　麗があっけらかんと言い放った言葉を聞いて、ふるふると身体からだを震わせているのは、彼女のマネージャーである芦あし田だ真ま央おさんだ。

「……付き合う？　なに、それって男女の付き合い？」

「そう！」

「前から好きだったって……いつからよ？」

「高校の時から！」

「はぁ～～～～？？？」

　手元にあった書類を机の上にばちん、と叩たたきつけて、芦田さんは麗に迫った。鬼の形相だった。

「あたし、あんたの担当になって、最初の面談したときにちゃ～～んと訊きいたわよね！　恋人いないよね？　好きな男の子もいないよね？　って！」

「うん！」

「いないって言ってたじゃないの!!」

「あれ、噓うそ！」

「バカタレこの」

「痛い痛い痛い！！！」

　突然麗あきらの背後に回り関節をキメ始める芦あし田ださん。あまりに素早い動きに、止めるより先に、「おお……」という声が漏もれてしまった。
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「何企たくらんでんの!!　そんなテキトーな噓をあたしが『そっか～』って信じると思ってんの!?」

「噓じゃないんだけど痛い痛い痛い!!　ギブ!!　ギブ！！！」

　麗がばちばちと芦田さんの腕をタップすると、芦田さんはようやく麗を解放してから、キッと僕を睨にらみつけた。びく、と身体からだが跳ねる。

「どっから湧わいてきたのよ、あんた」

　虫みたいな言われ方をして震えあがりそうになったけれど、麗のためにも、ここは僕がしっかりしなければならない。

「こ、こ、高校の頃の、同級生……です……」

「は～ん、そう言えって言われたわけね」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「そんなしどろもどろになりながら噓うそつき通せるわけないでしょ！」

　芦あし田ださんは言いながら、人差し指を立てて、僕に迫ってきた。じりじりと壁に追い詰められるように後ずさる僕と芦田さんの間に、スッと麗あきらが割って入ってくる。それはそれで身体からだが拒否反応を示したけれど、芦田さんに鬼の形相で迫られるよりは、マシだった。

「優ゆ羽うくんは女性恐怖症なの」

　麗がそう言うと、芦田さんは一瞬ぴたりと動きを止めてから、また目を吊つり上げた。

「なによその噓は！　もう、ほんとのこと言いなさいよ！」

「ほんとだってば」

　麗が突然振り返り、僕の顔に優しく手を伸ばす。突然すぎるその行為に、僕の身体は素直に反応した。思い切り後ろに飛びのいてしまい、ゴン！　と壁に頭を打ちつけた。昨日から、頭を打ってばかりだ。

「あ、ご、ごめん……」

　僕ははずみで謝罪した。少しずつ麗に慣れていこう……という話を昨日したばかりだというのに、やはり、身体が言うことを聞かない。

　麗は鼻から息を吐いて、首を横に振る。

「あたしこそ、ごめん。びっくりしたね」

　そんなやりとりを、芦田さんは目をぱちくりとさせながら見ていた。

「……マジなの？」

「うん、ほんとに、女性恐怖症なんだよ、優羽は」

　麗が頷うなずくのを見て、芦田さんは焦じれたように舌打ちして、かぶりを振る。

「それもそうだけど！　あんたとその……ゆうくん？　が付き合ってるっていうの！」

「うん、マジ」

「マジかよぉ～……」

　芦田さんは分かりやすく頭を抱えて、事務所のソファに座り込んだ。なんというか、感情の起伏が分かりやすい人だと思った。

　ともあれ、ひとまず理解してくれたなら良かった……。

　などと考えていると。

「……って、言うと思った？」

　ギラリ、と目を光らせて、芦田さんが僕と麗を交互に睨にらみつけた。

「ひとまず、ここじゃアレだから……」

　ソファから立ち上がりながら芦田さんが辺りを見回すと、事務所内にちらほらと点在するスタッフたちの視線が、完全に僕たちに集まっていた。

「落ち着いて話せるところ、いこっか？」

　ニコッ、と笑ってみせる芦田さんだったけれど、笑顔の裏に透けて見える鬼の形相に、僕はぶるりと身体からだを震わせてしまう。

　本当に、大丈夫なのか……？







「で？　なんなの？」

　芦あし田ださんに連れられて僕たちがやってきたのは、何階建てかも分からないような高級マンションの一室だった。どうやら、芦田さんの自宅らしい。

　女性の自宅、という割りには、部屋の中にはモノクロ配色の家具が並んでいるばかりで、全然生活感がなかった。

　白色のテーブルに、向かい合う形で着席して、芦田さんは僕と麗あきらを交互に見る。

　彼女は明らかに怒っていたが、まず、全員分のお茶を用意してから話を始めてくれた。なんだかんだで面倒見は良い人なのだろう。

「もう彼氏作ったとかいう噓うそはやめてちょうだいね。なんの企たくらみなのかだけ教えてくれればいいから」

　芦田さんがきっぱりとそう言う。

　この人をごまかすのは、どう考えても無理だと思った。

「彼氏作ったのは本当。その相手が優ゆ羽うなのも本当」

　麗は、芦田さんに負けじと、はっきりとした口調でそう答えた。

　……今、さりげなく呼び捨てにされなかったか？

　こんな状況なのに、しようもないことでドキリとしてしまい、きまりが悪くなる。

　そんな僕をよそに、芦田さんと麗は、真正面から視線をぶつけ合い、会話を続けた。

「……マジで言ってんの？」

「大マジ」

「ここにはあたし以外いないんだから、もう噓はつかなくていいんだからね？」

「うん、だから噓じゃないってば」

　麗が芦田さんから一切目を逸そらさずに言うと、芦田さんは数秒麗の顔をじっ、と見つめたのちに。

「はぁ～……何考えてんのよ」

　今度こそ、困ったように額に手を当てて、テーブルの上に肘ひじをついた。

「握手会も成功させてさぁ、もうすぐでかい単独ライブも控えてて……あんたこれからじゃないの。なんで今なわけ？」

　芦田さんの言うことはもっともだ。僕だって、麗の事情を聞いていなければ、同じようなことを思うと思う。

　途方に暮れた様子の芦田さんとは打って変わって、麗は冷静だった。

「だって、早いに越したことはないもん」

「はぁ？」

　意味が分からない、というように眉を寄せる芦あし田ださん。

「ただ彼氏を作ったわけじゃないよ。あたしだって馬鹿じゃない」

「い～や！　あんたは馬鹿！　麗あきらが馬鹿じゃなかったことなんて一秒もないでしょ」

「ううん、馬鹿じゃない。マオの方が馬鹿」

「なにコノ」

　子供のような言い合いをして椅子から立ち上がりかけた芦田さん。

　しかし、すぐに首をぶんぶんと横に振って、露ろ骨こつにため息をつく。

「じゃなくって！　どういうこと？　あんたいつも言葉が足らなすぎるのよ。ちゃんと説明しなさい」

　そう言って着席しなおす芦田さんに、麗は、先ほどまでより真剣な表情で言った。

「マオには何度も言ったよね。……杏あん樹じゆのこと」

　麗の言葉に、芦田さんは何かを察したように顔色を変えたけれど、すぐに首を傾かしげた。

「……それと、これの、何の関係が？」

「うん、だから。彼氏作ったからさ……そのことを、事務所の力で、世間様には全力で隠してほしいんだよね」

　麗のその言葉を聞いて、芦田さんは数秒、ぽかんとした表情で、何かを考えるように静止した。

　そしてすぐに、すべてを理解したようにため息をついて、再び額に手を当てながら、言う。

「……隠すわよ。当たり前でしょ」

「だよね、当然」

「当然、じゃないのよ馬鹿!!」

　僕と麗の身体からだが反射的にびくり、と跳ねる。顔を上げた芦田さんは、今日で一番怖い顔をしていた。

「あんた、なりふり構わないにもほどがあるでしょ!?」

「なりふり構ってられないんだよ」

　大声で怒る芦田さんとは対照的に、冷え切った声で返す麗。

「あんたほんとに分かってんの？　あんたが今やろうとしてんのは、ギリッギリの綱渡りなのよ!?」

「分かってる」

「い～や、分かってない！　麗、あなたはこれからの時代を担になっていくアイドルなの。不祥事が明るみに出たら、あんたに向かうバッシングは、普通のアイドルとは比べ物にならない。麗のこれからのアイドル道は完全に閉ざされるの！」

「誰かを踏み台にしないと進めない〝アイドル道〟なんていらない」

「……！」

　麗あきらの言葉に、芦あし田ださんは勢いをくじかれたように息を呑のんだ。

「あたしがその〝アイドル道〟を信じて進むために……これは必要なことなの」

　淡々と言葉を紡いでいく麗。芦田さんは、困ったように口をぱくぱくとさせる。

「……でも、だからって……」

「マオ……あたしのこと信じてよ」

　麗がダメ押しのようにそう言うと、芦田さんはキッと麗を睨にらみつけた。

「しん……信じてるわよ！　馬鹿！　でもこれは今までのあんたのわがままとは次元が違……」




「マオが手伝ってくれないなら、あたし、アイドルやめる」




　麗のその言葉に、その場は凍り付いた。

　僕も、声も出せずに、麗の横顔を見つめた。だが、その顔はおよそ冗談や、相手を試しているような表情ではない。

　完全に、決意を固めた、それだった。

　芦田さんは麗の両目を見据えるようにちらちらと視線を動かして。

　それから。

「はぁ～～～～～……勘弁してよ、ほんとに」

　再び、頭を抱えた。

「自分を人質に取るアイドルとか、最悪すぎる……」

　その言葉には、僕も激しく同意したい気持ちだった。

　しかし、僕も、そして一番近くで麗の活動を見てきた芦田さんも、彼女のアイドルという仕事に対するひたむきさを知っている。であるからこそ、この脅きよう迫はくはあまりに効果抜群なのだ。

「……つまり、恋人関係は、フェイクってことでいいのよね？」

　しばらく黙っていた芦田さんが、ゆっくりと顔を上げて、僕と麗を見た。

「ほんとにお互い好き合っちゃってるわけじゃないわよね？」

　芦田さんの問いに、麗はいたずらっぽい表情を作って、とぼけてみせる。

「え～？　どうだろ、優ゆ羽うのことは結構好きだけどぉ～」

　麗のおちゃらけた回答に、芦田さんの目が吊つり上がりかける。

「ないです」

　芦田さんが怒り出すよりも先に、僕がはっきりと言った。

　僕の顔に、二人の視線が刺さる。

「僕は……瀬せ在ざい麗のファンなので。彼女の活動の邪魔になるようなことは、する気はありません」

　初対面の芦あし田ださんに対して恐怖感があったはずだったのに、この言葉だけは、驚くほどはっきりと、僕の口から出力された。

　芦田さんは目をぱちくりと瞬まばたかせて、数秒間、僕の目を見た。ここで目を逸そらしてしまっては、僕の気持ちは伝わらないかもしれない。

　震えだす身体からだをなんとか押さえつけるように強こわ張ばらせていると、芦田さんは深くため息をついて、頷うなずいた。

「……そう。なら、まあ……いいか」

　対して、麗あきらはにまにまと微ほほ笑えんでいた。

「こういうとこが好きなんだよね～」

「あんたは黙ってて」

　おちゃらけてみせる麗を黙らせて、芦田さんが言う。

「優ゆ羽うくん。君が本気なのも、麗に対して親身なのも、まあ……分かった。だけど条件はつけさせてもらう」

　芦田さんはそう言ってから、人差し指をびしっと立てた。

「間違っても!!　恋愛関係になったら困るから!!」

「はい」

「そういうことに繫つながりそうな行動は禁止！！！」

　芦田さんが大声でそう宣言する。

　僕は、思わず、小首を傾かしげた。

「えっと……具体的には……」

　僕が訊きくと、芦田さんは早口でまくしたてる。

「手を繫いだり、キスしたりはもちろん、セックスも禁止!!」

「セッ……そんなのするわけないじゃないですか!!」

　思いもよらない単語が飛び出してきて、僕は思わず声を上げた。

　しかし、隣に座っている麗は目を丸くして僕を見た。

「え、しないの？」

「えっ…………？」

　思考が停止する。

「えっ…………？　じゃない！！！！　何ドキッとしてんのよ！！！　ダメダメ！　全部ダメ！！！！」

　芦田さんは、今日イチの声量で怒鳴った。そんな様子を、麗はケラケラと笑いながら見ている。これが二人の普段の関係性なのだろうか……だとすれば、芦田さんの心労は計り知れない……。

「事務所や界かい隈わい関係者を騙だますために最低限一緒にいるのは許可する。けど、必要以上に距離感詰めるんじゃないわよ!!　分かった!?」

「マオ、大丈夫だって」

　興奮している芦あし田ださんに、麗あきらが苦笑交じりに口を挟む。

「何が大丈夫なのよ!!　こっちは真面目に……」

「だから、優ゆ羽うは女性恐怖症なんだってば」

　麗がそこまで言うと、芦田さんは小刻みにまばたきをしてから、我に返ったように、僕に控えめな視線を送ってきた。

「…………あ、そうだったわね……そうか……そうよね……」

　申し訳なさそうに軽く頭を下げる芦田さん。

「ごめんなさい」

「い、いや、僕の方こそ……すみません、なんか……」

「いやいや、まあ、しょうがないのよ、そういうのは。人それぞれだし」

　微妙に気まずい雰囲気が流れ、芦田さんは空気を変えるようにぱちんと手を打った。

「で、裏でこっそり不祥事起こして、上役を釣ろうって魂こん胆たんなのは分かった。でも、もし釣れた場合はどうするわけ？」

　芦田さんに訊きかれて、今までおちゃらけていた麗は、すっと、真顔に戻る。

「上う手まいこと話に乗ったふりして、証拠を摑つかむ」

「で？　そのあとは？」

「……『会長』に直訴する」

　麗の言葉に、芦田さんは深く息を吸ってから、鼻からすー、と吐いた。

「会長…………会長ね……」

　芦田さんはため息交じりに、そう言って、視線をテーブルに落とす。

　会長、というのは、おそらく、アイドル界を仕切っている、一番上の人間のことだと思う。

　そういった立場の人がいるというのは、アイドルファンの間でも有名だった。ここ数十年でアイドル業界が盛り上がってきているのは、その『会長』の手腕あってのものだと、友人のアイドルオタクが熱弁していたことを思い出す。

「実際にアイドルに『ウリ』をやらせてるのは、もっと下の人間でしょ。レーベル会社とか、そのへんの上役」

「あんたね、『下』とか言うけど、それでも、あんたとかあたしとかよりもず～～～っと『上』なんだから。分かってんの？」

「分かってるってば」

　つまり、麗は、自分の不祥事を餌えさに、その『上役』たちに目をつけられるように仕向け、『ウリ』の証拠を直接摑んだのちに、それを会長に直訴する……と、言っているわけだ。

「そんなに上う手まくいくとは思えないけど……」

　芦あし田ださんの言葉に、僕も心中で同意した。

　今までまかり通ってしまっていた仕組みが、そう簡単に崩れるものなのだろうか……という後ろ向きな疑問を覚えてしまう。

「でも、やるしかないから」

　不安の色を浮かべる芦田さんだったけれど、麗あきらの決意は固まっている。

　どう見ても取り付く島のない麗を見て、芦田さんは観念したように息をついた。

「はぁ……そうは言っても、あたしのやれることなんてたかが知れてるわよ」

「わかってる。協力してくれるだけで嬉うれしい」

　麗がそう言って微ほほ笑えむと、芦田さんも困ったように苦笑して、頷うなずく。

「……まあ、あんたが彼氏作っちゃった！　って……パニックになったふりするくらいのことはしてあげるわ」

　芦田さんはそこまで言って、あらためて、まっすぐに麗を見た。

「分かってる？　これは、あんたのためだからね」

「分かってる」

「じゃあ、あたしの言いたいことも分かるね？」

「うん」

「敢あえて言う。……無茶は、しないで」

「……分かった」

　麗が頷くのを見て、芦田さんはようやく安心したように微笑む。

「……じゃ、今日はあなたの家まで車出してあげる」

　芦田さんはそう言って、立ち上がった。

「あなたの住所もちゃんと押さえとかないとだし、ね」

　そう続けてから、少し意地悪な表情を僕に向ける。先ほどまでの険のある表情ではなくなっていて、僕は安あん堵どした。少しは認めてもらえたのかもしれない。

「あ、ありがとうございます……」

「麗のこと……くれぐれも、よろしくね」

　そう小さく呟つぶやいた芦田さんの声はとても優しくて、僕は、麗と芦田さんの間にある強固な信頼関係を感じた。







「じゃ、今日はこれで。住所控えたから、くれぐれも変なことしないでね」

　芦田さんに自宅前で車から降ろしてもらい、僕は深々と頭を下げる。

「ありがとうございました」

「いーえ。それじゃ、またね」

　簡潔に挨あい拶さつをして、車を出そうとする芦あし田ださん。

「マオ、お疲れ～」

「は？」

　しかし、後部座席に座っていた麗あきらも当たり前のように車を降りたのを見て、芦田さんは目を白黒させた。

「あんたは今からあたしと打ち合わせでしょ？」

「担当アイドルの色恋沙ざ汰たが発覚したんだよ？　打ち合わせなんてしてる場合？」

　さらっと爆弾発言をする麗。

　慌てたようにあたりをきょろきょろと見まわして、芦田さんは憤いきどおった表情で麗を睨にらむ。

「外でそういうこと堂々と言わないの……！」

「大丈夫、今のあたしはどこからどう見てもただの『地雷女』だから」

「はぁ～……つまり、今日はさっさと事務所に帰って、みんなに騒ぎ立てろ、ってこと？」

「そ！　マオは話が早くて助かる～！」

「にしたってあんたがここで降りる必要ないでしょ！」

「なんで？　彼氏とおうちデートするんだよ」

「えっ？」

　そんな話、聞いてない。

　僕が驚いたように麗を見ると、彼女はぱち、ぱち、と手て馴なれたウィンクをして見せた。

　そんな様子を見て、芦田さんはげんなりしたように首を振って。

「分かった……好きにしなさいよ、もう」

　芦田さんはそう言ってから、釘を刺すように僕と麗にじとっとした視線を送ってくる。

「でも」

「過か剰じようなコミュニケーションは禁止！　でしょ？」

「分かってるならいい……」

　麗に言葉を先回りされ、芦田さんは、露ろ骨こつなため息をついてから、車のエンジンをかけ直す。

「それじゃあね」

　芦田さんは軽く手を振り、窓を閉めて、車を出した。

　車が遠ざかっていくのを見送って、麗はにこりと僕に笑いかける。

「じゃ！　おうちデート、しよっか」

「いや、その、どういうこと……？」

「どういうことも何もないでしょ。だってあたしたち……」

　麗は急に蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべ、僕にじり、と身体からだを寄せた。寄せられた分の距離を取りつつ、僕は麗を見る。

「付き合ってるんだもんね？」

「それ、プライベートでもやる必要ある？」

　僕がそう言うと、麗あきらはすねたように唇を尖とがらせた。

「君、ほんとにあたしのこと推してんの？」

「推してる」

「じゃあもうちょっと喜びなさいよ……ほら、行くよ！」

「あ、ちょっと……！」

　勝手に僕のアパートの入口へすたすたと歩いていく麗の後ろを、慌てて追いかける。

　昨日から思っていたことだけれど、オフの麗は、わがままで、強引で、驚くほどに身勝手だった。










第六章




「ねえ、酒ないの？　酒」

「……お、お酒？」

　家に着いて、ソファに座るなり、麗がそう言った。僕は動揺して訊きき返してしまう。

「そ！　酒！」

　麗はあらためて頷うなずいてから、キラキラとした目でこちらを見ている。

「ないなら買いに行きたいんだけど！」

「……あることにはあるけど、なんで？」

「なんで？　そりゃ、飲みたいからに決まってるじゃん。ほら、マオ、頼んだのにコンビニ寄ってくれなかったし」

「お酒……普段から飲むの？」

「悪い？」

　あっけらかんと首を傾かしげる麗に、僕は心の中で「意外だ……」と思いながら、キッチンの下の棚を開けた。

　中には、未開封のジャック・ダニエルの瓶が入っている。

「ジャック・ダニエル！」

　露ろ骨こつに目を輝かせる麗あきらを、僕は何も言えずに見つめる。

「なに、開いてないじゃん！　買ったばっかなの？」

「いや……成人したときに、友達がお祝いでくれたんだけど、飲むタイミングがなくて」

「えっ、なんでよ？　酒飲むのにタイミングも何もないでしょ」

　すたすたと歩いてきた麗が、酒瓶をひったくった。

「飲まないならちょーだい！」

　そして、ノータイムでビリビリと封を切り、キャップを開け始める麗。止めなければそのままラッパ飲みでもするんじゃないかという勢いを感じて、僕は慌てる。

「ま、待って、グラスあるから……いや、普通のコップだけど」

「ほんと？　たすかる～」

　すっかり上機嫌になった麗は、ローテーブルの上にドンとウイスキーの瓶を置いてから、窓際に寄って。

「窓開けるね～」

　と、なんてことないように言った。

「いいよ」

　別段困ることもないので頷うなずくと、麗は建て付けの悪い窓をガラガラと開け、そのまま窓の縁に腰掛けた。

　キッチンにある食器棚の中からコップを取り出して居室に戻ると、髪をさらさらと揺らしながら窓の外を見る麗がいた。

　その横顔は、本当に同じ世界の人間なのかと思うほどに美しくて、僕は息を呑のんだ。

　こんなに美しい女性が自分の部屋にいる、という状況に、いまだに現実感が伴っていないのだ。

　僕がぼんやりと麗の横顔を眺めていると、パッと麗が僕の方を見た。

　そして、無邪気な表情で、言った。

「タバコ吸っていい？」

　部屋に流れる時間が停止したような気がした。

　タバコ。

　吸って。

　いい？

　麗の発した言葉が単語に区切られて、脳みそに流れ込んでくる。

「た、タバコ？？？？」

　僕はまたもや、馬鹿みたいにオウム返しをしてしまう。

　けれど、麗はどこ吹く風だった。

「うん。煙、部屋に入らないようにするからさぁ」

　言いながら、麗あきらはだぼだぼのパーカーのポケットから、『hi-lite』とジッポライターを取り出した。

　いい、って言ってないけど……と、思いながらも。

　僕は呆あつ気けにとられてしまって、何も言えない。

　チン、と音を立てて、ジッポライターが点火し、麗の咥くわえたタバコに火がついた。

　すぅ……と麗が息を吸い、ふぅ……と吐いたそれには、紫煙が大量に含まれていた。
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　そして、野太い唸うなり声を上げる麗を、僕は阿あ呆ほうみたいに口をぽかんと開けて見つめることしかできない。

　感じ入るように数口タバコを吸ってから。

　麗は僕を横目に見て、鼻を鳴らした。

「がっかりした？」

　そう問われて、僕はハッと息を吸う。意識が現実に戻ってくるような感覚があった。

　視線を挙動不審にきょろきょろと動かしてから。

「いや……びっ、びっくりした……かな……」

　と、素直に答える。

「あは、そっかそっか」

　麗は可お笑かしそうに笑って、またタバコを吸う。

「あ、これ……コップ」

「ん、ありがと」

　麗はパーカーのポケットから取り出したポータブル吸い殻入れにぐりぐりとタバコを押し付けて、吸い殻を中に放り込んでから、コップを受け取る。

　そして、いそいそとローテーブルに向かい、ウイスキー瓶のキャップを開けた。

　コップに２㎝ほどウイスキーを注いで。

「えっ……」

　僕が違和感を覚えた頃には、麗はそれをくいっ、と傾けて飲み込んだ。
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　またもハスキーな声を漏もらす麗。

　僕はたじろぎながら訊きいた。

「う、ウイスキーってそういう飲み方するの……？」

「慣れればね。初めてでこんな飲み方したらむせるか喉のどが焼けまくるかどっちかになると思う」

「……飲み慣れてるわけだ」

「ほぼ毎日飲んでるから！」

　そう言ってブイサインを作る麗あきら。

　僕の中のアイドルの『オフ』像がガラガラと崩れていくのを感じた。

　いや、そもそも、アイドルのオフというものを詳細に想像したことすらなかったのだけれど、それでも、これには驚いてしまう。

「アイドルはタバコ吸わないしお酒飲まないしうんちしないと思ってた？」

　麗はにやにやと笑いながらそんなことを訊きいてくる。意地が悪い、と思った。

「……思ってない」

「あは、君はそうだよね」

「トイレ行かないって本気で思ってる人なんているのかな」

「そう信じたい人はいるかもね。というか、想像したくない人？」

「想像したくないのは分かる」

　僕が頷うなずくと、麗はけらけらと笑ってから、もう一度、いたずらっぽい笑みを浮かべながら、視線を送ってくる。

「知りたくなかった？」

　訊かれて、僕はすぐに首を横に振った。

「君がオフの時になにしてようが、僕には関係ない」

　僕がそう答えると、麗がすぅ、と深めに息を吸う音が聞こえた。丸い目で、僕を見ている。

「……本気で言ってる？」

　麗の表情は、冗談めかした言葉とは裏腹に、どこか真剣な様子に見えた。

　僕は、今度は首を縦に振ってみせた。

「僕は、君のアイドルとしての姿が好きだから」

「知ってる」

「だから……別に裏で何してても、幻滅したりはしない、かな……」

「ふーん……そうなんだ」

　麗はなんとも言えない表情で、相あい槌づちを打った。

　実際、アイドルがオフで何をしていようが僕たちには関係ない、というのは正直なところだった。

　乱暴な言い方ではあるけれど、正直、アイドルが裏で彼氏を作っていたって、僕は別にいいと思っている。

　だって、どのみち、僕たちファンがアイドルと付き合うことなど、絶対にありえないのだから。『真剣にアイドルをやります！』という誓いとして『恋愛禁止』を掲げているのだとしても、徹底して彼氏がいることを隠してさえいれば、ファンにバレることはないわけだ。

　表に出ないことについては、もはや僕たちにとっては関係のないことだ。

『真剣にアイドルをやる』ことと、『裏で彼氏を作る』ことを両立できるのであれば、別に、彼氏を作ったって構わないと、僕は思う。

　ただ、大体の場合、その二つは両立できない……ということなのだろうと思う。

『初めての推し』のことが思い浮かんで、少しだけ、胸が痛んだ。

　僕が願うのは、ただ、アイドルが、『彼女たちの舞台の上で』夢を見せてくれること、その一点だけだった。

　だから、つい、要らぬ一言を付け加えてしまう。

「でも……裏でやってることが、君のパフォーマンスに影響しだしたら……がっかりすると思う」

　そう口にしてから、僕はハッとした。

「ご、ごめん……なんか生意気なこと言っちゃった気がする」

　僕が慌てて謝ると、麗あきらは数回まばたきをしてから、くすっと笑った。

「優ゆ羽うはさ……ほんとにアイドルが好きなんだね」

　その言葉に、僕は何な故ぜか、ズキリと胸が痛むのを感じた。

　僕はアイドルが好き。

　そう言い切りたかったけれど……。

　今は、そうではない、と、思う。

「…………うん、好き……だったよ」

　僕がそう答えると、麗はこくんと首を傾かしげた。

「だった？」

　やはり、そこを突っ込まれてしまう。

　思っていないことは言いたくない。けれど、誤ご魔ま化かすこともできないから、ああいう言い方になってしまった。

　僕は、アイドルが好きだった。

『アイドル』そのものの輝きを信じて、それにうっとりしていた時期が、確かにあった。

　でも……今は、きっと、そうじゃない。

　二度、推しが不本意な引退を遂げてから、僕はアイドルを信じられなくなっていた。

　だというのに、ふと、テレビで見かけた『ripqle』、そして……瀬せ在ざい麗の輝きに、惹ひかれてしまったのだ。

　深く考えるよりも先に、言葉が出ていた。

「今は……君だけが好き」

　僕はそう口にしてしまってから、「あ」と口元を押さえた。

「あ、ご、ごめん！　違う！　そうじゃなくて！」

　体温が急上昇するのが分かった。

　ぶんぶんと両手を振って、しどろもどろなフォローをしながらも、こんなことでは麗は動じないだろう、という気持ちもあった。

　しかし、麗あきらは予想に反して、顔を真っ赤にして僕を見ていた。

「ふーん……あたしだけが、好きなんだ……？」

　そして、照れ隠しのように、挑戦的な視線を僕に送ってくる。さすがに、彼女といえど、こんな告白のようなメッセージを投げかけられては照れてしまうだろう。

　麗が照れてしまったことによって、僕も余計に、照れてしまう。顔が熱かった。

「……う、うん…………君が……」

　これ以上誤ご魔ま化かしてもしょうがないので、僕は、素直な気持ちを吐と露ろする。

「君が……最後にもう一度、アイドルを推してみようっていう気持ちに……させてくれた」

　僕がそう言い切ると、麗はぴくりと肩を揺らしてから、その表情に困惑の色をにじませた。

「……それって、どういうこと？」

　どう言ったものか、と、思う。

　少しの間考えてみたものの、核心の部分を誤魔化した上で正確に伝えるのは難しいと気付く。

「……君を見つけなかったら、多分僕は、アイドルに絶望して……アイドルからはもう離れてたと思う」

　僕の言葉を聞きながら、麗はまたコップに先ほどと同じくらいの量の酒を注いだ。

「ね、良かったらさ……その話、聞かせてくれない？」

　麗は優しく微ほほ笑えんで、僕に言った。

「君は、正直……びっくりするくらい、〝優良な〟アイドルファンだと思ってる、あたしは」

「そ、そうかな……」

「うん、そう。そんな君が、今までどんなふうにアイドルを見てきたのか……知りたい」

　麗のその優しい声色に誘われるように、僕はこくりと頷うなずいて、カーペットの上に座った。

　僕は、ゆっくりと、今までアイドルを推してきて起こったことを、語った。

　麗はちびちびとコップを傾けながら、静かに僕の話を聞いている。

　この話を誰かにしたのは、初めてだった。

　今までずっと一人で抱えてきた思いを言葉にするたび、僕の心は少しずつ軽くなってゆくようで、少しだけ、気が楽になった。







　ドン！　と麗がローテーブルを叩たたく音で、身体からだがびくりと跳ねた。

「大体さぁ～！　ちやほやされたいだけなら大学のサークルでやりゃいいじゃんって話でしょ！」
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「うん、そうだね……」

「プロ意識がないヤツが多すぎんのよ、ほんとにさぁ……ごくっ……で、そういうヤツって詰めも甘いからすぐ週刊誌にすっぱ抜かれんの！　ほんと馬鹿！　真面目にやってるアイドルたちの顔にべちゃべちゃ泥塗って、本人は引退して、その後ものうのうと生きてくわけでしょ！」

「うん、うん、……とりあえずもう飲むのやめなよ」

「なんでよ！」

「酔っ払ってるじゃん」

「こんなん酔ってるうちに入んないから！」

　最初は僕の話を聞くのに徹していた麗あきらだったけれど、同じペースで酒を飲み続けるうちに、だんだんと日ごろの不満が爆発しはじめた。

　完全に立場は逆転し、今度は僕が話を聞く側に立っている。

「優ゆ羽うはえらすぎだよな！　自分の推してたアイドルに裏切られまくってさぁ、普通はそういうこと繰り返されたら、アイドルを恨うらむようになんのよ！」

「そういうものかな」

「そう！　もうしんどくなったから、自分から離れよう～、ってなるのは、ホントえらい！　みんなそうだったらいいのにさぁ。反転アンチってやばいんだよ？　もはやアイドル推す気なんてまったくないのに、一生掲示板とかＳＮＳに張り付いてさぁ、ぐちぐちぐちぐち悪口書くわけ！　もうそんなん生きる目的じゃん！　生きる目的与えてやってんだから感謝しろ！　って話じゃない!?」

「う、うん……そうかもしれないね……」

　酔っぱらい特有の、次から次へと違う話へ変わっていく様子を見て、やっぱり酔ってるじゃん……と、思う。

「そういうのを受け止めるのもアイドルの仕事のうちだよ！　分かってる分かってる！　分かってるけど、なんでも言っていいわけじゃねぇって話でしょ!!」

「それは、本当に、そう思う」

　僕も、何度か、推しアイドルに関する掲示板を覗のぞいたことはあった。そのたび、げんなりして閉じたのを覚えている。

「『こういうヤツに限って、裏では彼氏作ってセックスしてる』、とかさぁ……『妊娠して引退するのが楽しみ』、とかさぁ……ほんと……」

　ヒートアップしていた麗あきらの語気が、少しずつ弱まっていく。

「ほんと……ありえない」

　そして、今度はぽろぽろと涙を流し始めた。

　僕は、狼ろう狽ばいした。酔っ払っていることも手伝っているのだろうけど、麗の感情変化はジェットコースターのようだった。

　長年女性を避けてきた僕に、目の前で女の子に泣かれる経験などあるはずもなく。

「な、泣いてるの……？」

　見ればわかることを訊きいてしまう。

「舞台上で完璧にやるのだって、めちゃくちゃ真剣に、本気で取り組んでんのに……なぁんでそういうこと言うかなぁ……」

「あ、麗……」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしだす麗に、僕はいても立ってもいられなくなった。

　ちゃんと言いたいことがまとまっているわけでもないのに、口を開いてしまう。

「だ、大丈夫だよ！　ちゃんと、君の努力を分かってる人はいるよ。む、むしろ、そういうファンの方が多いはずだから……！」

　僕が言うと、麗はずず、と洟はなをすすって、甘えるように頷うなずいた。

「うん……もっと言って」

「君のパフォーマンスや、ファンに対する思いやりは、他のアイドルと一線を画してるよ。そういう君を見て、僕は……」

　そこまで言って、僕は、言葉を止める。

　その言葉の続きを考えて、急に恥ずかしくなって言葉を止めた。

「僕は……なに？」

　麗は顔を上げて、僕をまっすぐ見た。涙で赤くなった瞳に容よう赦しやなく見つめられて、僕はさらに言葉を詰まらせた。

「なんで止めるの、言ってよ」

　今日は、考えなしに発言して、失敗してばかりだ。もう誤ご魔ま化かせる雰囲気ではなかった。

　催促されて、僕は、小さな声で言った。

「瀬せ在ざい麗あきらを……好きになった……」

　僕が消え入りそうな声でそこまで言うと、麗はぼーっとした表情で数秒、こちらを見ていた。

　そして。

「アイドルやってなかったら……ほんとに彼氏になってほしかったな」

　と、言った。

　僕はその言葉を聞いて、さらに顔の温度が上がるのを感じた。

「き、君がアイドルじゃなかったら……！　こうして出会うこともなかった、でしょ……！」

　照れ隠しのように僕がそう言うと。

　麗は一瞬、どこか陰のある表情を浮かべてから。

「あは」

　と笑って、頷うなずいた。

「そりゃ、そうだ。うんうん、確かに」

　麗は何度も、何度も、頷いて。

　そして、またコップにウイスキーを注ぎ始める。

　僕は、慌ててカーペットから立ち上がった。

「ちょっと！　もうやめなって！」

「なんでよ、全然飲み足りないけど？」

「どう見ても飲みすぎだよ」

　７００㎖の瓶が、すでに半分の量になっている。

　僕は、麗が手に取ろうとしているコップを奪った。

「ちょっと！　どうせ君飲まないんでしょ！　いいじゃん、飲ませてくれたって！」

「今日はもうダメ！」

「意地悪！　じゃあそれで最後！　それ飲んだらやめるから！」

「それさっきも聞いたよ！」

　実際、麗は最初に「これで最後だから」と言ってから、四回ほどコップを空にしていた。

　コップを奪い合いながら言い合いを続けていると、急にぴたりと麗が動きを止めた。

「優ゆ羽う？」

「え？」

　麗が、きょとんとした顔でこちらを見ている。

「今すっごい近いけど……大丈夫なの？」

　麗に言われて、僕は急に全身が強こわ張ばるのを感じた。

　そして、自分と麗あきらの距離を確認して。

「うわッ!?」

　思い切り飛びのいた。

　身体からだが揺れすぎて、大した量でもなかった酒がコップからばしゃりと零こぼれる。それに慌てた僕は、さらに身体のバランスを崩してしまう。

「ちょ、危なッ……！」

　反射で僕の腕を摑つかんだ麗。でも、倒れ始めている僕の体重を支え切れずに……二人そろって転倒する。

「ゔっ！」

「きゃっ……！」

　床に倒れた僕の上に重なるように麗も倒れ込んだ。

　計らずも、コップを握ったまま押し倒されるような形になってしまって、身体がかちこちに硬直した。

　至近距離に、麗の顔があった。びくりと身体が跳ねるが、麗の体重がかかっていて、僕はまったく動けない。

「ふ……」

　麗が口を開く。

「普通、こういうのって逆じゃない？」

　麗がそう言って目の前でくすりと笑うと、僕も妙に力が抜ける感覚があった。

「……あはは、そ、そうかも…………」

「だよね、ふふ、あはは……！」

　二人そろって、床に転がったままくすくすと笑って。

　麗は、どこか熱のこもった目で僕を見る。

「ねえ、恋人だしさ……二人っきりだし……キスくらいしても、バレないよね？」

「き……」

　キス。

　心なしか湿度の高い声で発された麗のその言葉に、僕の頭は一瞬でパンクする。

　自分と、麗がキスをする。そんな想像をして。

「だ、ダメだよ……それは！」

　僕は麗が自分に覆おおいかぶさっているという事態の深刻さをようやく理解した。

　ガバッと起き上がり、麗の肩をぐいと押し、カーペットの上に起こす。

「芦あし田ださんと……約束したでしょ……それに……」

　僕は荒くなった息を整えながら、言った。

「さすがに、キスなんてしてしまったら……僕だって、君をアイドルとして見られなくなるよ……」

　必死で絞り出した言葉だったけれど、これは、どうやら僕の本音だった。

　冗談でも、そんなことをしてしまったなら、もはや彼女を神聖視することは難しいと思う。

　キス、という行為。

　それは愛を伝える行為でもあり、同時に、肉欲の体現でもあって……。

『優ゆ羽うくん、結婚しよ？』

　僕は、幼い頃の記憶が脳裏に過よぎるのを止めるように、頭を横に振った。

　キスには、良い思い出が、なさすぎる。

　さっき一瞬頭に浮かんだ、『自分が麗あきらとキスをする』という想像も、過去の記憶と絡からみ合った瞬間に、恐ろしい光景のように思えた。

　もし、一度でもそんなことをしてしまえば、その後自分がどうなってしまうのか、考えるだけでも、興奮よりも恐怖が勝る。

　僕に起こされた麗は、なんとも言えない表情を浮かべてから、僕と同じように、頭に浮かんが思考をかき消すようなそぶりで頭を左右にふるふると振った。

「……そう、だね。うん、そうだ。ご、ごめん……なんかやっぱ、あたし酔ってるかも……」

「だから、さっきからそう言ってるじゃん……」

「…………た、タバコ吸う」

「うん、どうぞ……」

　急に、ぎこちない雰囲気になってしまった。

　窓際でタバコを吸いだす麗を横目に見ると……酒を飲みだす前よりも、どこか寂しそうな空気を醸かもし出していた。







「…………」

　今、鏡で自分の顔を見たなら、多分『げんなり』した顔をしているのだと思う。

　居室でひとりちょこんと座りながら、僕は途方に暮れていた。

　背後からは、トイレの壁をもってしても阻はばめない、「げぇ～」という、麗の嘔おう吐と音おん。

「だから言ったのに……」

　つまみも食わずに飲み続けていた麗は、三十分ほど前から急に顔色を真っ白にし始め、ついにトイレに駆け込んだ。

　アイドルが排せつをしないとは思わないものの、自分の推しが嘔吐している音はさすがに聞きたくなかった。

　ライブ映像でも見るか……と、タブレットにイヤフォンを差し込んだところで、じゃー、とトイレの流れる音が聞こえ、げっそりした麗がトイレから出てきた。

「……吐いたらちょっとすっきりした」

「……み、水飲みなよ。冷蔵庫の中にあるから……」

　僕がキッチンの方を顎あごで指すと、麗あきらはげっそりとした表情で、こくりと頷うなずいた。

「うん、ごめん……もらう～」

　がちゃ、と冷蔵庫を開けて、「あれ」と麗が呟つぶやく。

「水、なさそうだけど……」

「え？　あ、ごめん、切らしてたかな……」

「水道水でもいいよ、あたし」

　麗がそう言うけれど、僕は力強くかぶりを振った。

「いや、ここの水道水は……やめたほうがいいな」

　シンクへ向かいかける麗を、止める。

「本当にまずいし、何回かお腹壊したことある」

「ええ……日本でそんなことある？」

「僕もびっくりした……」

　僕の住んでいる部屋はドがつくほどの安アパートで、水道水のおいしさに期待していたわけではなかったのだけれど、それでも引っ越してきた日に初めて飲んだ水道水のまずさには顔をしかめたものだった。

　数週間は我慢して飲んでいたものの、特に変なものを食べたわけでもないのに何度も何度も腹を壊すので、なんとなく、この水道水が原因なんじゃないかと考えた。それから、外で水を買うようになった途端に、ぴたりと腹痛は止まったのだった。

　推しアイドルの嘔おう吐と音おんを聞いただけでもげんなりなのに、腹を下している音まで聞いてしまったらダブル役やく満まんである。

「水、買ってくるよ」

「ほんと？　悪いね……」

「麗は寝てなよ。ちょっと休んだ方がいい」

「うん、そうする……」

　窓際に移動して、麗は窓を全開にして、その横にちょこんと座った。

「夜風、涼しい～」

「行ってくる」

「ありがと、ごめん～」

　すっかり脱力している麗を横目に、僕は財布を持って、外に出た。

　アパートの階段を下りると、不自然な「パシャ」という音がした気がした。

　辺りを見回すと、アパートの前に、黒いラングラーが止まっている。そして、その運転席の、半開きの窓から、カメラがスッと引っ込むのが見えた。

　嫌な予感がした。

　おそるおそる、そのラングラーに近寄ってゆく。

　半開きの窓から中を覗のぞくと、完全に倒した座面に横になっている髭ひげ面づらの男とばっちりと目が合う。

「あの……今、撮りましたよね？」

　僕が尋ねると、男はめんどくさそうにため息をついて、がたりとシートを起こした。

「撮ったけど？」

　居直ったようにそう言う男。

「な、なんで撮ったんですか」

　なんとなく予想はついていたものの、僕がそう尋ねると、男はニタァと笑って言う。

「分かってんだろぉ？」

「……」

　黙ってしまう僕を見て、さらに男はにやついた。

「良いご身分だよなぁ、人気絶頂のアイドルと、お家でデートってわけだ。もうヤッたのかよ？　お？」

　下品な言葉を浴びせかけられて、僕はムッとした。

「あなた、誰ですか」

　訊きくと、「おー」と男は声を漏もらして、懐ふところからくしゃくしゃの名刺を取り出して、片手で渡してくる。

「週刊文ぶん冬とう……春かす日が井い善よし治はる」

　名刺に書かれている名前を読み上げる。文冬と言えば、名の知れた週刊ゴシップ誌だ。

「そんな嫌そうな顔すんなって」

　春日井という男はへらへらと笑って、耳打ちするように小声で言う。

「なあお前。小遣いやるからさ。お前と瀬せ在ざい麗あきらのこと、いろいろ教えてくんねぇか？」

「嫌です」

　僕がほぼノータイムで答えると、春日井はにまにまと笑って、頷うなずく。

「そりゃ嫌だよな、うんうん、分かるぞぉ」

　それから、助手席に放ってあった財布を手に取った。その中から、五枚ほどの万札を取り出して、僕に見せる。

「これ、手付金だから。いい情報教えてくれたら、この倍以上はやるよ」

「いくらもらっても、嫌です」

「へぇ～、ご立派なもんで。ゾッコンなんだ。でもさぁ……」

　春日井はガチャ、と急にドアを開けて、外に出てくる。ガン、と僕の腕にドアが当たるが、お構いなしだった。

　ドアから身体からだを出した春かす日が井いは、僕が思っていた以上にガタイが良かった。

　身長が高く、筋肉質。

　ちり、と、身体の中で緊きん張ちようの糸が張り詰める。

「別に君の許可とらんでもいいわけよ、こっちはね」

「……！」

　さながら脅きよう迫はくだった。

　春日井は勝ち誇ったような顔で、僕を見下ろしていた。

「それをさぁ、交渉って形にしてやってるわけだから。もらえるもんはもらっといたほうが得だと思うけどねぇ」

　春日井は下げ卑びた笑いを浮かべ、「ん？」と挑発的に首を傾かしげてみせた。

　荒事は勘弁願いたい。でも、だからと言って、麗あきらを売るなんてことも、できるはずがなかった。

　今僕はどうするべきなのか……と、心中で途方に暮れていると。

「交渉って形に持ち込みたいのはそっちでしょ～？」

　突然、アパートの方から声がして、僕と春日井は同時にそちらへ視線をやった。

　そこには、ふらふらとおぼつかない足取りでアパートの階段を下りてくる麗がいた。

「お、本人登場かよ！　ツイてんなぁ……！」

「あ、麗、なんで……」

　カメラを構えて目を輝かせる春日井。

　部屋で休んでいるはずだったのに、どうして出てきたんだ……と思ったけれど、よくよく考えれば彼女は窓を開けていたのだった。

　この辺りはとても静かなので、僕と誰かが喋しやべっていることに気が付いたのだろう。

「文ぶん冬とうの人～？」

　麗は、具合が悪そうながら、能天気な声で、春日井にそう訊きいた。

　それが分かっていながら、なんで出てきたんだ、と、僕は奥歯を嚙かむ。

「そうだよ。物分かりが良くて助かるねぇ」

「ふぅん、文冬ね……」

　ゆっくりとラングラーの近くまで歩いてきて、麗はにやりと笑った。

「これさぁ、許可とってんの？」

「許可ぁ？　そんなもんいちいち取ってたら仕事になんねぇだろうが」

「え、あんたそれマジで言ってる？」

　スッと麗の表情が困惑したそれに変わる。

「編集長に聞いてないわけ？」

「……は？　編集長？」

　明らかに動揺した様子を見せる春かす日が井い。

「あんたさぁ、もしかしてこれまでもアイドル系のネタで記事書こうとして、何度もボツ食らったんじゃないの？」

「……」

　麗あきらの言葉に、春日井は鋭い視線だけを返した。。沈黙を肯定と受け取った麗は鼻をスンと鳴らす。

「そりゃそうだよ、文ぶん冬とうとフェアプロは裏ではガッチリ繫つながってんだよ？」

「つ、繫がってる……？」

　フェアプロ、というのは、麗の所属する芸能事務所「Fair-Lilyプロダクション」のことを指している。

　アイドル業界最大手の事務所だ。

「フェアプロに関する記事は、うちの会長が許可したもの以外は文冬の記事にはできないようになってんの。あんた文冬の記者なのにそんなことも知らないんだ」

「いや、それは……特定のタイプの記事だけの話じゃねぇのか……？」

　明らかに狼ろう狽ばいしている春日井を見て、麗はくすくすと笑った。

「相当信頼されてないんだね、かわいそ～」

　麗のその態度に、春日井は頭にきたというように、直情的に動いた。

「……ッ！」

　大男が突然自分に手を伸ばしてきたので、さすがの麗も一瞬怯おびえた表情を見せた。

　僕は、何かを考えるよりも先に、麗と春日井の間に割って入る。

　そして、分かりやすく麗の方へ伸びていた右腕を取って、くるりと体重移動をする。久々すぎる動きだったけれど、驚くほど素直に身体からだがついてきた。

　そのまま春日井の右腕を摑つかんだまま彼の背後に回ると、きゅっ、と彼の肩関節がきしむ。

「いででででで!!」

　春日井が悲鳴を上げた。

「乱暴はやめてください」

「わかった、わかったから離せ！　いてぇ！」

　僕を睨にらみつけながら、痛みに顔を歪ゆがめる春日井。

　拘束を解くと、春日井は露ろ骨こつに不機嫌な様子で舌打ちをしてみせた。

　そして、恨うらみがましい目で僕と麗を交互に見ながら、そそくさと車の運転席に乗り込んでゆく。

　ラングラーのエンジンがかかる。撮るだけとって、退散する気だ。

　しかし止めようにも、どうしたらよいのか分からず、僕がおろおろしていると。

　麗がゆっくりと車に近寄り、半開きの窓から、シートベルトを締めている春日井に声をかけた。

「ねえ、文ぶん冬とうの記者さん」

「あ？　もう用はねぇんだよ」

　敵意丸出しな視線を麗あきらに向ける春かす日が井い。一方で、麗はどこか自信たっぷりな様子で笑顔を作った。

「フェアプロの、でっかい記事書きたくない？」

「……は？」

　険のある声を出しながらも、麗の話に興味が湧わいたのか、春日井は半開きだった窓を一番下まで開けた。

「明日の夕方ごろに、この名刺の電話番号に電話して」

　麗はそう言って、春日井に一枚の名刺を渡した。そこには『芦あし田だ真ま央お』という名が書いてある。春日井は目を丸くした。

「フェアプロの……マネージャーじゃねぇか。お前の？」

「そう、あたしの。はっきり言っとく。あなたをハメるようなことは絶対にしない。記事も絶対に書いてもらう」

　麗の言葉に、春日井は訝いぶかしむように目を細くする。

「お前に何の得があるんだよ」

　春日井の質問に、麗は真剣そのものな表情で答えた。

「『クソみたいなアイドル界』を変えたいの。そのために、必要なことだから」

　麗の顔を、春日井は数秒間、黙って見つめていた。

　そして。

「……へぇ、そうかよ」

　何かを納得したように数度頷うなずいてから、麗から渡された名刺をポケットにしまった。

「いい？　絶対に電話してよ。お膳ぜん立だては済ませとくから。だから絶対に……ごぐるる」

　念押しのように麗の口から発された言葉の途中で、彼女の喉のどから異音が鳴った。

「あ？」

　途中で言葉を止めた麗に訝しげな視線を送る春日井。先ほどまでの麗の様子を見ていた僕は、内心で「あっ」と、思った。

「げぇーっ」

「うわァ──!?　馬鹿この、お前、ハァ!?」

　驚くほどスムーズに、麗が嘔おう吐とした。しかも、何な故ぜか車の窓に顔を突っ込んで。

「ごめん、吐いちゃった」

「見りゃ分かんだよボケ！　思い切り吐きやがって!!　なんでわざわざ車の中で吐いたんだよ！　外で吐けよ!!」

「なんか、咄とつ嗟さに……エチケット袋に吐くみたいな感覚になっちゃって……」

「どうすんだこれ!!　あーあー、カメラにもちょっとかかってんじゃねぇか」

　大慌ての春かす日が井い。しかし、麗あきらの方は吐いたことでスッキリしたのか、顔色が良かった。

　にんまりと笑う麗。

「トップアイドルのゲロだし、飲めば？」

「死ねクソガキ!!」

　膝ひざに思い切り麗の嘔おう吐と物ぶつを食らった春日井は、麗を突き飛ばして、車を出した。

　あっという間に、車は遠ざかっていく。

　それを見送りながら、麗はすっきりしたように伸びをした。

「飲んだ分全部出ちゃった気がするなぁ」

「麗……君さ……」

「大丈夫大丈夫！　気持ちよく吐いたから、もうスッキリ！」

「そうじゃなくて！　あれ、ゴシップ誌の記者だよね？」

「ああ……うん、まあ多分、大丈夫だと思う」

　麗は車の去っていった方向を目を細めながら見て、頷うなずいた。

「フェアプロの記事が書けないようになってる～……とかいうのは正直口から出まかせだけど」

　彼女の言葉に、僕は開いた口がふさがらなくなる。

　あまりにすらすらと話すものだから、僕も本当のことだと思ってしまっていた。

「え!?　あれ噓うそだったの？」

「うん、テキトー言った。まあでも全部が全部噓ってわけでもないかな」

　麗はにやっと笑って、横目で僕を見る。

「お金持ってる人が『ＮＯ』って言ったら、たいていのことは『ＮＯ』になるんだよ？」

「……おそろしい世の中だね」

「ほんとにね」

　麗はくすくすと肩を揺すってから。

「それより、優ゆ羽う、見かけによらず強いんだね」

　と、言った。

　さっき僕が春日井に対して関節技を使ったことを指しているんだと思う。

「あ、ああ……うん、昔、合気道やってたから。その延長上で、ああいう護身術っぽいことは一通り……ね」

　自慢するようなことでもないので、僕はなんとも言えない気持ちで説明した。過保護な親が、僕に唯一習わせたのが、合気道だった。でも、結局今まで実際に身の危険を感じるような出来事に遭遇したこともなく、完全に腐らせてしまっていたわけだ。

「……今日、初めて、合気道習っててよかったって思ったよ」

　冗談めかして僕がそう言うと、麗あきらは少し顔を赤くして、目をぱちくりとさせた。

　そして、話題を切り替えるように手をパチンと叩たたく。

「は、吐き気……だいぶ良くなったから、一緒にお水買いに行こうかな。ほら、切らしちゃったなら、たくさん買いたいでしょ？」

「……そうだね、君の酔よい醒ざましにもいいかもしれない」

「もう大丈夫だって」

「吐くほど飲むのは、みっともないと思うよ」

「…………うう、反省してるってば」

　僕と麗は、並んで夜の住宅街を歩く。

　静かな夜の住宅街を二人で歩くのは、どこかワクワクして、同時に穏やかな気持ちになった。

　その反面。

　僕の脳裏には先ほどのゴシップ記者の顔が浮かんでいた。

『文ぶん冬とう砲』という揶や揄ゆがあるほどに、ゴシップ記事というのは芸能人のスキャンダルを暴くことに特化している。

　そんな雑誌の記者に写真まで撮られてしまって、本当に大丈夫だと思っているのだろうか。

　横目で麗を見るけれど、彼女の表情は穏やかで、先ほどの出来事などまったく気にしていないような顔だった。

　麗を信じていないわけではない。

　僕よりもずっと『アイドル』という文化のすぐそばにいて、僕よりもずっとそれについて詳しいのだろう。普段の彼女のパフォーマンスを見ても、彼女はやはり『完全無欠』だと、今でも思う。

　でも……ここ数日の麗を見ていると、少しだけ不安になった。

　麗の私生活はあまりに退廃的で、どこか、自分から『破滅』に向かっているように見えるのだ。

　酒やタバコの嗜たしなみ方も、そう。

　自らゴシップ記者の前に姿を見せてしまったことも、そう。




　君は、本当に……この件を終えた後に、アイドルを続ける気は、あるのか……？




　そんな疑問が、僕の胸の中に靄もやのように蔓まん延えんして、消えそうにない。

「いい夜だねぇ」

　隣で呟つぶやく麗。

「……そうだね」

　僕は、無理やり笑顔を作って、頷うなずいた。










第七章




「……瀬せ在ざい麗あきらに、彼氏が？」

「ええ、そのようです。事務所で噂うわさになっていた、と」

　秘書から報告を受け、私は口角が上がりそうになるのを必死にこらえた。

「……そうか、奴もついにやらかしたか」

「いかが、しましょう」

　秘書は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、私に問うてくる。そんなこと、訊きくまでもなかろうに……と、思ったものの。

　さすがに今回はあの『瀬在麗』だ。慎重にならざるを得ない。

「少し考える。君は下がっていなさい」

「はい、失礼いたします」

　秘書は頭を下げ、執務室を出てゆく。

　私以外誰もいなくなった執務室。笑いをこらえる必要もなくなると、自然とくつくつと喉のどの奥から声が漏もれた。

「まったくスキのない女だと思っていたが、そんなに初歩的なところで粗あらを見せてくれるとは」

　私、小お津づ泰たい平へいは、これまで何度も、売れなくなったアイドルや、不祥事を起こしたアイドルを、取引相手に斡あつ旋せんし接待させるという『小さなビジネス』を行ってきた。

　さながら、アイドルの『再利用』だ。

　アイドルを売り出していくのにも、先立つものが必要であり、その費用を『売れないアイドルの活動』に期待することはできない。

　しかし、アイドルの活動に興味はなくても、『アイドルをやっている女』に興味がある人間はいくらでもいるのだということを、私は理解している。

　そうして、金を動かし、人を動かし、新たな仕事を作ってゆく。

「お前を売るために一体何人のアイドルに仕事をさせたと思ってるんだ……麗……」

　そんなことを呟つぶやきながらも、思わず口角が上がってしまう。

　瀬在麗は今を時めくトップアイドルだ。しかし、彼女がその地位にいられるのも、せいぜいあと一、二年が限度だろうと思っていた。

　誰しも、『同じ夢』を見続けることはない。いつだって、新しく、みずみずしい希望を求めている。

　旬の過ぎたアイドルは、いわば『夢の跡地』だ。それを振り返り懐なつかしむ者はあっても、そこに金を落とそうとする者など、いない。

　アイドルに、『永遠』など、ないのだ。

「お前の名前を挙げる役員は少なくない。次の世代のために、たっぷり働いてもらうぞ」

　ついつい、独り言が増えてしまう。気分が良い時の、悪い癖だ。

　私はスマートフォンを取り出し、とある番号に電話をかけた。

「もしもし、お世話になっております、シーヴェックスの小お津づです。近日中に会長にアポイントメントを取りたいのですが……ご予定の確認をお願いできますでしょうか」

　かけた先は、Fair-Lilyプロダクションだ。麗あきらについて、会長に直接問い合わせる必要があった。

　電話受付に連絡をし、会長へのアポを取り付けようとしたが……。

「……え、会長が？」

　受付から返ってきたのは、意外な言葉だった。

「なるほど、本日、この後ですか……ええ、可能です。すぐに伺うかがいます。失礼いたします」

　電話を切り、再び、にんまりと笑う。

　会長が、私から連絡が来ることを予期していたようで、すでに予定を空けてくれていたというのだ。

「……ことが上う手まくゆきすぎて、逆に不気味なくらいだ」

　Fair-Lilyプロダクションの会長は、一言で言うと「やり手」だった。

　アイドル界を盛り上げていくために、何が必要なことなのか、明確に分かっているように。

　彼は彗すい星せいのごとくアイドル界に現れ、一代にしてフェアプロを盛り立てた。

　もはやアイドルという存在はフェアプロ会長と切り離すことはできない。

　そして、私の行う『小さなビジネス』も、会長のもとで「目をつむられている」と、確信していた。

　今回は間違いなく、瀬せ在ざい麗の件だ。

　彼女を使えば、もっと界かい隈わいは潤う。

　会長からのお墨付きを得て、大々的にビジネスをさせてもらいたい。

　そんなことを考えながら、私は勇んで会社を出た。







「小津君、麗のこと、聞いたかい？」

　私が会長の部屋に入ると、彼の一言目がそれだった。

　表情を変えぬよう、細心の注意を払う。

「はい……。まことに遺い憾かんなことです」

　私が頷うなずくと、会長は暢のん気きな様子で、笑った。

「はは、まさか麗がねぇ。僕も驚いた」

　相変わらず『食えない』人物だ。細身で、身長が高く……年齢は、顔からはまったく分からない。

　業界人に訊きいてみても、皆口をそろえて「会長の年齢は分からない」と言うほどに、徹底して自分の素す性じようを外に漏もらさないタイプの人間だった。

「世に明らかになれば大変なことです」

　私が重い口調でそう言うと、会長は頷うなずいてみせた。

「確かに、ただでは済まないだろう」

　言葉の内容に反して、彼はにこにこと朗ほがらかに笑っている。

　この笑顔が、苦手だ。考えが読めない、テンプレートのように貼りついた笑顔。

「で、君はどうする？」

　会長が、端的に問う。

　私は内心、「来た」と笑みを浮かべた。

「はい。麗あきらの所属レーベルはシーヴェックスですので……ここは甘えを許さず、しっかりとこちらで〝教育〟を行い、再発を防ごうかと……」

「そのことなんだけどね」

　私の言葉を遮さえぎって、会長はおもむろに言った。

「今回ばかりは、シーヴェックスさんの手を煩わずらわせることもないと思うんだよ」

「……へ？」

　間抜けな声を上げてしまい、私はすぐに咳せきばらいをする。

「……と、言いますと」

　私が問うと、会長は依然ニコニコと笑いながら、言葉を続けた。

「いやね、麗も、君に〝教育〟されなくとも、分かっていると思うんだよね」

「何を？」

「ことの重大性を」

　会長の言葉に、眉を顰ひそめそうになるのを、必死でこらえた。

　ことの重大性を、理解しているだと？

　トップアイドルでありながら、裏で彼氏を作り、しかもそれを堂々とマネージャーに話すような女が、一体何を理解しているというのか。

「……お言葉ですが、事の重大性が分かっている人間のすることではないかと」

　私が言うと、会長は笑顔のまま、首を横に振る。

「再教育とか、そういうのは、いいよ。麗には自由にやらせよう」

「ですが……」

「僕はね……小お津づ君」

　会長は、のんびりと、口ずさむように言った。

「君のために言ってるんだよ」

「は、私のため……？」

「うん。やめておきなさい」

　会長のその窘たしなめるような口調に、私は、ピキリと頭の血管が浮き出るのを感じた。

　必死で、怒りの表情が浮かばぬように、こらえる。

「……一考させていただきます」

「うん、そうしたほうがいい。今後ともよろしく頼みますよ。また、ご飯でも行きましょうや」

「は、それは是ぜ非ひとも」

　うんうん、と頷うなずいて。

　話は済んだとばかりに書類に目を落とし始める会長。

「それでは、失礼いたします」

　私は憤いきどおりを胸の中に押し込めて、会長の部屋を出た。

　身体からだが震えた。

　私が、どれだけ稼いできたと思っている。

　会長がのうのうとアイドルの原石を発掘し、世に送り出す手続きだけを踏んでいる間。

　私はそのアイドルたちを売り出すため、そして副次的な利益を生み出すために、どれだけ努力をしてきたのか、会長にはわかるはずがない。

　やはり、麗あきらを野放しにする線など、有り得ない。

　麗はどう考えても『儲もうかる』。そして、それは次世代のアイドルを生み出していくために必要な投資なのだ。

　アイドル界の新陳代謝を良くして、常に稼ぎ頭を作ってゆくのがビジネスというものだ。

　なんとしても、麗を手中に収め、手て駒ごまにしたかった。

　会長も、麗が目まぐるしい『成果』を作り上げるのを見れば、納得するだろう。

　怒りに任せて、乱暴な歩調で、フェアプロを出る。

　どのみち、もう、王手はかかっているのだ。

　後はいつも通り、外堀を埋め、脅きよう迫はくするのみだ。

　これからの金の動きを想像するだけで、ワクワクする思いだった。










第八章




　バタン、と、家の扉が閉まった音で、目が覚めた。

　カーテンの隙すき間まから、朝日が差し込んでいる。

「ん……？」

　身体からだを起こし、玄関の方を見ると、そこにはほんのりと顔を赤くして、しっとりと汗をかいた麗あきらがいた。

「あ、ごめん。起こしちゃった？」

　そう言いながら靴を脱ぐ麗。

「……外出てたの？」

　僕が訊きくと、麗は頷うなずく。

「うん、ランニングしてた」

「ランニング……」

　どうりで、彼女が汗をかいているわけだ。よくよく見ると、息も少しだけ荒い。なんだかいけないものを見ているような気持ちになり、目を逸そらす。

「日課なの。この前泊まった時は、ちょっと遠慮してたからやんなかったけど……昨日は走れるようにちゃんとスポーツタイプの靴履はいてきたんだ」

「最初から泊まる気だったんだね……」

　無邪気に靴を見せてくる麗に、僕は苦笑で返す。ぺろり、と舌を出して見せる麗。

　そういえば、麗との『協力関係』が始まった日、彼女は強引にうちに泊まっていったけれど、お酒もタバコもしていなかったことを思い出す。

「……お酒もタバコも、遠慮してたわけ？」

「うん、そう。さすがに初日はね……優ゆ羽うがどれくらい許してくれそうかも分からなかったし。実は、タバコ吸えないの相当イライラだった」

「別に、気にしないで良かったのに」

　強引に押しかけてきて泊まっていった時点で、遠慮も何もないだろうに……と思ったけれど、それは口にしない。

　上気する体温を冷ますようにぱたぱたと手で顔を扇あおいでいる麗を横目に見る。昨晩散々飲んでグロッキーになっていた割りには、今日の麗は顔色が良く、いつも通りの様子だった。

「ランニング、どれくらい行ってきてたの？」

「１時間くらい。このへん、静かだし人も少なくて走りやすかったよ」

　そう答えた麗は、にこりと笑って、キッチンの横にある扉を指さした。

「ごめんだけど、シャワー借りていい？」

「しゃ、シャワー……い、いいけど、タオル、新品とかないよ」

「え、いいよ、いつも優ゆ羽うが使ってるヤツで」

　麗あきらがあっけらかんとそんなことを言うので、かえって僕が慌ててしまう。

「さすがに悪いよ。コンビニで買ってくるから待ってて」

「いやいやいや、そっちの方が悪いって！」

　頑かたくなに拒む麗。

　押し問答をしていても、どうにもならなそうな空気。僕としては新品のタオルを使ってほしかったけれど、新しいものを買ってくるのは、彼女としては気が引けることのようだった。

　僕は困りながら、クローゼットを開けて、中から洗濯してあるバスタオルを取り出す。

「ほんとにいいの……？」

　訊きくと、麗は屈託なく微ほほ笑えんで、バスタオルを受け取る。

「うん、いいの！　というか……」

　麗はバスタオルに鼻を近づけて、スッと息を吸った。

「彼氏の匂においのついたバスタオルって、ちょっとドキドキしない？」

　ドキリ、と心臓が跳ねる。そしてすぐに、なんだかムカついた。

「……そういうの、いいから」

　顔が赤くなったのがバレないよう、麗に背を向ける。背後では、彼女がくすりと鼻を鳴らす音が聞こえる。それから、ユニットバスの扉が閉められた。

　安アパートなので、脱衣所などない。一人の時は誰も見ている人もいないし、廊下で脱衣をしてしまうのだけれど、この場合はそうもいかない。

　ちらり、と、閉じられたユニットバスの扉の方へ視線をやる。

　今、あの中で麗が服を脱いでいるのだと思うと、なんだかそわそわした気持ちになった。

　突然、ガチャ、とドアが開き、中からぽいぽいと麗の服がキッチン前の通路に投げ出された。

　その中にはショーツやブラジャーも交ざっていて……僕は慌てて顔をそむける。

「優羽～」

「なに」

　後ろから声をかけられて、僕はそっぽを向いたまま返事をする。

「あたしの服の匂いとか嗅かいじゃだめだからね？」

「そんなことしないよ」

「絶対にダメだからね!!」

「しないってば！」

「あは」

　明らかにからかわれていると分かり、僕は一人、むすっとした。

　また背後でがちゃりとドアが閉まる音がして、浴室からジャー、とシャワーの音がし始める。

　推しアイドルが、自室でシャワーを浴びている。

　シャワーの音を聞いているだけでも生々しい想像をしそうになり。

　僕はばたばたとタブレットを取りに行き、そのままイヤフォンを差し込んで、お気に入りのライブ映像を見始めた。

　もう、うちに泊まっていくのはよしてほしい、と思う。

　心臓がいくらあっても、足りやしない。







「文ぶん冬とうの記者が来たぁ!?」

「うん、昨日の夜ね」

　フェアプロ事務所の、会議室の中で、芦あし田ださんは目を思い切り吊つり上げながら麗あきらを見ていた。

　当の麗は、どこ吹く風だ。

「撮られたの？」

　冷や汗をかきながら、芦田さんが問う。

　麗は、ブイサインを作りながら、ニッと笑った。

「うん、ばっちり」

「バカタレこの」

「痛い痛い痛い！！！」

　またもや、芦田さんに関節技をキメられる麗。やっぱり、これっていつものくだりだったんだな……と苦笑が漏もれた。

「大丈夫大丈夫！　適当に言いくるめて帰らせたから！」

「あんたにそんなことできないでしょうが！」

「できたんだって！　ギブギブ！　痛い痛い!!」

　麗がバシバシと芦田さんの腕をタップすると、ようやく麗は解放された。

　麗は、ぐりぐりと肩を回しながら、言う。

「マオの名刺渡しといたから、多分今日連絡来ると思うよ」

「はっ!?　なんであたしの名刺を!?」

　目を丸くする芦田さん。

「フェアプロのでっかいスクープ書きたくない？　って勧誘した」

「はぁ～～～～～？？？？」

「多分あの記者、アイドルのこと嫌いだよ」

「そりゃ、アイドル好きが文冬でアイドルの記事なんて書かないでしょうね」

「だから、アイドルの裏接待の記事は絶対書きたいと思うんだよね」

　麗あきらがそこまで言うと、芦あし田ださんはハッとしたように動きを止めた。

「もしかしてあんた……」

「うん。あの人が持ってる情報、引っ張れるだけ引っ張って、で、記事も書いてもらえたら一石二鳥じゃない？」

　麗が目を輝かせながらそう言うのを聞いて、芦田さんはため息一つ、かぶりを振った。

「……多分、それは無理」

「なんで？」

　芦田さんの表情は暗かった。

「以前も、何回かあるのよ。アイドルの裏接待が文ぶん冬とうにすっぱ抜かれたこと」

　彼女はそう言ってから、肩をすくめてみせた。

「でもね、記事化されて、発行の準備が進められた段階で、上からストップがかかったの」

「ストップっていうのは……」

「記事の差し替え要請ね。お金積んで、黙らせたわけ」

　麗はパッ、と顔を僕の方に向けてくる。

「あは」

　それから、可お笑かしそうに笑った。

「何笑ってんのよ」

「いや、昨日口から出まかせで言ったこと、ほんとに起こってたんだって思って」

「なによそれ……」

　麗は昨日、同じようなことを適当にでっち上げて話し、春かす日が井いを帰らせた。しかし、実際に同じようなことが起こっていたと知って、麗は面白がっている。

　僕はと言えば、うすら寒い気持ちになっていた。

　麗がうちに押しかけてきた日から、アイドル業界の裏の話ばかりを聞いて、悲しい気持ちばかりが積み重なっていく。

　金、金。

　お金が回らなければ興行が成り立たないのは分かる。それにしても、すべてを『お金』が支配していると明確に分かってしまうのは、とても嫌な気分だった。

「とにかく、文冬に書かせるのは無理」

　芦田さんははっきりとそう言い切った。

　しかし、麗も簡単に「うん」とは頷うなずかない。

「そうだとしても、多分あの人はあたしたちよりもアイドル関連のまずい話いっぱい持ってると思う。だから話聞くだけ聞いてみようよ」

　麗が食い下がるようにそう言うと、芦田さんは数秒テーブルの上で視線を動かしたのちに、ため息をついた。

　ここ数日で、何回彼女のため息を聞いたかもう分からないな、と思う。

「……連絡来るのって、いつ頃だと思う？」

　芦あし田ださんのその言葉は、遠回しな『麗あきらの作戦への同意』だった。

　麗は嬉うれしそうに笑ってから、答える。

「今日の夕方以降に連絡して、って言っといた」

「……あ、そう。ま、分かったよ。手伝えることは手伝うって言ったしね」

　芦田さんはやれやれと首を横に振りながら、言う。

　そして、顔を上げ、麗をじっと見た。

「じゃあ……夕方までは時間あるのよね？」

「あるけど……？」

　麗は首を傾かしげ、芦田さんと視線を絡からませる。

　芦田さんは数秒の間を作ってから、言った。

「……今朝、杏あん樹じゆから連絡があった」

「杏樹から!?」

　麗は身を乗り出さん勢いで立ち上がった。

「あんたに会いたいってさ。家まで送ってくから、話してきなさいよ」

　芦田さんはそう言ってから、続けて僕のことも見た。

「あなたもね」

「え、僕ですか？」

「杏樹が、会いたいんだって」

「ええ……？　どうして……」

　真ま島じま杏樹が、僕に会いたがっている。

　その理由が分からず、僕が首を傾げると、芦田さんはあからさまに顔をしかめた。

「そんなの、あなたが急に麗と付き合いだしたからに決まってんでしょ！」

「いや、だから、それはフェイクで……」

「フェイクだってことは、杏樹には伝えてないわよ」

「えっ？」

「馬鹿ね、なんでそんなことあたしが説明しなきゃいけないわけ？　自分たちの口で伝えなさいよ」

　会議室として区切られているとはいえ、事務所内なので急に小声になる芦田さん。

「誤解、あんたらで解きなさい。で、ちゃんと伝えるべきことは伝えんの。分かった？」

「……分かった。ありがと、マオ」

　麗はなんとも言えない微笑をたたえて、頷うなずいた。

　きっと……芦田さんなりに、気を遣ってくれたのだ。

　杏あん樹じゆに麗あきらの近況を芦あし田ださんから伝えたとしても、どうしても本人から伝えるよりは言葉少なになってしまう。それに、麗が『杏樹の引退』から生まれた怒りを元に、自分のアイドル生命を賭けて危ない橋を渡っている……などと、本人の口以外から聞かされたなら、気が気でなくなってしまってもおかしくはない。

　麗の表情を見て、芦田さんはどこか居心地が悪そうに身をよじってから、バッと立ち上がった。

「じゃ、車出すから」

　と、ぶっきらぼうに言った。







「麗ちゃん!!」

「もご……ッ！」

「彼氏作ったってほんと!?　病気してない？　ちゃんとご飯食べてる？　危ない遊びしてないよね？　毎日いっぱい寝てる？」

「もごご……」

　芦田さんに送ってもらい杏樹の自宅へ行くと、玄関の扉が開くや否いなや、麗はぎゅうと抱きしめられた。

　杏あん樹じゆの、服越しに見ても豊満だと分かる胸に顔を押さえつけられ、麗あきらはばしばしと杏樹の肩をタップした。今日は麗がキメられている場面をよく見るなぁ、なんてことを考える。
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「あ、ごめん！　苦しかったよね……！」

「身長高すぎ、おっぱいでかすぎ!!」

「ご、ごめん……身長高すぎるし、おっぱいでかすぎたね……」

　しゅんとする杏樹に麗ははぁ、と息を吐いて。

「こちら、彼氏の優ゆ羽う」

　僕の方を手で指した。

　今まで目の前で繰り広げられていた『二人の空間』が一瞬にして終わり、突然僕の方に話が振られたことで、あっという間に緊きん張ちようしてしまう。

　杏樹は目を真ん丸にして僕を見た。くりくりの目が、きらきらと輝いている。

「この人がそうなの!?　ほ、ほんとに彼氏作ったんだ……身体からだ細～い……え、顔綺麗……麗はこういうカワイイ感じが好きなのね？　あ、私、真ま島じま杏樹です！　えっと、お名前聞いてもいいですか？」

「その前に!!」

　麗はぐいぐいと僕を問い詰める杏樹と僕の間に割って入って。

「家、入れてくれない？」

　と、言った。

「あ、そうだね！　玄関前じゃなんだもんね！」

　杏樹はハッ、と息を吸い込んでから、いそいそと靴を脱ぎ、家の中に入る。

「どうぞぉ～」

　それから、ふんわりとした声で言った。

　その朗ほがらかな雰囲気は、アイドルをしていた時の彼女と、ほとんど違いがなくて……僕は少しだけ、ほっとした。







「沖おき田た優羽です」

　家に上げてもらい、僕は一応の自己紹介をする。

「ゆうくんって言うのね！　あらためまして、私、真島杏樹です」

「し、知ってます……」

　おずおずと僕が言うと、杏樹は驚いたように目を真ん丸にした。

「え、なんで!?」

「ripqle、応援してたので……」

「え、そうなのぉ!?　嬉うれしい～！」

　杏あん樹じゆが僕の手を取ろうとするのを見て、咄とつ嗟さに、身体からだごと後ろに下がってしまう。

　それを見て、杏樹は明らかに傷ついた表情で、「あ、ごめんなさい……」と言った。

「あ、その、こちらこそごめんなさい……僕……女の人が怖くて……」

　僕が言うと、「え……」と、驚いた声を漏もらす。

「え、でも、二人は付き合ってるんだよね……？」

「いや、それは……」

「うん、付き合ってるよ」

　僕が返事をしようとするのを、麗あきらが遮さえぎった。

「物理的な距離が近すぎなければ、優ゆ羽うも平気だから」

「あ、そう、なんだね……ごめんね？　これくらいの距離なら平気？」

「平気です、ごめんなさい、気を遣わせてしまって……」

「いいよぉ、人それぞれだもん～」

　杏樹が柔らかく微ほほ笑えむのを見て、僕は思わず、安あん堵どのため息をついてしまう。

「なんだか、アイドルって、やっぱり優しいですね……それに、真ま央おさんも」

　僕がそんな感想を漏らすと、麗と杏樹の二人が僕を見た。

「なにが？」

　麗が首を傾かしげる。

　僕は視線を床に落としながら、答えた。

「その……こう……女性恐怖症って……あんまり理解されないから……」

「……そうなの？」

「うん……面白がられることの方が多いよ。だから、できるだけ他人には言いたくないし」

　僕は頷うなずいて、過去のことを思い出す。

　今まで、女性恐怖症であることをカミングアウトすると、茶化されたり、「うそでしょ？」などと言われながらぐいと距離を詰められたりと、そんなことばかりだった。

　そんなことが多く続くと、だんだん他人にこのことを言うこと自体に、ハードルの高さを感じるようになっていく。

　この性質をすぐにどうにかすることはできなくて、けれど、他人にいちいち説明しても理解を得られるかどうかは分からない。

　そんな状態に陥おちいって、僕はただただ、女性との接触を避けることしかできないでいた。

「こうやって正直に言っても、茶化さないで『人それぞれ』って言ってもらえるの、安心します」

　僕がそう言うと、テーブルをはさんで正面に座っていた杏樹が、柔らかな表情で頷いた。

「笑ったりしないよぉ。ほんと、いろんな人がいるからさ。……アイドルって、どんな人にも平等に接するのが鉄則だから」

　杏あん樹じゆはそう言って、優しい表情のまま、言葉を続ける。

「みんな、いろいろな人生を送ってて、その中で、私たちのこと見つけてくれた人たちだから。そんな一人一人を大切にすることで、私たちも大切にしてもらえる。そうやって、ファンと信頼関係を築いていくのが、アイドルの……」

　そこまで言って、杏樹はハッとしたような表情を浮かべて、口元に手を当てた。

　それから、誤ご魔ま化かすように両手を上げて、笑ってみせる。

「なぁんて、アイドルやめた私が言っても、説得力ないよねぇ」

　彼女は表情こそ笑っていたものの、声は少しだけ震えていたような気がした。

　自分はもうアイドルではないのだから、そんな寂しい線引きを感じて、僕は思わず声を上げる。

「そ、そんなことないです！」

　気付けば、椅子から立ち上がっていた。

「杏樹さんのひたむきで丁てい寧ねいで……楽しそうなアイドル活動には、僕も憧れてました！　い、引退してしまったの……とてもショックだった、ので……」

　言いながら、勢いあまって恥ずかしいことを言ってしまったことに気付いて、だんだんと語気が弱まっていく。

　恥ずかしくなり、僕は静かに着席した。

　けれど、目を丸くしてそれを見ていた杏樹は、急に照れたように破顔した。

「えへへ、こんなに直接褒ほめられたの久しぶり……ありがとねぇ」

「い、いえ……」

「ちょっと、勝手にいい雰囲気にならないでくれない？」

　じとっとした視線が、横から僕に突き刺さる。

「あたしだけが好きって言ったくせに……」

「え、いや、それはアイドルとしてってことで……」

「分かってるっつの、馬鹿！」

「ああ、ごめんね、私、そんなつもりなかったんだけどぉ……」

　不機嫌になる麗あきらに、おろおろする杏樹。

　アイドルとしてコンビを組んでいた二人。その関係が終わっても、二人の関係性が当時のものとあまり変わらないことを実感して、僕は少しだけ嬉うれしくなった。

「で、でも……そろそろ訊きいてもいいかなぁ」

　杏樹が、テーブルの上で手をもじもじと動かしながら、問う。

　何を訊かれるかは、僕も、麗も、分かっているつもりだった。

　空気が、変わる。

「麗あきらちゃんが、彼氏作ったって聞いて……私、正直信じられなかったんだよ。あの麗ちゃんが？　って」

「……うん」

「麗ちゃんは『プロ』でしょ？　それが、急に彼氏作っただなんて言い出してさ……確かにゆうくん？　は、こう……魅力的な男の子だと思うけど……それにしたって、急すぎない……？」

　杏あん樹じゆの言葉は、暗に『二人は本当に付き合ってるの？』と問うてくるものだった。

　麗もその意図をくみ取ったように、おもむろに頷うなずいた。

「本当に、付き合ってる……っていうことに、したいの」

　麗がそう言うと、杏樹はぴくりと身体からだを跳ねさせてから、真剣な表情で麗を見た。

「どういうこと？」

「……杏樹は、本来、引退すべき人じゃなかった」

「そ、それは……」

「あんなことがなければ、あたしと一緒に、トップを目指せたんだよ」

「麗ちゃん、私、そのことはもう……」

「気にしてないって？　うそでしょ、さっきあんだけ目キラキラさせながらアイドルのこと語ったくせに」

「……ッ！」

　麗が語気を強くすると、杏樹は言葉を詰まらせた。

「あたしは……クソみたいなことしてるヤツを、界かい隈わいから追放したい」

「……そんな、そんなこと」

　杏樹の視線がテーブルに落ちる。

「できる。あたしならできる」

　麗は弱気な杏樹を鼓舞するようにそう言い切って、それから、僕を見た。

「彼氏作る、っていうのは、アイドルにとってはタブー中のタブーだから。それを起こして、思い切り事務所に庇かばわせるの。そうしたら、あたし、名実ともに『問題児』でしょ？」

「麗ちゃん……もしかして……」

　杏樹はハッとしたように顔を上げて、不安げな表情で麗を見た。

　麗はおもむろに頷いて、言う。

「そう。杏樹と同じく……『ウリ』に誘われたいの」

「そんなのダメッ！」

　杏樹がバン！　とテーブルを叩たたいて、立ち上がった。

　麗と僕の身体がびくり、と跳ねる。麗も、杏樹がこんなふうに声を荒らげるとは思っていなかったようだった。

「麗あきらちゃんはそんなことしなくていいんだよ！　一人でも……トップで走っていけるじゃん……なん、なんでいまさら、そんなことするの！　おかしいよ！」

「おかしくないッ!!」

　麗も叫ぶように言った。今度は、杏あん樹じゆがひるんだように身体からだをびくりと震わせる。

「あたしは、不当に、大事なパートナーを奪われたんだよ……？　そんなことがまかり通るアイドル界なんてクソだ。アイドルは他人に夢を見せるもの、そんなの分かってる！　でも、だからって本人の夢が搾さく取しゆされていいわけじゃないッ！」

「…………ッ！」

　麗は、必死に言葉を続けた。杏樹の目を見据えながら、緊迫した声を上げている。

「杏樹の夢はどうなるの!?　あたしと、杏樹の夢は、どうなるのよッ！」

「でも……そんなの……私はもう……」

　アイドルじゃない。

　そんな言葉を杏樹が続ける前に。

「するんでしょ!?」

　麗は叫んだ。




「あたしと二人で!!　武ぶ道どう館かんでライブするって言ったじゃんッ!!」




　麗の言葉に、杏樹は目を見開く。

「麗ちゃん……その約束……」

「忘れるわけないでしょ……あんたが引退してから……ずっと……ず～～～～～～っと!!　あたしは考えてたんだから……ッ！」

　僕は、静かに息を吐いて……思い出していた。

　まだ二人がripqleとして活動していた頃。

　アイドル投票で初めて１位を獲得した二人が、インタビュアーに問われた。

「ずばり！　二人の目標は？」

　それに対して、麗と杏樹は、子供のように二人で目くばせをして。

「「武道館ライブ!!」」

　無邪気に、そう言ったのだった。

　二人ならできる。

　きっと、ファンは全員、そう思っていた……。

　少なくとも僕は、それを信じて疑っていなかったのだ。

「あたしは、杏樹が安心して戻ってこられるようにしたい。そのために……この賭けは、必要不可欠なんだ」

「……そっか、うん……」

　杏あん樹じゆは揺れる瞳で麗あきらを見た。

「ねえ、麗ちゃん……」

「うん？」

「気持ちは嬉うれしいよ。でも……」

　杏樹は瞳を潤ませながらそこまで言って、数秒、うつむいた。

　そして、再び顔を上げた時、彼女のその表情に、僕と麗は息を呑のむ。

「それでもし、麗ちゃんがアイドルやめるようなことになったら、私、麗ちゃんのこと、一生許さないから」

「……！」

　それは、今までのふわふわとした彼女の雰囲気からは想像がつかないほどに強い言葉だった。

「私は、麗ちゃんとの活動を本気で楽しんでたよ。でも、それ以上に……麗ちゃんっていう〝アイドル〟に、私は惚ほれてた。だから……」

　杏樹はそこで言葉を区切って、涙を浮かべながら、それでも、毅き然ぜんとした態度で、言った。

「麗ちゃんのいないアイドル界に戻ることは……絶対に、ないよ」

　杏樹のその言葉に、麗ははっ、と深く息を吸い込んで。

　呼吸をすることを忘れたように数秒そうして口を開けたままにしてから。

「……うん、約束」

　そう言って、杏樹に右手の小指を差し出した。

　それを見て、杏樹はようやく、にこりと笑って。

「ゆびきりげんまん」

　杏樹は、麗の小指に、自分の小指を絡からめた。

　二人でくすくすと笑い合ってから。

　麗は、椅子の背もたれにぐったりと背中を預けて、深く息を吐いた。

「はぁ～～～～、緊きん張ちようした」

「き、緊張？？」

　杏樹が首を傾かしげると、麗はムッと唇を尖とがらせて、上目遣いで杏樹を見る。

「……あんなに怖い顔する杏樹、初めて見たもん」

「そ、そんなに怖い顔してたかなぁ」

「してたよ！　ねぇ、優ゆ羽う？」

「え？　あ、う、うん……」

　急に話を振られて、僕はおずおずと頷うなずいた。

　確かに、僕も、杏樹のあんなに真剣で、目の前の麗を取って喰くらってしまうのではないかという表情は、初めて見た。

　逆に、それくらいに、杏あん樹じゆはステージや活動の上では、『朗ほがらかなキャラクター』を維持していたのだと言えるのかもしれない。

「真面目な話の途中で悪いんだけどさ……」

　麗あきらは少し言いにくそうにしてから、杏樹に控えめな視線を向ける。

「緊きん張ちよう解けたら、めっちゃタバコ吸いたくなってきたんだけど……」

　麗が言うと、杏樹は眉を寄せて、「も～」と声を上げた。

「やめなって言ってるのに。まだ吸ってるの？」

「無理無理、酒とタバコがない人生とか考えられないもん」

「体に悪いよぉ……吸うなら、ベランダ出てね。私とうぶん引っ越す気ないけど、敷金全額返ってくるようにきれいに使ってるんだから」

「あいあい、ベランダ借りるね」

　麗はいそいそとベランダに向かう。

　からからと扉が閉められ、それから数秒後に、「チン」とジッポライターが点火される音が聞こえた。

　リビングに取り残され、僕と杏樹の間に、数秒間、気まずい沈黙が流れた。

「えっと……ゆう、くん？　だよね？」

「あ、は、はい。そうです」

　先に口を開いたのは、杏樹だった。

「麗ちゃんのこと、好き？」

　優しい微ほほ笑えみをたたえながら、彼女は問うてくる。

　僕は、一瞬、どう答えたものかと言葉に迷った。

　すでに、彼女は僕と麗が「本当に付き合っているわけではない」ことは理解してくれているはずだ。その上で、こうして訊きいてきたのは、僕が麗に対して『恋愛感情』を持っているのかどうかという問いなのかもしれない、と、思う。

　で、あれば。僕が答えるべきことは、一つだ。

「『アイドルとしての』麗が……僕は好きです」

　緊張しながら僕がそう言うと、杏樹は一瞬目を丸くしたものの、すぐに、どこか安心した様子で頷うなずいた。

「……そっかぁ」

　杏樹は何度もうんうんと頷いて、嬉うれしそうに笑う。

「あの子ね。強くて、芯がまっすぐ通ってて……私の憧れなんだ」

「そう……なんですね」

　彼女はテーブルの上で組んだ手をいじりながら、しみじみと言葉を続けた。

「でも、ときどき、すごくあぶなっかしいんだよね」

　杏あん樹じゆは保護者のような様子で、麗あきらの出ていったベランダの方へ視線をやる。

「なんでも自分一人でできると思い込んでるフシがある。そんなことないのにね……」

「そう、ですね……」

　杏樹が言っているのは、きっと言葉以上の意味が含まれていると思った。

　特に、『大人の事情』で引退を余儀なくされた、彼女にとっては……。

「だからね！　君がちゃんと麗のファンなんだったら……彼女が危ないことしそうなときは、ちゃんと止めてあげて」

　杏樹は僕の目をまっすぐに見つめながら、そう言った。

「麗ちゃんが、ちゃあんと、アイドルを続けられるように、サポートしてあげてほしいな」

　杏樹のその言葉を聞いて、僕は胸が震える思いだった。

　未だに〝ripqle〟の二人は、お互いを強固に、想い合っている。

　その事実が、ファンとしては、何より、嬉うれしかった。

「はい……。麗のファンとして、本気で、頑張ります」

　僕がそう答えると、杏樹は感極まったように目をうるうるとさせて、がばっと立ち上がった。

「え……？」

　僕が呆あつ気けに取られている間に、杏樹はテーブルをぐるりと回り、目の前までやってきて。

「ありがとっ！」

　そして、座ったままの僕を、ぎゅっと抱きしめた。

「……ッ!?　…………!?!?」

　頭がショートしたように、思考が停止する。

　僕の顔にはぎゅうぎゅうと、杏樹のお腹が押し当てられ、頭の上には重量のある柔らかい何かがのっかっていた。

　身体からだ中じゆうが、『柔らかさ』を感じている。

　突然の出来事に、思考も身体も固まってしまっていたけれど、徐々に事態を把は握あくした脳みそが、身体に「動け！」と信号を送りだした。

「もご……もごご……ッ！」

　僕が暴れると、杏樹がハッ！　と思い切り息を吸い込んだ。お腹がさらにぐぐ、と僕の顔に押し当てられ、息ができない。

「あッ!?　ご、ごめんね!?　そうだ、女の人怖いんだよねッ!?」

　叫ぶようにして、僕から離れる杏樹。

「ぷはっ……！　あ、いや、えっと、だ、大丈夫、です……ッ」

　顔が鉄板のように熱い。

　赤べこのように首を縦に振ってから、今度は首をぶんぶんと横に振る。頭がバグっていた。

「私、昔っからスキンシップが過か剰じようってよく言われて……良くないなぁって思ってるんだけど、ついつい……それに、ゆうくん、なんか弟みたいで可愛かわいいし……」

「あ～～～～ん～～～～じゅ～～～～？？？」

「はっ!?」

　気付けば、ベランダへ続く窓が開いており、麗あきらが、鬼の形相で立っていた。

「あんたが草食系寄りの男子が好きってのは知ってたけどさぁ」

「ちが、違うよ、麗ちゃん……？」

「こ～～んなにすぐに手を出すなんてねぇ？」

「誤解だよぉ」

　杏あん樹じゆはおろおろと手を横に振っている。

　麗の鋭い視線が、今度は僕の方に向いて、ビクリとした。

「それに、優ゆ羽うも優羽だよね。あたしが近づいた時は跳ねのけるくせに……なんで杏樹の時はおとなしくぎゅってされてるわけ……？」

　僕に向けられた視線には明らかな〝嫉しつ妬との念〟が籠こもっているのが分かって、僕はどぎまぎとした。

　僕と麗は確かに『恋人関係』に見せかけているのかもしれないけれど、だからといってこんなことにまで目くじらを立てなくてもいいじゃないか……と、思う。

　しかし同時に、確かに、杏樹に抱きしめられた時、麗が家に押しかけてきた時ほどの拒否反応がでなかったことが気になった。

　杏樹と麗、二人とも、僕から見ても十分に女性的で、感覚的に違いはなかった。しかも、杏樹とこうして直接話すのは初めてなわけで、もっと露ろ骨こつに身体からだが拒否反応を起こしてもいいはずだけれど……。

　もしかして僕は、麗と関わることで、少しずつ女性に慣れてきているのか……？

　そんなことを考えていると。

「やっぱり乳か。乳なのかっ!?」

　麗が吼ほえるように、そう言った。

「「えっ？」」

　僕と杏樹は、同時に、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ripqleの時から、このデカ乳のせいで、あたしはッ!!」

　キッと杏樹の胸を睨にらむ麗。そうして、ずんずんと杏樹に近づいて、今度は思い切り杏樹の胸に人差し指を当ててぶに、と押し上げた。

　僕は慌てて、目を逸そらす。なんとなく、僕が見ていて良いものではない気がした。

「あたしだって小っちゃくはないはずなのに、それと比べられたせいで、〝乳のない方のチビ〟とか掲示板に書かれてッ！」

「だから、掲示板は見るなっていつも言ってるじゃんかぁ、アンチしかいないんだからぁ」

　ぎゃんぎゃんと吼ほえだす麗あきらを、杏あん樹じゆがなだめだす。

「うるさいな！　あんたはあんまり悪いこと言われないからって余裕ぶって！」

「私だって〝天然気取りホルスタイン〟とか言われてたよぉ」

「見てるじゃん！　掲示板!!」

　言い合いを始める二人を、僕はどこか微ほほ笑えましげにながめていた。

　この二人が、またコンビで舞台に立つことがあったら、どんなにいいだろう、と。

　きゃいきゃいと騒ぐ二人の声を聞きながら、そんなことを考える。










第九章




　杏樹の家に行った、その同日。日が暮れかけた頃。

　ある居酒屋の個室で、芦あし田ださん、麗、僕、そして……文ぶん冬とう記者の春かす日が井いがテーブルを囲んでいた。

　こんな場所で重要な話を……？　と思ったものの、芦田さんが言うには、この居酒屋の、今座っている卓は、店の中でもかなり奥まった場所にあり、外にはほとんど話が漏もれないのだという。そういったわけで、毎回外部の人間とグレーな話をするときはこの場所を選ぶらしい。

　まあ確かに、今回春日井に相談しようとしている内容は、下手すれば事務所を危機に陥おとしいれかねない内容だ。芦田さんからすれば、事務所の人間にこそ聞かれたくない内容なのかもしれない、と思った。

「で？　提案ってなんだよ」

　お通しの枝豆を皮ごと口に突っ込み、こそぐように豆を口に入れながら、春日井が問うた。

　芦田さんは神妙に頷うなずいてから。

「その前に。昨日撮ったデータ、削除してください」

　毅き然ぜんとした態度でそう言う。

　春かす日が井いは鼻を鳴らしてから、にやにやと軽薄な笑みを浮かべた。

「それは提案次第だなぁ。こっちとしてはあのまま記事にしたっていいんだからよぉ」

　そう言って麗あきらを睨にらむ春日井。

「昨日はテンパったが、ボツ食らおうが何しようが、どのみち記事化してから考えりゃいいんだよ、こっちは」

　春日井の挑戦的な視線を受け止めて、麗も負けじと不敵な微ほほ笑えみで返す。

　バチバチと視線をぶつけ合う二人をよそに、芦あし田ださんは話を切り出す。

「あなたのことを調べさせてもらいました。あなた……何度か、アイドルの裏接待についての記事を書いていましたね」

　芦田さんが言うと、春日井はバツが悪そうに彼女から視線を逸そらしてから、それを誤ご魔ま化かすように舌打ちした。

「それがどーした。あれはボツになった」

「ええ、もちろん、知ってます。その件で、ご提案が」

　芦田さんは淡々と続ける。

「麗は……いえ、我々は、アイドルの裏接待について、由ゆ々ゆしき事態だと考えております」

「はっ、どの口が」

「ねえ、ちゃんと聞いて」

　軽口を叩たたこうとする春日井に、麗が真剣な表情で釘を刺した。

「言ったでしょ。必要なことなの。本気で言ってるの」

「お、おう……」

　春日井は勢いを挫くじかれたように、麗から顔を背けて、仕方なく芦田さんの方に視線を送る。

「……我々も、できうる限りの情報提供をします。ですから、春日井さんも、あなたの知っている情報を私たちに提供してくださいませんか？」

　芦田さんの提案を聞いて、春日井は眉を顰ひそめた。

「……俺に何の得がある」

　春日井は警戒の色を濃くして、訊きいた。

　無理もない。記者が『知っていることを話す』というのは、自分の武器を他人に晒さらすことにほかならない。明確なメリットがなければ、そうやすやすと頷うなずける話ではないだろう。

「何かしらの形で、我々が告発に成功した暁あかつきには、あなたに最初に記事化していただけるよう手配します」

　芦田さんがそう言うと、春日井はぴたりと動きを止めて、数秒、彼女の顔を見つめた。

　それから、すん、と鼻を鳴らし、首を揺らす。

「……世に明らかになった後だったら、記事も書き放題ってわけか」

　春日井は、そう呟つぶやいて、考え込むように、口を噤つぐんだ。

　芦あし田ださんが持ちかけた交渉は、春かす日が井いにとっても悪い話ではないはずだった。

　ゴシップ誌の記事によって不正が明らかになるのは未然に潰つぶされたとしても、他の形で先に世に情報が出てしまえば、もはやゴシップ記事を握りつぶすのも難しくなる。

　何な故ぜなら、ゴシップ誌も、いくら上から重圧がかかったとしても、明らかに売り上げが見込める記事を逃す手はないからだ。

　お互い商売として成り立つ範囲で、駆け引きをしているにすぎない。普段の揺るがない力関係も、場合によっては無視できる状況もあるのだ。

　しかし、ようやく口を開いた春日井から出た言葉は……。

「……告発が上う手まくいくとは、俺には思えん」

　というものだった。

　それも、ただ芦田さんの言葉に反発しているだけ……という様子ではない。彼の表情は、真剣そのものだった。

「アイドルの力なんて、そこに出資する奴らにとっては、虫けらみたいなもんだ。……俺は何度も見てきた」

　春日井はそう言ってから……ゆっくりと、過去のことを語り出す。

　彼はすでに、何度も、同じように提案してくるアイドルに手を貸したことがあったのだ。

　当時は春日井も若く、世の中をもう少しクリーンなものとして捉とらえていた。

　悪いことは暴かれるべきで、そのための権利を、皆が平等に持っているものだと、思っていた。

　けれど、実際はそうはいかない。

　アイドルの裏接待の記事を書いても、記事は握りつぶされる。

　ゴシップ誌がダメなら、と、ＳＮＳなどで動画を拡散しても、一瞬小さな炎上が起こることはあっても、何故か、すぐに鎮静化する。

　春日井は、何度も、そんなことが繰り返されるのを、見てきたと言う。

「皆、アイドルに『夢を見てる』んだよ」

　春日井ははっきりと、そう言った。一同はハッ、と息を呑のんだ。

「画像付きで……動画付きで……告発が行われたとして、そんなものは、アイドルに興味ないヤツらにとっちゃどうでもいいことだし、逆に、アイドルファンからしたら『都合の悪い事実』でしかない」

　アイドルが裏で、界かい隈わいの人間に接待をしている。

　そんな告発が行われても、それに本気で失望するファンは一握りだ。

　皆が最初に胸に抱えるのは……「そんなのは噓うそだ」、という、願いだ。

　皆、アイドルを信じたい。

　自分が信仰してやまないアイドルたちが、クリーンであることを信じたい。

　だから、企業の発する「あの告発は真っ赤な噓うそです」という発表を……心から納得はしていないながらに、呑のみ込んでしまう。

「オメーらのやってることは、そういうことだ。夢を見せて、見せ続けて、金をもらう。そういう商売において、『都合の悪い真実』なんざ誰も知りたくねぇ。知りたくないことは、浸透しない。上のヤツらは、それが分かってる」

　春かす日が井いは、麗あきらに鋭い目線を送って、言った。

「お前らがアイドルである限り、告発は成功しない。絶対にだ」

　春日井がそう言い終えると、個室の中はしんとしてしまう。

　芦あし田ださんも、用意していた言葉をすべて忘れてしまったように、口を開けたまま、黙りこくってしまった。

　しかし、その沈黙はすぐに、破られた。

「……馬っ鹿みたい」

　麗が、小さな声で、そう言った。しかし、その声には明確に『怒気』が籠こもっている。

「そうやって、あんたは夢を諦あきらめたわけね」

「なんだと？」

　挑発ともとれるその言葉に、春日井は顔をしかめた。しかし、それ以上に露ろ骨こつな憤いきどおりを見せる麗に、彼は息を呑む。

「なんでアイドルが〝夢を見せられる〟と思う？」

　麗が問うと、春日井は押し黙った。その問いに対する答えを、彼は持っていなかったのだろう。

「……ほかでもない〝アイドル自身が〟、夢を見てるからよ」

　麗は言った。

「あたしたちには夢がある。それが大きかったり、小さかったり……それは人それぞれ。でも、みんな、『祈り』を抱えて、ステージに立つんだよ」

　麗は拳こぶしを握り締めながら、言葉を続ける。

「なんで、それを邪魔されなきゃいけないの？　お金を払ってる人がいるから？　違う、全然違う……そんなの、ただの建前なのよ」

　麗は怒りを隠しもせず、絞り出すように言った。

「みんな、心のどっかで、〝夢〟を諦めてるからでしょ……!?」

　春日井は目を見開いた。

　さきほどの話しぶりから察するに、きっと……彼も、記者としての夢を、すでに捨ててしまっていたのかもしれない。

「アイドルも、ファンも……そこに金を払う人間たちも……み～～～～んな一緒ッ!!」

　麗は感情をすべて発散するように、言う。

「自分の夢が手の届かないものだって分かった途端に、簡単に手放す。全部夢だった、自分には最初から関係なかったって！　自分は負けてないってッ！　そうやって自分を守ってる!!　それが自分を一番裏切ってるって、本当は分かってるくせにッ！」

　その場にいる者全員が、麗あきらから目が離せないでいた。

「あたしは諦あきらめない！　自分が信じる『アイドル』を……瀬せ在ざい麗を……諦めない……ッ」
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　その告白に、春かす日が井いの、テーブルの上に置かれていた腕がぴくり、と、動いたのを見た。

　麗は嚙かみつくようにテーブルから乗り出して、春日井の目を睨にらみつけながら、叫ぶ。

「あんたはどうなの？　目の前に！　この！　瀬在麗がいるんだぞ！　また諦めるの!?　しっぽ巻いて逃げんのか!?　どうなんだよッ!!」

「クソガキッ!!」

　ダン！　と春日井がテーブルを叩たたいた。枝豆の載った皿が、テーブルの上で派手に跳ねる。

「……言わせておけば、好き放題吼ほえやがって……」

　春日井は、麗と同じようにテーブルから身体からだを乗り出して、ギラリとした視線を麗に向けた。

　メンチを切り合うようなポーズの二人。両者とも、お互いの目を睨みつけて、逸そらすことがない。

「夢を諦めないだと？　お前、それ本気で言ってんのかよ」

「本気」

「……お前、アイドルやれなくなる覚悟あんのか？」

　春かす日が井いの問いに、麗あきらは、ぐっ、と奥歯を嚙かんだ。

　それから。

「……それが、瀬せ在ざい麗の本当の最後なら、あたしはそれを受け入れる覚悟がある」

　と、答える。

　その言葉に、隣の芦あし田ださんと、僕は息を呑のんだ。

　それが彼女の本気の言葉であると、その場の全員が理解できた。

「……そうかよ」

　春日井はため息をついて、おもむろに胸ポケットから『LUCKY STRIKE』とライターを取り出して、火をつけた。

「一晩時間をくれ」

「それって……」

　芦田さんが顔を上げると、春日井は力が抜けたように頷うなずいた。

「持ってる資料、まとめてやる」

「……あ、ありがとうございます！」

「ただし!!」

　春日井は声を大きくした。

「最初に記事を書かせるって約束、絶対に守ってもらうぞ」

「……もちろんです」

　芦田さんが頷くと、春日井は「よし」と小さな声で言って、タバコの煙を深く吸い込んで、吐いた。紫煙が思い切り芦田さんの方へ向かい、彼女は顔をしかめる。

「つーか……」

　タバコを吸いながら、春日井は麗と僕を交互に睨にらんだ。

「アイドルの夢がどうのこうのって声高に言ってるけどよ、結局そいつはなんなんだよ」

　僕を顎あごで指してそう言う春日井。

「裏で彼氏作るのはアリなのか？　ええ？」

「これも必要なことだから」

　麗は物もの怖おじせずにはっきりと答えた。

　そして、にんまりと笑う。

「知ってる？」

「あ？」

「バレなきゃ、やってないのと同じなのよ？」

　したり顔でそう言いながら、麗がポケットから『hi-lite』を取り出した。そして、ジッポライターで火をつけ、紫煙をくゆらせる。

　その様子を、目を丸くしながら見ていた春かす日が井いは、数秒ぽかんとしたのちに。

「はっ！　くっくっく……はははッ！」

　心底可お笑かしそうに、笑った。

　そして、口元を緩めながらも、麗あきらを睨にらみつける。

「クソアイドルがよ……」

　そう言って、春日井は咥くわえていたタバコを灰皿に押し当てた。







　春日井と居酒屋で別れ、芦あし田ださん、僕、麗の三人は並んで歩いていた。

「麗、ここ数日、優羽くんにべたべたして、まったくレッスンしてなかったでしょ」

　芦田さんは冷酷な表情で麗を見る。

　麗は痛いところを突かれたというように苦笑を浮かべた。

「まあ、ランニングだけは、やったけど……」

「一か月後にはライブが控えてるんだからね。協力するとは言ったけど、日々のことをおろそかにするようならすぐに打ち切るから」

「分かってるよ、マオ」

　麗はきりっと表情を正して、芦田さんに敬礼をした。

「そこは抜かりなくやる。今まで通り！」

「そうしてちょうだい」

　芦田さんはやれやれ、といった様子で首を振ってから、今度は僕を見る。

「あなたも、ちゃんと麗を見張っておいてよ？　あんまり不必要にあなたに懐なつくようだったら、『レッスンしろ！』って言ってやってよね」

「まあ、それは……もちろん」

「ふん。ほんとに……これ以上面倒ごとを増やさないで」

「？」

　芦田さんの言葉の意味が分からず、僕が無言で首を傾かしげると、彼女は大げさなため息をついて、指を立てた。

「だからぁ、本当に麗に惚ほれるようなことはやめてよねって言ってんの！」

　言われて、ああ、なるほど。と、思う。

「……それは、ないので、大丈夫です」

　僕がゆっくりと首を横に振ると、芦田さんを挟んで反対側を歩いていた麗が、ちらりと僕を見たのが分かった。

　芦田さんも、片眉を上げながら、僕の言葉の続きを待っている。

「僕は……アイドルとしての麗あきらが好きだから」

　僕が言うと、芦あし田ださんは目を細くしながら、小さく息を吐く。

「そんなこと言ってもね、ずっとオフの時を共に過ごしてたら、心変わりだってあるかもしれないでしょ。そもそも、オンとオフにそこまでこだわって切り替えられてること自体びっくりしてるんだから……」

　芦田さんはそこまで言ってから、小さな声で、続けた。

「普通、推しアイドルにオフでべたべたされたら、勘違いするでしょ……」

　芦田さんの心配も、もっともだと思う。

　自分でも、推しとこれだけ近くにいても、彼女に少しも『ワンチャンス』のようなものを感じないことに、驚いている。

　僕が女性恐怖症でなかったならば、あるいは……と、思わないでもない。

　たらればの話は、置いておいて。

　僕はそれでも、首を横に振った。

「僕は……麗のアイドル性を信じ切っているから……」

　これが、正直な、僕の気持ちだった。

　そして、先ほどの居酒屋での麗の言葉がリフレインする。

「……そういう意味では、僕も麗に『夢を見ている』のかもしれない」

　僕がそう言うと、麗がはっ、と息を吸う音が聞こえた。

「彼女は僕の夢を守ってくれると、信じてる。だから、僕も、僕の夢を守るために、麗のアイドル活動の邪魔をするようなことは、絶対にしません」

　そう言い切ると、芦田さんは数秒、驚いたように口をぱくぱくとさせた後に、息をつく。

「……麗があなたを連れてきたときは、どうなることかと思ったけど。最終的には、君で良かったかもね」

　芦田さんがそんなことを言うと、神妙な顔で僕の話を聞いていた麗が、急にニッとわざとらしい笑みを浮かべた。

「でしょ～？　あたし、見る目だけはあるから！」

　芦田さんは麗を横目に見て、どこか冷たい口調で言った。

「麗」

「うん？」

「あたし、信じてるからね」

　一瞬の、沈黙。

　芦田さんの言葉に、麗はその真意を探るように視線だけを返していた。

　そして、破顔する。

「……あは、そういうのは、ほんとに信じてる相手には言わないんだよ」

　笑いながらも、麗あきらのその言葉の温度は、なんだかいつもより低いように感じられた。

　芦あし田ださんは、目を細めて麗を見る。

「じゃあ、言い方変える」

　そう前置きをしてから、芦田さんは、きっぱりと言った。

「裏切らないで……誰一人」

　彼女がそう言うのを聞いて、麗は観念したようにため息をついて、頷うなずいた。

「やっぱマオのこと好き、あたし」

「あたしはあんたといるの疲れるよ……」

「わかる～」

　ため息をつく芦田さんに、くすくすと笑う麗。

　一瞬張りつめていた空気が弛し緩かんしたので、僕も胸をなでおろした。

　それとほぼ同時に、ポポン、と、麗のスマートフォンが鳴った。

「……？」

　何気なくスマホを取り出して、画面を見た麗。

「……」

　その表情が険しくなったのを、僕は見逃していなかった。

　ちらりと芦田さんを見ると、彼女はたまたま、余よ所そ見みをしていたようだった。

「マオ～？」

　麗は、スマホをポケットにしまいながら、不自然に感じるほどに軽い声で、芦田さんを呼んだ。

「うん？」

「今日も優ゆ羽うの家泊まるね」

　芦田さんは、露ろ骨こつに顔をしかめる。

「……あんた、あたしの話聞いてた？」

「聞いてた聞いてた。明日から真面目にやるよ。ランニングは続けてるし」

「あのね、あたしは本気で……」

「今日だけ！　今日だけだから！　おねが～い！　この通り！　ね？　お願いお願い！」

　両手を合わせて、芦田さんに頼み込む麗。

　……何か、様子がおかしい、と、思う。

　でも、それを今彼女に問うたとして、きっと、答えてはくれない気がした。

　芦田さんは根負けして、ついに首を縦に振る。

「明日からはちゃんとレッスンして、優羽くんの家じゃなくて自宅に帰って、真面目にアイドルやるのね!?」

「やるやる！　やるからさぁ～」

「はぁ……約束破ったらただじゃおかないからね」

「あたしが約束破ったことある？」

「どの口が言ってんの？」

　呆あきれながらも、芦あし田ださんは車道を見て、ちょうど通りかかったタクシーを呼び止めた。

「いい？　寄り道しないで帰るのよ」

「わかったわかった、じゃあまた明日ね、マオ」

「お、お疲れ様でした……」

　やれやれ、とため息をつく芦田さんに見送られ、僕と麗あきらは、タクシーで僕の家へと向かった。







「ふぃ～、タバコタバコ～」

　家に着くなり、勝手に窓を開けて、窓枠に腰掛ける麗。その仕草はやけに明るくて、僕には、どうも彼女が空元気を出しているように見えて仕方がなかった。

「……麗」

　僕が声をかけると、麗はパッとこちらを振り返り、ニコリと笑いながら、首を傾かしげた。

「なに？」

「さっき、メッセージが届いてから、君の表情が」

「優ゆ羽う」

　僕の言葉を遮さえぎって、麗は『hi-lite』の箱を軽く持ち上げて、笑う。

「一本吸うまで待って」

「……分かった」

　僕は頷うなずいて、おもむろにソファに腰掛けた。

　麗は何も言わずに、窓際で紫煙をくゆらせる。

　僕はそれを横目で眺めながら、もう麗のタバコを吸う姿にもすっかり慣れてしまったな……なんてことを考える。

　彼女がタバコを吸う姿など想像もしたことがなかったから、最初はただただ驚いたけれど、今こうしてタバコを吸う彼女の横顔を見ていると、なんだかその姿も随ずい分ぶんサマになっているように見えて、不思議だった。

「ふぅ……」

　数刻後、タバコの火を消して、麗はため息をついた。

「さて……優羽はやっぱり気付いてたんだね」

　麗は窓枠に座ったまま、僕の方へ身体からだを向ける。

　そして、苦笑交じりの視線を僕に送ってきた。

「うん、たまたま、見てたから……」

「そっか」

　麗あきらはスマートフォンの画面をぽちぽちとタップして、それから、僕に見えるよう、ずいとこちらへ押し出してくる。




『処遇についての相談』




　画面に大きく映っていたのは、一通のメールの画面。タイトルに書かれた「処遇」という文字を見て、僕はハッと息を吸い込む。

　麗は、僕の反応を見て、頷うなずいた。

「これ、シーヴェックスの上役からのメール」

「……ってことは……」

「うん、釣れたっぽい」

　麗はそう言って、なんとも言えない表情で笑った。

「せっかく文ぶん冬とうの記者捕まえて、良い感じになってきたとこだったけど……こうなってくれば話は早いかもね」

　麗がそう言うので、僕は急に不安な気持ちになった。

「……これって呼び出されてるんだよね？」

　僕が訊きくと、麗はおもむろに頷いた。

「うん。ご丁てい寧ねいに『マネージャーを連れず、一人で来ること』とか書いてある。ウケるね」

「……もしかして、一人で行く気？」

　訊くと、麗は数秒の沈黙の末、頷く。

「もちろん。こんなチャンスを逃す手はないでしょ」

　チャンス、と、彼女は言うけれど。

　その『裏接待』とやらがどういう順序で行われているのかすら分からない。そんな状態でその呼び出しに応じるのはあまりに迂う闊かつな気がしてしまう。

「……危険じゃないかな」

　僕がそう言うと、麗はぴくりと身体からだを揺らしてから、非難するような視線を僕に送ってきた。

「……そんなの、今更すぎるでしょ」

　麗の瞳には、明確に、「止めるな」という意思が浮かんでいる。

　けれど……僕は、どうしてもそれに首を縦に振る気になれない。

「でも、文冬の記者と内通できたんだから、じっくり機を待てばいいんじゃないの？」

　僕がそんなことを言うと、麗の表情に、少しだけ苛いら立だちが滲にじんだ。

「そんな悠長なことを言ってる間に、どんどん裏接待は行われていくんだよ。告発のタイミングは早ければ早いほどいいに決まってる」

　少しずつ感情的になっている麗あきら。僕は歯がゆい気持ちになりながら、質問を重ねた。

「でも、その……告発っていうのはどうやってやるつもりなの？」

　僕の問いに、麗はこくりと頷うなずいてから、言う。

「あたしがその上役と会いに行く。で、二人でいるところを……優ゆ羽うが撮ってよ」

「……え？」

「会話はあたしが録音する。君は写真を撮って」

　麗が、上役と一緒に歩いているところを、撮る。

　もちろん、撮るだけじゃないはずだ。それを世の中にリークしよう、と彼女は言っている。

　僕は、思わずソファから立ち上がった。

「ま、待って……それを告発するってことは、君は人柱になっちゃうってことなんじゃないの？」

　僕が少し声を荒らげてそう言うと、麗は表情を曇らせる。

「それは……まあ、そうなるかもしれないけど」

「そんなのダメだ！」

　僕は思わず、叫んでいた。

　麗が一瞬、ひるんだように目を見開く。しかし、すぐにキッと眼光を鋭くした。

「君は夢を諦あきらめないって言ったじゃないか」

「言った。それは本気だよ。やり方を変えるだけ」

「その〝変えたやり方〟が最適解とは、僕には思えないよ！」

「じゃあ、どうしろってのよ！」

　ヒートアップした麗は、大きな声を上げる。

「文ぶん冬とうの記者だって、どれほどの情報を持ってるか分からない。機を待つって、いつまで？　ここからさらに数年かかったらどうするつもりなの？　その間も何人ものアイドルが使い潰つぶされて消えていくんだよ。時間かけたらかけただけあたしたちは年をとるんだよ！　のんびりしてたら、杏あん樹じゆも戻ってこれなくて、あたしも引退する年齢になっちゃうかもしれない！　それでも、目の前に大きなチャンスがあるのに、待てって言うの!?」

「それは……そうかも、しれないけど……」

　麗の言うことは、分かる。

　彼女の成し遂げたいことについても、分かっているつもりだ。

　それでも……僕は、彼女が自分を犠牲にしてこの件に決着をつけるということには、どうしても首を縦に振る気になれなかった。

　でも、彼女にそれをうまく伝える言葉が、浮かんでこない。

　黙ってしまう僕を、麗は潤んだ瞳で見つめた。

「ねえ、優羽はあたしの味方でしょ？　あたしのこと信じて……手伝ってよ……」

　麗あきらはすがるように、言う。

　それでも、僕は、何も言えなかった。

　もし、告発が上う手まくいったとして。

　自分の撮った写真や、麗の録音データが、もし外部に漏もれるようなことがあれば。

　麗が何を言おうと、そのあと、事務所がどんなフォローをしようと……それは麗のアイドルとしての姿が崩壊することに直結すると、僕は思った。

　それが麗にとっての本懐だったとしても……麗のファンとして、それを容認するのは難しい。

「……この呼び出しって……いつなの」

　僕は小さな声で訊きく。

「明日の、レッスン後。二十一時に、銀ぎん座ざだって」

「レッスンは、いつ終わるの」

「明日の、十九時」

「……そっか、分かった」

　僕は低い声で頷うなずいて、麗を見る。

「じゃあ、明日レッスンが終わるまで、僕の返事は待ってほしい」

　僕の言葉に、麗は眉を寄せた。

「……なんで？」

　どうして、すぐに「うん」と言ってくれないんだ。そういう色が、その言葉には籠こもっていた。

　僕も、彼女を手伝う、と言った手前、こうして彼女の意見に反発している自分の気持ちに、戸惑っている。

　上手く言葉にならない。でも……嫌だった。

　少しでも長く、じっくり考える時間が欲しかった。

「僕にだって、覚悟を決める時間は必要だよ。僕に、写真を撮れって言うんでしょ」

　長い沈黙の末に、僕がようやくそう言うと。

「……うん、分かった」

　麗は納得いかない表情ではあったものの、ひとまず頷いた。

　部屋の中に、気まずい沈黙が立ち込める。

　ソファに座り直して、うつむいている僕に、麗が何度も視線を送ってきているのが、分かった。

「ねえ……優ゆ羽う」

　麗は、弱々しい声で、言った。

「優羽……あたし、優羽は分かってくれるって信じてるから」

　麗のその言葉に……僕は、小さな声で返事をした。

「……そういうのは、本当に信じている相手には言わない言葉だって、さっき君が言ってたよ」

「……」

　僕の返事を聞いて、麗あきらは言葉を失ってしまった。

　そして、また、空気を誤ご魔ま化かすように、明るい声を出しながら、腰掛けていた窓枠から立ち上がった。

「あ、明日からまたレッスンだから。今日は早く寝る」

「うん。布団と毛布、ちゃんと使ってね」

「うん……」

　頷うなずいて、歯を磨くべく、洗面所のあるユニットバスへ向かう麗。

　ふと、窓の近くを見ると。

　窓際に置かれたままになっているスマートフォンをちらりと見ると、画面がつきっぱなしになっていた。

　僕は、ちらりとユニットバスの方へ視線をやった。洗面所からは、麗が歯を磨くシャコシャコという音が聞こえている。

　僕は足音を忍ばせて、こっそり麗のスマートフォンに近づく。

　覗のぞき込むと、予想通り、メールの画面が開きっぱなしになっていた。メールの送り主の名前を確認する。

「小お津づ、泰たい平へい……」

　僕は、その名前をしっかりと、自分のスマートフォンのメモ帳に、書き記した。







「私！　アイドルを卒業します！」

　推しが彼氏を作って、引退したとき、なんとも言えない愕がく然ぜんとした気持ちに支配されたのを、よく覚えている。

「アイドルだって人間です！　人間だから、恋だってしたいし、普通の生活がしたい！」

　キラキラと決意のこもった目でそう言う彼女の言うことは、頭では理解できていた。

　でも……。

　でも、その「恋をせず、普通の生活を捨てる」というのは、自分で選択した道ではないのか？　という、他ひ人と事ごとな疑問があった。

　そんな身勝手なことを考えてしまう自分が嫌になったりもした。

　けれど。

　たっぷりと時間が経たった今でも。

　あの疑問を持つことが、果たして間違っているのか、僕には判断がつかないのだ。

　アイドルは、夢を見せてくれるものだと、思っていた。

　その夢を一緒に追うために、お金を払って、活動を応援して……そういった関係性を、アイドルも、ファンも、相互に楽しんでいるものだと、僕は思っていたから。

　深夜の、静かな自室。

　すうすうと布団で規則正しい寝息を立てる麗あきらを横目に見て、僕はひとり、考える。

　彼女は、自分が推す『最後のアイドル』と、決めていた。

　そんな彼女の願いは、もう分かっている。

　それにどれだけ彼女の魂を賭けているのかも、分かっている。

　……でも、彼女の今からしようとしている博ばく打ちに懸かっているのは、彼女の魂だけではないのではないか。

　失敗すれば、瀬せ在ざい麗は、きっと、アイドル界から消えることになる。

　もしそうなった時……取り残されたファンたちはどうなる？

　麗に取り残された自分は……どう思う？

「私！　アイドルを卒業します！」

　忘れられぬあの声が、リフレインする。

　僕はあの時、確かに思ったのだ。




『なんて、勝手なことを言いだすのだろう』……と。




　ぞわり、と鳥肌が立った。

　あまりに他ひ人と事ごとで、無責任な、感想。

　そんなことを考えてしまった自分に嫌気がさして、だからこそ、当時は引退していった彼女に怒りを向けることを、自分自身が許さなかった。

　でも……やっぱり、あの気持ちは……本物だ。

　正しいとか、正しくないとか、そういうことじゃないんだ。

　僕は、信じたアイドルが『ルールを破って』引退したことが、悲しかった。そして、腹立たしかった。

　それはいちファンの素朴な感想であって、止めようのない感情だった。

　で、あるならば。

　アイドル瀬在麗は『完全無欠』だ。

　その完全無欠の彼女が、ファンからそんな目線を向けられてアイドル界を去る。

　もしかすると、自分もその視線を向ける一人に……なってしまうかもしれない。

　そう考えただけで、恐怖で身体からだが震えるのが分かった。

「ダメだ……やっぱり、絶対に、ダメだ」

　僕はソファから立ち上がり、静かに自分のバッグの中身を漁あさった。

　その中に入っていた、くしゃくしゃの名刺を取り出して、じっと見つめる。

　今、自分にできることはなんだ。

　そして……麗あきらを説得するために、自分が用意すべきことばは、いったいなんだ。

　僕は一晩中、考え続けた。










第十章




「オメーから呼び出してくるとはなぁ、ガキ」

　翌日の昼過ぎ、僕は町はずれの喫茶店にいた。

　本当は午前から大学の講義があったのだけれど、僕は初めて、それをサボった。

　テーブルを挟んで向かいには、ゴシップ記者、春かす日が井い善よし治はるが座っている。

「何の用だよ」

　春日井は不機嫌な様子で貧乏ゆすりをしながら首を傾かしげた。

　僕は意を決して、口を開く。

「……手伝ってほしいんです」

「あ？」

「……麗を止めるのを手伝ってほしいんです」

　僕が真剣にそう言うと、春日井は顔をしかめた。

「……お前、あのガキを手伝うためにあいつと付き合ってんじゃねぇのかよ」

「そうです。でも、麗は今……冷静さを欠いている」

「どういうことだ？」

　訊きかれて、僕は唾つばを飲み込み、昨日あの後起こったことを彼に話した。

「そりゃ、好都合じゃねぇか。告発の糸口が見つかりそうなんだろ？　何が問題なんだよ」

　事情を聞いた春かす日が井いは、肩をすくめて、僕を見た。

　僕は、ぶんぶんと首を横に振る。

「危ない賭けすぎるんですよ。告発して、もしその写真や録音データが外部に漏もれたら、どうなると思いますか」

「そりゃ、瀬せ在ざい麗あきらは終わりだろうな」

「そうです。麗は終わってしまう」

「でも、あいつはそんなのとっくに覚悟できてるんだろ」

「麗はそうかもしれない！」

　僕が声を荒らげると、春日井は眉を寄せた。

「でも……ファンは違う」

　僕がそう言うと、春日井は数秒間、片眉を上げたままぽかんとした表情で僕を見た。

　それから、「はっ」と嘲ちよう笑しようするように息を漏らした。

「なんだよ、オメーも肝心なときにはアイドルオタクに戻っちまうんだな」

「……」

「あいつは覚悟してんだろ？　アイドルをやめてまで、アイドル界を正そうっつってんだ。上等だろうが。何を今さら、一番近くにいるお前がビビってやがるんだ」
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　この人も……麗あきらと同じだ。

　目の前にぶら下がっている糸に夢中で、それを摑つかんだ先に、何があるのか見えていない。

「た、確かに僕は怖がっているのかもしれない。麗に引退してほしくない、そう思ってます」

「そんなん、お前の都合で……」

「僕は！　瀬せ在ざい麗のファンです！」

　僕がたまらず、大きな声を出すと、春かす日が井いは「おお……」と小声で漏もらしながら、びくりと身体からだを震わせた。

　僕は、震える声で、言う。

「ファンに夢を見せるのが……アイドルの仕事じゃないんですか」

　僕がそう言うのを、春日井は目を丸くしながら、黙って聞いている。

「昨日麗は言いました。『瀬在麗をあきらめない』って。それはアイドルを諦あきらめないってことだ」

　一晩中……考えていた。

　アイドルとしての『卒業』とは何か。

　それはきっと……恋人を作って卒業することでも、不祥事を起こして卒業することでもない。

　彼女たちの『夢』を叶かなえて、卒業していくことだ。

「もし彼女がアイドルをやめることがあったとしても、その原因が不祥事であったなら、それはアイドルとしての卒業じゃないんです」

　さっきまで僕を嘲ちよう笑しようしていた春日井も、気付けば、真剣な面おも持もちになっていた。

　言葉が、止まらない。

「彼女が最後までアイドルの瀬在麗としてい続けるためには、彼女は完全無欠じゃなければならない。それが……！」

　それが。

　ファンたちの……いや。

　僕の信じる……。

「アイドル〝瀬在麗〟だから……！」

　僕がそう言い切ると、春日井はじっ、と僕の両の目を交互に見つめた。何かを考えるような、沈黙。

　そして、やれやれと首を振りながら、深く、息を吐く。

「そうかよ……」

　春日井はそう呟つぶやいてから。

「……メールの差出人くらいは、控えてきてるんだろうな？」

　と、僕に訊きいた。

　僕は、一瞬ぼーっとした後に、慌ててポケットからスマートフォンを取り出した。

「はい、もちろん！」

「さっさと教えろ」

　促されて、スマートフォンのメモ帳を見せると、春かす日が井いはすぐに表情を変えた。

　画面には、『小お津づ泰たい平へい』と、書かれている。

「……こいつから、麗あきらに直で連絡が来てたのか？」

「そうです。間違いありません」

「へぇ……そうかよ」

　春日井はどこかギラついた目で、その名前を見ていた。

「ついに尻しつ尾ぽを出しやがったな」

「え？」

「裏接待の取材で、こいつの名前に行きついたことは何度かあるんだよ」

　春日井はそう言ってから、吐き捨てるように言う。

「そのたびに、握り潰つぶされた。……やっぱりこいつだったんだな」

　彼は忌いま々いましそうにそう言いながら、バッグからノートパソコンを取り出して、テーブルの上に開く。

「昨日あの後、持ってるデータを整理してたんだよ。そしたら、決定的な証拠動画が出てきた」

　春日井は僕の方へパソコンの画面を向けて、一つの動画を再生した。

　そこに映っていた人物を見て、僕は驚く。

「これ……杏あん樹じゆですか？」

「そうだ」




『君に拒む権利はないんだよ』

『やめてください。こんなの聞いてません』

『小津さんからは、しっかり説明したって聞いてるけどな』

『私！　真剣にアイドルやってるんですッ！　こんなことは……ファンへの裏切りじゃないですかッ！』

『あはは、こんな往来でアイドルとか言うなよ。周りの人に……おい、君、何撮ってるんだ。やめなさい！　こらっ！　逃げるな！　誰か！　そいつ捕まえて！』




　杏樹と小太りのスーツの男が並んで歩きながら口論をするシーンがしっかりと映っていた。

　そして、撮影者がスーツの男に見つかり、逃走するところでビデオは終わる。




「これ……」

「俺が録ったんだよ。まあ……結局使うことはなかったが。真ま島じま杏樹の引退、あれも裏接待が原因だったみたいだな」

「……そう、みたいですね」

　僕はもちろんそのことは知っていたけれど、これほど決定的な証拠があるとは思ってもみなかった。

「俺が持ってる中では、これが一番効力のでかい証拠だと思う。だが問題は……どうやって握りつぶされないようにするか、だ」

　春かす日が井いはコーヒーをずず、と啜すすりながら言う。

「所しよ詮せん、こんなもんはデータでしかない。これを流出させたところで、『与よ太た話ばなし』とか『捏ねつ造ぞうデータだ』とか言われて終わりになるのは目に見えてる」

「……」

　春日井の言うことは、僕にも理解できた。

　僕自身、何度もそういうものを見てきたからだ。

　出所の分からない映像や写真がネットに流れると、皆が口をそろえて言うのは……「ソースは？」という台詞せりふである。

　個人の撮ったものの『出所』などと訊きかれても、「個人で撮ったものです」としか答えようがない。そして、映像自体を「捏造したものでは？」などと言われ出したら、キリがない。さながら、悪魔の証明だ。

「権力者を最も弱らせるために必要なのって、なんだかわかるか？」

　春日井に急に問われ、僕はしばらく考えたのちに、首を横に振る。

　彼は、ピッと指を立てて、言った。

「『怒り』だよ。明確な怒りだ。説明の義務があり、生なま半はん可かな説明じゃ誰も納得しない……と、思わせないといけない。でも、そういう状況を作り出すのに、こういうデータは向かない。いかに決定的なものだったとしても出所の信しん憑ぴよう性せいのなさが、それを覆おおい隠す」

　そう語る春日井。

　怒り。

　僕は、彼の言葉を聞きながら、「怒り」という単語に妙なひっかかりを覚えた。

「情報は新しくないといけない。でもこの映像はもう古い。今更こんなものを引っ張り出したところで──」

　春日井の言葉が、耳を滑っていく。

　怒り……。

「……そうだ、怒りだ」

　ぽつりと、呟つぶやく。

「あ？」

「怒り!!」

　僕が思わず立ち上がると、、春かす日が井いは怪け訝げんそうな顔で僕を見た。

　そうだ。

　アイドルが引退した時、いつもいつも、僕の心の中には、僕自身が抑圧した『怒り』があった。

　そして……それは、僕だけじゃない。

　アイドルの引退に際して、『怒り』という感情を、共有しているコミュニティが、あったじゃないか。

　僕の中で、彼の持つ〝すべて〟が繫つながっていくような感覚があった。

「このデータ！　コピーもらってもいいですか！」

「お、おう……いいけど……どうするつもりだよ」

「……僕に考えがあります」

　僕は、静かに、それでいて力強く、言った。

　麗あきらと関わって、明確に思い知らされたのは、彼女の中にある〝怒り〟の感情だった。

　彼女の大切なパートナーを奪った、アイドル界に対して、彼女は憤いきどおっている。

　それをファンに伝でん播ぱさせることができれば、それはとてつもなく大きな力になる。

　彼女には……それができるはずだった。

　ピースはそろった。

　ここからは……僕の、努力次第だ。







　インターホンが鳴る。

　精神統一をするように、長い時間、ソファに座っていた。

　僕は深く息を吸い、吐き出す。

　玄関へ向かい、扉を開けると、そこには変装した麗が立っていた。

「……ただいま」

　どこか緊きん張ちようした面おも持もちで、そう言う麗。

「おかえり」

　僕は頷うなずいて、麗を家へと迎え入れた。

　辺りはもう暗くなり始めている。

「優ゆ羽う……覚悟、決めてくれた？」

　居室に入り、ソファに座った麗は、単刀直入に、そう訊きいた。

　僕は麗の目をじっと見たまま、首を横に振った。

　麗は一瞬、口を開けて、悲しそうな表情を浮かべた。それから、徐々に、その瞳にじわりと怒りが滲にじみだす。

「なんでよ……」

　絞り出すように、麗あきらが言った。

　麗と対立することを覚悟していたつもりではいた。けれど、実際にこうして切実な怒りをぶつけられると、たじろぎそうになる。

　僕はぐっと奥歯を嚙かみ、負けじと彼女に視線を返す。

「君はいつも、強引すぎる」

　僕がゆっくりと言うと、麗は怒りを露あらわにして、声を上げた。

「だから！　強引にやらないと埒らちが明かないって言ってんの！」

「き、君はずるいんだよッ！」

　僕の叫びに、麗は目を見開いた。

　今まで、僕は麗の言うことなすことに、すべて同意を示してきた。実際に彼女の言うことは正しいと思っていたし、応援したいと思った。

　でも、今は、違う。

　結果を焦あせって暴走しかけている彼女を止められるのは……僕しかいないのだ。

　初めて口にした、麗に対する明確な「糾きゆう弾だん」に、彼女は息を呑のんだ。

「最初っからそうだった。僕にとって、君というアイドルがどれだけ大切か知ってるくせに……知っているからこそ、君は自分自身を人質にとって、僕を脅きよう迫はくした」

「そ、そうだよ？」

　麗は戸惑いながらも、強がるように頷うなずいた。

　僕はそんな麗を、睨にらみつけるようにしながら、言葉を続ける。

「また君は同じことを、もっと取り返しのつかないところで、やろうとしてる」

「だから、あたしは、それだけ覚悟して……」

「そんなのが、君の覚悟なのか……？」

　ああ……言葉にすると、よく分かる。

　僕は今、とても、憤いきどおっている。

　昨日は言えなかった、いや、言語化できなかった気持ちが、ふつふつと、胸に、明確なセンテンスを持って、湧わき上がる。

「そんなのが君の言う『覚悟』なんだって、本気で言ってるんだったら……！」

　僕はそこで言葉を止めて、絞り出すように、呟つぶやいた。

「……がっかりだ」

　冷え切った声でそう言うと、麗はぴたりと動きを止めて、その顔に、悲しみの表情を浮かばせた。そして、それは、すぐに、激しい怒りへと変わる。

「……なに、がっかりって。あたしに何を期待してたわけ？」

「最初からずっと言ってる。君が〝瀬せ在ざい麗あきら〟であることに、僕は期待してるんだ」

「そんなの！　君の押し付けでしょ！　君も無責任なファンと一緒なんだ。あたしこそがっかりだよ、君だけは違うって思って」

「麗！　君はちゃんと考えたのか？　『瀬在麗』として、君がやるべきことが何なのか、ちゃんと考えて、その結果がそれなの？」

「そうだよ、あたしだってちゃんと考えて……」

「噓うそだッ!!」

　気付けば、叫んでいた。びくりと麗の肩が跳ねる。

「君は考えてない。自分の言った言葉の意味も、何もかも、分かってない！　全部放り投げて、突っ走ってるだけだッ！」

　じわりと視界がゆがむ。涙が溢あふれていた。

　麗は、困惑したように、僕を見ている。

「なに、なんで……」

「昨日、君は言っただろ……『瀬在麗を諦あきらめない』って、はっきり、言ったじゃないか……なのに、君の出した結論が『これ』で、僕は驚いた……」

　止まらない涙を拭ぬぐうことも忘れて、胸から溢れ出る言葉を出力する。全身が、燃えるように熱かった。

「失敗したら、君は不祥事を背負って引退することになるかもしれないんだぞ……それが分かって、それでもそれが君の『覚悟』だって言うんなら、そんな薄っぺらな覚悟はいらないんだよ……僕が君に言ってほしいのは!!」

　僕は、みっともなく涙を流しながら、再び叫んだ。

「絶対にアイドルをやめない、って言葉だけだッ!!」

　麗が、目を見開く。

「君は、僕の最後のアイドルなんだぞ。完全無欠の瀬在麗を、僕は……これからも安心して推していけると思ってたのに……ッ！」

　推したアイドルは、悉ことごとく、不本意な引退をしていった。

　彼女たちの『夢』に、自分の夢を外注したのは、ほかならぬ僕だ。だから、彼女たちの引退に文句を言う筋合いなど、ないと思っていた。

　でも、こうしてひとたび言葉にしてしまったなら、止まらない。

　僕の心に、ずっと、こびりついていた言葉。

　信じていたのに、あっさりとその気持ちを反ほ故ごにされた瞬間に生まれたその感情は、いくら押し殺しても、消えることなく、胸の奥底に残っていた。

「君まで……」

　鼻水を垂らしながら、僕は叫ぶ。




「君まで、僕を裏切るのかッ!!」
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　麗あきらは、怯おびえたように、瞳を揺らす。

「……ッ！」

「僕を……君のファンを！　裏切って引退するのが、『瀬せ在ざい麗の本当の最後』なのか!?　違うだろッ!!　君が引退していいのは……！」

　僕は、それが自分勝手な欲望だと知りながら、はっきりと言い切る。

「君が、夢を叶かなえたときだけだッ!!　勝手に、無責任に消えようなんて、絶対に許さないからなッ!!」

　アイドルは『夢を見せる』もの。で、あるならば。

　ファンである僕だって、その夢に縋すがったって、いいはずなのだ。

　僕がそこまで言い切ると、麗はぱくぱくと口を開けたり閉じたりしている。

　その様子を見て、僕は我に返る。

「あっ……その……ごめん、僕……」

　麗を説得するには、自分の素直な気持ちをぶつけるほかにない、と、思っていた。

　でも、それにしたって、あまりに身勝手に、自分の気持ちだけを言葉にしすぎてしまった。長年溜たまった思いが、溢あふれ出して、止まらなかったのだ。

「ううん……あたしこそ、ごめん」

　麗あきらは瞳に涙をためながら、首を横に振る。

　目じりにたまった涙を拭ふいて、麗は言った。

　ぐすぐすと洟はなをすする麗。

　その瞳が、一瞬、どこか遠くを見つめるように細められる。

「……なんか、すっかり、忘れてた」

「え……？」

「あたしがアイドル始めたきっかけ……正直、本当にしょうもなくてさ」

　言いながら麗は僕の方を見る。昔を懐なつかしむように細められた目を見て、僕は「あれ……？」と、昔の記憶の扉が開きかけるような、不思議な気持ちになる。

「裏切られた……って、思ったんだよね」

「……それは、何に？」

「当時、信じていた人に」

　麗はそう言って、目を伏せる。

「だから、その人に、どうしても目に物見せたくて……アイドル始めたの。思えば、しょーもなかったけど、それでも……あれがあたしの初めての『夢』だった」

　目を伏せながら話す彼女を見て、僕はぞわぞわと、背中に鳥肌が立つのを感じた。

　窓辺によりかかって、目を伏せながら、薄い微ほほ笑えみをたたえながら話す女の子。

　過去の『思い出』に、目の前の麗が重なって……。

「ねえ、麗……君は……」

「その夢！　まだ、叶かなってないんだ！」

　僕の言葉を遮さえぎって、麗はパッと顔を上げた。その表情は明るく、先ほどまでの悲痛で切実な怒りの色はすっかり消えている。

「だから、それを叶えるまでは、絶対に終われない。君のおかげで、それを思い出せたよ」

　麗はぺこり、と僕に頭を下げて見せた。

「ありがとう。やっぱり君は、理想的なアイドルファンだな……」

　麗はそう言ってから、ゆっくりと頭を上げ、そして、にこりと笑った。

「……おかげで冷静になった」

　麗の表情を見て、僕は、ほっと息を吐く。

　少なくとも、落ち着いて今後のための会話ができそうだった。

「……なら、良かった」

　僕が頷うなずくと、麗も元気よく頷き返す。

「うん！　そうだよね……あたしは最後まで、瀬せ在ざい麗でいないとね……」

　麗あきらは深く息を吐いてから。

「ひとまず、今日の約束はすっぽかすことにする。でも、代わりの作戦を考えないと……」

　麗がそう言うのを聞いて、僕はおもむろに言った。

「代わりの作戦は……僕が考えたよ」

「え？」

　目を丸くする麗。

　僕は頷うなずいて、彼女に、じっくり考えた作戦を、話し始める。

　これは大きな賭けだ。

　たくさんの人を巻き込む、危険な賭け。

　それでも、彼女なら、必ずやり遂げられると、信じていた。










第十一章




　お台だい場ばの会場は、たくさんの人でにぎわっている。

　控室の中にも、外でばたばたと準備を進めるスタッフの声が聞こえていて……自然と、気が引き締まった。

　今日は、『瀬せ在ざい麗』の単独ライブ当日。

「麗、準備できてる？」

　マオが控室に入ってきたのは、ちょうど私のメイクが完了した頃だった。

　メイクさんがぺこりとマオにお辞儀をするのに合わせて、彼女も会え釈しやくを返す。

「とーぜん」

　メイクさんが控室を出ていくのを横目に、私がブイサインを作って見せると、マオは鼻を鳴らして私を見た。

「……落ち着いてるわね、いつも通り」

「練習の通りやるだけだもん。緊きん張ちようなんてしない」

　私が返すと、マオはきょろきょろと辺りを見回して、控室に他に誰もいないことを確認してから。

「でも、今日は、それだけじゃないじゃん……」

　と、小さな声で言う。

「それも大丈夫。完璧にやるから」

　堂々とした態度を崩さず私が答えるのを見て、マオはため息一つ、頷うなずいた。

「……そう、じゃあ、あんたの言葉を信じる」

　マオもにこりと笑って、私の背中をぽんと叩たたいた。

　今回の『賭け』で、一番割を食うのは、多分マオだ。だというのに、彼女は私を「信じる」と言って、背中を押してくれる。

　こんなに、心強いことはない。

「……ありがと、マオ」

　私が頭を下げるのを見て、マオは再び鼻を鳴らした。

「な～にしおらしくなってんの、ガラでもない。あんたはいつも通り、堂々と『瀬せ在ざい麗あきら』をやればいいだけよ」

　そう言って、今度は私の頭をこつん、と拳こぶしで押すマオ。

　私とマオは、くすくすと笑い合う。

「優ゆ羽うも、本番前くらいは励ましに来てくれたらいいのに」

　私が冗談めかして唇を尖とがらせると、マオは苦笑を浮かべて、首を横に振る。

「あんたの彼氏は、根っからのあんたのファンだからね。最前列で待機してるわよ」

「……あは、そうだね」

　沖おき田た優羽。

　今回の仕掛け人。

　そして、『瀬在麗』の大ファン。

　彼が最前列で見てくれているというのなら……怖いものはない。

「優羽のためにも、頑張りますか！」

　パッと立ち上がり、うん、と伸びをした。

　開演時間が近づいている。

　身体からだをあたためるべく、ストレッチをしながら、物思いにふける。

　杏あん樹じゆを取り戻すため……アイドル界を、自分が納得できるクリーンなものにするため……。

　そんなことを考えながら、ずっと、がむしゃらにやってきた。

　その『手段』として……そして、ちょっとした〝個人的事情〟を加味して……仲間に引き入れた優羽。

　彼は、私が思う以上に、『瀬在麗』の良き理解者で、そして、本当のファンだった。

『アイドル』であることに全力すぎて、見失いかけていた初歩的な部分を……彼は、思い出させてくれた。

「ほんと……感謝してる」

　ぽつりと呟つぶやいて。

　ゆっくりと、深呼吸をした。

　今日が、正念場だ。

　目をつむり、舞台に立つ自分を想像した。

　完全無欠なパフォーマンス。

　その上に、『瀬せ在ざい麗あきら』は成り立っている。

「あたしは……瀬在麗として……成すべきことを成す」

　祈りのようにそう呟いて。

　私は、力強い歩調で、控室を出た。







「お疲れ様です～」

「あ、おつッス」

　私が舞台裏に設置された音響ブースに入ると、若い音響スタッフが軽く会え釈しやくしてくる。

「映像系、大丈夫そうですか？」

「全部頭出しは済んでます」

「そうですか、ありがとうございます」

　私は、笑顔で相あい槌づちを打ちながら、パイプテーブルの上に、持参した差し入れを広げる。

　そして、当たり障りのない口調で、訊きいた。

「アンコール用の特別映像のテープって……どうなってますかね？　プロデューサーから、くれぐれも確認するように言われていて」

　私がそう尋ねると、音響スタッフは頷うなずいて、複数のテープが入った機材を指さした。

「頭出しして、その一番下にすでにスタンバイしてありますよ。あれ、気合い入ってましたね」

　そう言って笑う音響スタッフに、私はにこやかに頷いてみせた。

「ところで、今日、音響スタッフ少なくないですか？　あなただけ？」

「ああ……そうなんスよ。アシスタントのやつ、高熱出して当欠しやがって……おかげで俺は一時間早く来なきゃ行けなくなっちまった」

「あらあら、それは……お疲れ様です。お手洗いとか行かれました？　良かったら私ここで見てますけど」

「あ、いいッスか？　正直ライブ終わるまで我慢かなって思ってたんで……」

　私からの提案に、渡りに船……といった様子で、音響スタッフはいそいそとトイレへと向かった。

「ごゆっくり～」

　にこにこと音響スタッフを見送ってから。

　私は、スッと笑顔を崩す。そして、先ほどスタッフが指さしたテープ機材に目をやった。

「……はぁ、気が重いわ」

　深呼吸をして、私はポーチに忍ばせた『テープ』を取り出し、おもむろに機材へと足を進めた。







　開演のブザーと共に、会場が暗くなった。

　ざわめきが少しずつおさまり、しんとする開場。

　ステージがバン！　という音と共に明るくなり、何回聴いたか分からぬ一曲のイントロが流れ出す。

　一気に、会場が沸いた。

　一発目から、麗あきらの代表曲とも言える『潮騒を忘れないで』がかかったことに、ファンのボルテージが上がるのを、僕は肌で感じた。

　他ならぬ僕自身も、興奮している。

　袖そでから飛び出してきた麗が、完璧な笑顔で、ファンへ大きく手を振る。

　ちらり、と麗の視線が僕に向いた気がした。

　麗はなんてこともない様子で、ちゅ、と投げキッスをしてみせる。沸き立つ会場。

　僕は、麗のいつもと変わらぬファンサービスに、喜びを感じた。

　ここ一か月ほど、濃密に麗と関わってきた。

　それでも……ステージの上と、観客席。

　この関係性だけは、変わらない。

　舞台の上で軽快に踊る麗は、スポットライトに照らされて、文字通りキラキラと輝いている。




『教室に吹き込む風　からり　君の楽し気な笑い声　ころり』




　切ない歌声、それに絡からみ合う、連綿としたダンス。

　ダンスをしながら、息を切らさずに歌うのは難しいとされている中、麗のパフォーマンスは、デビュー当時からすさまじいものがあった。

　ダンスも歌も、綻ほころぶことがない。その下地に、厳しいトレーニングがあることは、素人しろうとにも想像のつくことだった。

　だからこそ……麗がタバコを吸っていたことには、驚いた。

　タバコは肺活量を下げる。

　あんなふうにタバコを普段から吸っているにもかかわらず、こうして舞台上でのパフォーマンスを落とさないためには、タバコで下振れしていく体力を底上げする努力が、必要になる。




『海を知らない私には　教室のざわめきだけが　確かな潮騒だった』




　覚えやすい振り付けの間に、彼女ならではのテクニカルなアレンジが挟まり、見ごたえのあるダンスが展開されている。振り付けの間に挟まる、細かく力強い「ハッ」というブレスが、マイクに乗り、会場の雰囲気を引き締めた。

　隣でサイリウムを振るファンは、まだ一曲目だというのに、泣き出していた。

　ああ……瀬せ在ざい麗あきらだ。

　裏では、「酒とタバコがないと生きていけない」などと駄々をこねる彼女が、こうして舞台に立つと、あっという間に『瀬在麗』になる。

　ライブ会場に来るまでは……オフの彼女と親密にかかわってしまったことで、自分の中で彼女に対する観方が変わってしまうのでは、などという不安があった。

　でも、このパフォーマンスを見て、あっという間に、そんな気持ちは霧散する。




『いつか海に行きたい　君と　海に行きたい　でも』




　麗は心から楽しそうに微ほほ笑えみながら、歌って、踊った。

　僕たちは、舞台の上の麗に見とれながら、『夢』を見る。

　彼女がもっと大きな舞台で、もっと多くの人たちの前で、こんなパフォーマンスをする姿……想像する。

　舞台に立つ麗は、間違いなく……僕たちの『天使』だった。

『夢』を形にして生まれた、『天使』だ。




『潮騒を忘れないで　私たちの潮騒を　忘れないで』




　何度も何度も聴いたフレーズを、目の前で彼女が歌うだけで、胸の奥が熱くなった。

　気付けば、僕も、隣のファンと同じように、涙を流しながらサイリウムを振っていた。







「みんなー！　ありがと～!!」

　小粋なライブトークを挟みつつ、麗あきらは完璧にライブをやり切った。

　残るは、アンコール曲のみ。

　麗は大きく手を振りながら、舞台袖そでへ引っ込んでいく。

　ファンたちは興奮冷めやらぬ様子で、拍手をしてそれを見送る。

　そして、バチバチと無秩序に鳴っていた拍手が、いつしか、パン、パン、と一定のリズムに変わってゆく。

　アンコールを求める拍手だった。

　僕も、同じように、アンコールの拍手を送った。

　しかし……心臓は、ばくばくと鳴っている。

　しばらくそのリズミカルな拍手が続くと、ライトの消えた舞台に、再び光が灯ともり。

　また、麗が袖から飛び出してきた。

「みんな！　熱い拍手をありがとう！」

　麗が再びマイクを手に取り、舞台の真ん中に立つ。

　割れるような拍手の後、会場はしん、と静まり返った。

　皆、麗の言葉を待っている。

「今日のアンコール……どの曲を歌うか、とっても悩みました！」

　麗は、にこやかに、客席を見回しながら話す。

「あたしにとって、あたしの歌ってきた歌は、全部！　大切な、あたしの一部です！　でも……今日は……」

　麗はそこまで言って、どこか切なそうな表情を浮かべる。それに呼応して、ファンからも、「ああ……」という声が漏もれた。

「あたしと、あたしの相棒だったあの子の！　大切な曲を歌おうと思います！」

　麗のその言葉に、客席が再び沸き立った。

「ripqleから……『ふたりのアジテート』。聴いてください」

　しっとりとした表情で麗がそう言うと、舞台の照明がスッと暗くなり、麗にだけスポットライトが当たる形となった。

　ファンの皆は「おお～!!」と感動の声を上げる。

　イントロが流れ出し、麗はそれにあわせて身体からだを揺すった。

　そして、舞台奥に設置されているモニターに、パッ、と映像が映る。




『君に拒む権利はないんだよ』




「……えっ？」




　舞台奥のモニターに映ったのは、ＰＶや舞台演出の映像ではなかった。

　突然、リアルな実写映像が流れ出す。

　驚いたように、麗あきらはモニターの方を振り返った。




『やめてください。こんなの聞いてません』

『小お津づさんからは、しっかり説明したって聞いてるけどな』

『私！　真剣にアイドルやってるんですッ！　こんなことは……ファンへの裏切りじゃないですかッ！』

『あはは、こんな往来でアイドルとか言うなよ。周りの人に……おい、君、何撮ってるんだ。やめなさい！　こらっ！　逃げるな！　誰か！　そいつ捕まえて！』




　突然流れ出した映像を、麗は呆ほうけた様子で眺めていた。

　会場がざわつきだす。

　明らかに、イレギュラーな出来事が起こっているのは誰しもに分かることだった。

　そして、その映像には、引退していった真ま島じま杏あん樹じゆがばっちりと映っている。

　映像がばちんと止まり、ざわつく会場の真ん中で、麗は立ち尽くしている。

「えっ……えっと……」

　麗は客席の方を向いて、明らかに狼ろう狽ばいした様子を見せた。

「あ、アンコール曲を……映像はいいから！　曲！　もっかい頭から流してくれませんか!?」

　麗は取り乱した様子で、マイクを摑つかんで、そう言った。

　しかし、会場はざわついてしまい、とても収拾のつく状況じゃない。

「あ、あはは……なんだろ、これ……」

　麗は、明らかに混乱していた。

　いや……『混乱しているように見せて』いた。僕は、ごくりと唾つばを飲み込む。

「……これ、どういうことですか」

　次に麗が発した声は、会場の皆がぞくりとするほどに、冷たいものだった。

　皆のざわめきが、一瞬にして、引いてゆく。尋常ならざる雰囲気を、皆が感じ取っていたからだ。

「今の杏樹ですよね。どういう……」

　麗は、困ってしまったようにうつむいて、そして、ぱっと顔を上げた時には。

　つぅ、と彼女の頰ほおを涙が伝っていた。

　再び、会場がざわつく。

　そして。

「どういうことですかッ!!」

　そう吼ほえた彼女の表情は、怒りに染まっていた。

　その怒りは、会場にびりびりと伝でん播ぱする。

「……そうだ、どういうことだ！　どういうことだよッ！」

　声を上げだすファン。誰かが叫び出すと、もう止まらなかった。

　怒りは会場を支配して、大ブーイングが起こる。

　麗あきらは今、『驚きよう愕がくの事実』を前に、悲しみに打ち震え、そして、怒っていた。

　それは彼女にとって、まったく新鮮な感情ではなかったはずだった。杏あん樹じゆの引退の原因も、この映像自体の存在も、麗はすでに知っていた。

　けれど、彼女はその怒りを、まるで今溢あふれ出した生の感情のように、伝えてみせた。

　これでいい。

　こうでなければ、彼女は『アイドルのままではいられない』から。

　麗のしようとしていた『告発』は、自分を人柱にする、あまりに危険なものだった。もし告発が成功したとしても、結局彼女は「裏接待に関わっていた」と言われかねないし、もしそのあと通常通りの活動が続いていったとしても、そういったイワクのついたアイドルを素直な気持ちで推すのは難しい。

　だからこそ、この告発は、完全に『麗と関係のないもの』として世にばらまく必要があった。しかし、ネットでこの映像をばらまいたとしても、春かす日が井いの言っていたように、「デマ」として処理されてしまう確率の方が高かった。

　で、あれば。

　こういったことに対する『怒り』を共有できる人たちだけが集まるコミュニティにて、開示するのが好ましい。

　つまるところ、瀬せ在ざい麗のファンの見ている前で、イレギュラーとして……麗も初めて知った事実として、公表されること。

　それが、彼女を生かしたままにしたうえで、確実に告発を上う手まくいかせる方法なのだ。

　僕と麗、そして芦あし田ださんは綿密に打ち合わせをし、この日のために準備をしてきた。

　芦田さんが実際にこうして映像を流すための手引を整え、ファンたちの琴線に触れる効果的な演出については、僕が考えた。

　あとは麗の実際のパフォーマンスや、この局面での演技次第だったが……彼女は、完璧にやりきって見せたのだ。

　いつも通りの、圧倒的なパフォーマンス。その後に待ち受ける『衝撃的な事実』なんて知りもしないふうに、完璧なライブをやり遂げた上で、こうして……イレギュラーに対して感情を発散した。

　会場は、ファンの怒りで沸いている。

　もう、夢の時間は終わってしまった。

　目もく論ろ見みが上う手まく行った安あん堵ど感かんと、麗あきらのライブが怒号の飛び交う状態で終えてしまう寂しさ……その両方を抱えながら、僕は劇場を出ようと、舞台に背を向ける。

　しかし。




「みんな！！！」




　数秒前までうつむいて身体からだを震わせていた麗が、壇上で叫ぶ。

　ファンたちの声が、静まった。

　僕も、驚いて、麗の方を振り向く。

「みんな、突然のことでびっくりしたよね……あ、あたしも、びっくりした……正直戸惑ってるし……今、すごく怒ってる……」

　麗はそう言って、ステージの床の上で数秒、視線を泳がせる。

　しかし、パッと顔を上げた彼女の表情は、あまりに、力強くて。

　僕は、ハッ、と息を吸い込んで、そのまま吐き出せずにいた。

「でも、あたし、これで終わりは嫌だよ」

　麗はマイクをぎゅっと摑つかんで、客席を見る。

「このライブは……あたしと、みんなもの。こんな終わり方じゃ、満足できないよね？」

　麗は、挑戦的な表情で、客席をぐるりと見回した。

「よくわかんないことはあたしに任せて！　全部なんとかするから！　だから！」

　麗はバッと顔を上げて、『いつもの笑顔』を皆に見せた。

「気を取り直して、アンコール曲行くよ！」

　それに合わせて、また『二人のアジテート』のイントロが流れ出す。

　僕は……目を見開いて、麗を見ていた。

　周りのファンたちも、固かた唾ずをのんで、麗に見入っていた。

　麗は、怒りで会場を支配して。

　そして、もう一度。

「……君の舞台に、塗り替えた…………」

　じわりと、視界がゆがむのを感じた。

　近くにいたファンの数人も、涙を流しながら麗を見ている。

「麗……ッ！」

　君は、ファンを裏切らない。

　僕を……おいていかない。

「麗──ッ!!」

　思わず、叫んでいた。僕の叫びを皮切りに、他のファンたちも大声で彼女の名前を呼び出した。

　一瞬、麗あきらの視線が、こちらに向く。

　そして、ぱち、と、ウィンクをしてみせた。

　それから、しっとりとした声で、『二人のアジテート』を歌いだす。

　麗は。

　彼女の目的である『悪の追放』を目指し、そのための試みを成功させたうえで……さらに、このライブまでもを完全に成功させようというのだ。

　ファンがこのライブを振り返った時、後味の悪いものにならぬよう、最後まで、ライブをやり切る。

　僕の信じた『瀬せ在ざい麗』というアイドルは……やはり、『完全無欠』だった。

　僕は……喜びに打ち震えながら、夢のようなアンコール曲を、聴いていた。
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第十二章




「なぜ呼び出されたかは、分かっているね」

　ライブの翌日……フェアプロの会長室に、私とマオは呼び出された。

　穏やかな微ほほ笑えみとは対照的に、会長の言葉の温度は低い。

「……はい。大変申し訳ございませんでした」

　隣で、マオが震える声で返事をした。本当に、申し訳ない気持ちだ。

　でも、マオも私を信じて、私も、マオを信じた。

　その結果がどんなものであっても、私はマオと一いち蓮れん托たく生しようだ。彼女の進退がここにかかってしまうのだとしたら、私は全力でそこに抗議する心づもりがあった。

　会長の視線が、私の方へも向く。

「はい」

　私は、堂々と返事をした。マオが横目で私を見る。その目は、明らかに「謝りなさい」という念を送ってきていたけれど、私は無視した。

　それとこれは、話が別だ。

　ここで私が謝ってしまっては、私のやったことの意味がなくなってしまう。

　私の目を数秒間見つめたのちに、会長は淡々と言葉を続けた。

「君たちは……とんでもないことをしてくれた。懇意にしていたレーベル会社の名誉を、大きく損失することになった」

　そこまで言ってから、会長はふう、とため息をつく。

　彼の視線が、隣のマオに向かう。

「特に……君のやったことは、大きいな」

　厳しい口調。

　マオは再び、深々と頭を下げる。

「返す言葉もございません」

　そんなマオを数秒じっ、と見つめてから、会長はおもむろに口を開く。

「君は分かっていたはずだ。アンコール用の映像を差し替えるなどという大胆すぎる過失をした上で、麗あきらがライブを立て直すことができなければ、もっと取り返しのつかないことになっていたかもしれないんだよ」

　会長はそこまで言ってから、マオを見つめる。それは、マオの言葉を待っているかのような所作だった。

　マオは、ゆっくりと顔を上げて、首肯した。

「ええ……仰おつしやる通りです。でも、私は……」

　マオは会長の目を見つめ返しながら、はっきりと言った。

「私は、何よりも……麗あきらのことを信じていましたから」

　マオの言葉に、会長は驚いたように目を少しだけ大きく開いた。私も、その横顔をじっと見てしまう。

「麗は、あれが自分にとって必要なことだと言いました。ですから、私はその手助けをしたまでです。私は、麗があのライブを成功させると確信していました」

「マオ……」

　マオがそこまで私のことを信用してくれていたなんて、知らなかった。

　いつも迷惑ばかりかけて、うんざりさせてばかりだったというのに……それでも、彼女は私のことを心から信じてくれていたというのか。

　目の奥に熱を感じる私。会長の前だから、ぐっとこらえた。

　会長は数秒、目を閉じてから、深いため息をついた。

「……そうか。君たちは、とても良い関係を築いているんだな」

　会長はそう言って、再び、しばらくの間黙りこくる。

　そして、再び口を開いた時に告げた言葉は、冷酷だった。

「とはいえ、お咎とがめナシというわけにもいかないな」

　会長の言葉に、マオの表情に緊きん張ちようが走った。

　しかし、マオは口ごたえせずに、頷うなずく。

「……なんなりと。処罰は覚悟の上です」

　会長は頷いて、あっけらかんと言った。

「まあ、とりあえず減俸かな」

「…………えっ」

　マオは驚いたように顔を上げる。しかし、会長は肩をすくめてみせた。

「何を驚いてるんだい。サラリーマンにとって減俸ってかなり大きい処罰だと思うけどな」

「いえ……ですが……」

　マオの動揺は、明らかに自分に対する罰が軽いことに対してなのだと思う。私から見れば、自分の担当するアイドルのせいで減俸、というのも相当に重い罰のように感じられたけれど、マオは自分がクビにされることも覚悟していたに違いない。

「君をクビにする……などと言っても、麗が許さないだろう」

　会長が言った。私は驚いて彼の方を見る。すべてを見透かしたような目だった。

「もちろん、麗のアイドルとしての格がもっと上がれば、芦あし田だくんの減俸も取り消す……というより、結果的に元に戻り、もっと上がっていくこともあるだろう」

　会長はそう言って、私をじっ、と見た。

「芦田くんに助けられたという自覚があるのなら、君が頑張って、恩を返しなさい」

　私は、会長のその言葉に、何も言えないまま、首だけを小さく縦に振った。

　すべて……彼の手のひらの上で転がされているような気がして、気分が悪い。

　でも、マオに対して温情をかけてくれたことに関しては、感謝しなければならないと思う。

　会長は言うべきことは言った、とばかりに大きなため息をついてから。

「……まあ、でも。いずれはこうなっていた」

　と、呟つぶやいて、会長は机の上で手指を組んだ。

「少し歪ゆがんだものは、時間をかければ、どんどんと大きく変質していく。変質すれば、露出する。時間の問題だった。だから……」

　会長は、はっきりと、言う。

「今回のことは、芦あし田だくんの減俸をもって、不問としよう」

　その言葉に、隣のマオがハッ、と息を吸い込む。

「会長……それは……」

「君たちは『アイドル』として、やりきったのだからね」

　会長はそこを強調した。

「今まで誰もやらなかったことを、君たちはやってのけた。そこを評価しているんだよ、僕は」

　つまり、監督不行き届き、ということで、マオは減俸を受けるけれど、私には何のお咎とがめもなし……と、いうことだ。

　結果だけを聞いてマオは隣でほっとしたように息を吐いていたけれど、私は、会長の物言いに、違和感を募らせる。

　評価している？　なんだ、それは。

「会長」

　私は思わず、声を上げていた。隣のマオが露ろ骨こつに「まずい」という顔をする。

「あなたは、全部分かってたんですよね。分かってて、放任していたんですよね」

「ちょっと、麗あきら……！」

「あなたは、アイドルを見み出いだし、育てるなんてことを言いながら、あんな非道なことを見逃していた。その責任はないんですか？　上から目線であたしたちを評価して、それで終わりですか！」

「麗っ！　すみません、会長。麗は……」

　マオが慌てたようにぺこぺこと頭を下げるのを、会長は片手を上げて制止した。

「いや、いいよ。君の言うことはもっともだ」

　会長は穏やかに笑って、細い目で私を見る。

　ひやり、と内臓が冷えるような気持ちになった。会長の眼光は鋭く、冷たい。

「……もっともだが、我々の立場には立っていないね」

「……」

「私たちはビジネスをしないといけない。そして、君たちはアイドルとしてそこに立っている。立つ場所の違いだ。分かるかね」

　会長の言葉は、曖あい昧まいで、言うべきことをあえて覆おおい隠しているようだった。

　でも、彼の言わんとしていることは、嫌でも伝わってくる。

「……じゃあ、また、こういうことは起こるってことですか」

　私が訊きくと、会長はくすりと鼻を鳴らした。

「……そういうことも、あるかもしれない」

　会長はそう言ってから、おもむろに首を傾かしげた。

「君は、そのたびにこうやって、それを暴いて、正していくつもりなのかい？」

　会長の問いに、私はすぐに、頷うなずいた。

「はい。私がアイドルとして胸を張るのに、必要なことだから」

　会長は、私の目の奥を覗のぞき込むようじっ、と見つめて。

　それから、破顔した。

「ははっ、そうか。であるならば、私も安心だ」

「……？」

　思わず眉を顰ひそめてしまう。隣のマオも、ぽかんとした様子で会長を見ていた。

　会長は、どこか楽しそうだった。

「君が『アイドル』でい続ける限りは……私はそれを許すよ。だから君も、少しは大人になりなさい」

　会長はそれだけ言って、椅子を回し、私たちに背を向けた。

「以上だ」

「……は、はい？」

「この件は不問とします。芦あし田だくん、引き続き麗あきらを頼むよ」

「あ、は、はい！　かしこまりました……！　失礼します……！　ほら、麗も！」

「……失礼します」

　私がしぶしぶ頭を下げるのを横目に見て、マオは私を会長室から連れ出した。

　会長室を出て、エレベーターに乗るや否いなや、マオはバシッ！　と音が鳴るほどに全力で私の頭を叩たたいた。

「痛っ!!　頭叩くことないでしょ!!」

「あんたねぇ!!　怖いものナシにもほどがあるでしょ!!」

「だってあたし悪いことしてないもん！」

「だからって……はぁ……」

　マオは毒気を抜かれたようにため息をついた。

　私は思わず、噴き出す。

「良かったね、クビにならなくて」

「ほんとにね!!　あんたのせいで首が飛ぶかと思ったわよ!!」

「あは」

　叫ぶように私に食って掛かってくるマオ。緊きん張ちようから解き放たれたのか、すっかりいつもの調子だった。

「マオ……本当にありがとう」

　私は、感謝の気持ちを込めて、マオにぎゅうと抱き着く。

「あ、まあ、うん……そうね。あんたも頑張ったわ」

　マオは私の背中に手を回して、優しく撫なでてくれた。

　それから、ため息一つ、投げ捨てるように言う。

「……あの子のとこ、行くんでしょ」

　マオに言われて、私は驚いて顔を上げる。

「……絶対止めると思ったのに」

　私がそう言うのを聞いて、マオは煩わずらわしそうに眉間にしわを作りながら手をぶんぶんと振った。

「今日はどのみち帰るだけでしょ。オフのことなんて知らないわよ」

「……ありがと」

　マオの、こういう、不器用な優しさが、大好きだ。

　でも、同時に、彼女は厳しいオトナでもある。

「……ちゃんと、ケジメつけてこないと、ぶっとばすからね」

　マオはそう言って、私を睨にらんだ。

「……分かってるよ、大丈夫」

　私がニッと笑って見せると、彼女は安心したように、頷うなずいた。

　エレベーターを出て、フェアプロのエントランスへ向かい、私はくるりとマオの方へ振り返って、とっておきの笑顔を見せた。

「マオ、大好き！」

「……はいはい、あたしも好きだよ～」

　適当にあしらうようにマオが言う。そして、しっしっ、と虫を払うように手を動かした。

　私はぺこっと頭を下げて見せてから、エントランスを出て、事前にマオが手配してくれていたのであろうタクシーに乗り込む。

　そして、もう暗記してしまった、『彼の住所』を、運転手に告げた。










第十三章




　インターホンが鳴る。

　こうして、宅配や大家さん以外の訪問があることにも、すっかり慣れてしまったなぁ、と思いながら。

　僕は、ガチャ、と扉を開けた。

「……なぁんか、最近フツーにドア開けるようになってきてつまんない」

　そこには、全身真っ黒な服に身を包んだ麗あきらが立っていた。

「地雷女が押しかけてくるのにも慣れてきたんだよね」

「なにそれ、ムカつく」

　麗はくすっと笑って、僕の許可も取らずに玄関に立ち入った。

　靴を脱ぎ「タバコタバコ～」と言いながら、窓際に小走りで向かう麗。

　僕はそれを苦笑交じりに見つめる。

　そして……言わなければならないことを口にするため……ごくり、と唾つばを飲んだ。

「ねえ、麗」

「うん？」

「ライブも終わったし、告発も上う手まくいったし……お別れだね」

　僕がそう言うと、チン、とジッポライターでタバコに火をつけた麗は、何も言わずに紫煙を吐いた。

　何度か煙を吸って、吐いてから。

「やっぱ、そうなる？」

　と笑う。

「そりゃ、そうでしょ」

　僕が答えると、麗は寂しそうな顔をした。

「せっかく仲良くなってきたのに」

「君が僕といる意味はもうないよ」

　こうして言葉にすると、胸がじくりと痛むのが分かった。

　でも、この言葉の通り……僕と麗がこうしてオフで会う理由は、もうない。

　昨日のライブは、たちまち話題になっていた。

　報道も動き出し、シーヴェックスの小お津づには激しい追及が行われている。

　告発は、大成功だった。もう、僕が彼女を手伝えることなど、何一つないのだ。

　僕の言葉に、麗はゆっくりと首を横に振った。

「そんなことない。あたし、優ゆ羽うにいっぱい勇気もらったもん」

「……僕だって、いつも、君から勇気をもらってる」

　ままならないことが起こった時、つらい時、アイドルファンが考えるのは、当然、アイドルのことだった。

　彼女だって頑張っているから。

　彼女の夢を一緒に追いたいから。

　だからこそ、自分も、頑張れる。

　そういう気持ちで、これまでも生きてこられた。

　だから、これからも……それだけでいいはずだ。

　言葉にしたことによって、気持ちの整理がついていく。

　じくじくと胸が痛むことを無視すれば、僕の心は穏やかだった。

　この別れを、粛しゆく々しゆくと受け止めることができそうだ。

　しかし、当の麗あきらは、食い下がるように言葉を続ける。

「でもあたし、オフじゃめっちゃタバコ吸うし、酒飲むし、ゲロ吐くし……割りと最悪じゃなかった？」

「そうだね、最悪だった」

「否定してよ」

「最悪でも、君はアイドルでしょ」

　僕がそう言うと、麗は、きょとんとした表情で、何度かまばたきをする。

　僕は、彼女が春かす日が井いに言い放った言葉を思い出す。

「ファンにバレなきゃ、別にいいんじゃない？」

　僕がそう言ってのけると、麗は少しの間、ぽかんと口を半開きにしてから。

「あは」

　と笑った。

「君はあたしのファンじゃなかったの？」

「ファンだよ。変わらない」

「でも、君にはあたしの最悪なとこいっぱい見られちゃった」

「僕は気にしないよ」

　僕がつとめて穏やかに首を横に振るのを見て、麗は頰ほおを膨れさせた。

「もー……そういうことじゃないんだってば！」

「……？」

　首を傾かしげる僕を睨にらみつけて、麗は言った。

「だから……オフの、アイドルじゃないあたしのこと、君に知られちゃったから……」

「うん……？」

「『地雷女』のあたしと、友達になってよ」

「え？」

　きょとんとする僕に、麗あきらは顔を赤くしながら早口でまくし立てた。

「いいでしょ！　友達なら！　彼氏作ったわけでも、悪いことしてるわけでもないじゃん！　アイドルだって友達くらい作るでしょ！　お酒飲む仲間がいたっていいでしょ！　何が悪いか言ってみろ！」

「いやいや、まだなんにも言ってないでしょ……」

　僕は苦笑して、ゆっくりと、頷うなずいた。

　友達。

　悪くない響きだった。

「そういうことなら……まあ、いいかな」

「……なんだその返事は」

　僕は少しすっきりした気持ちになっているというのに、麗は依然目を吊つり上げたままで。

　麗は不服そうに顔をしかめながら、すごい勢いでスマホをぽちぽちとタップする。

　そして、バッと一枚の写真を優ゆ羽うに見せた。

　それは、今となっては懐なつかしい、僕と麗のツーショットだ。

　怯おびえるように麗から離れようとする僕。そして、ばっちりキメ顔でカメラに目線を向ける麗。

　そういえば、僕と麗の関係は……ここから始まったんだった。

「ちゃんと、友達になるって言いなさいよ！　言わないとこればらまくぞ!!」

　麗は興奮した様子で、そう言い放つ。

　ため息が漏もれた。

　彼女のこういう強引なところは、変わらないな、と思う。

「……君はばらまかないでしょ」

「……う……」

「君は瀬せ在ざい麗だもんね？」

　僕がそう言って首を傾かしげて見せると、麗は動きを止めて、困ったように唇を尖とがらせた。

　僕はため息一つ、カーペットからゆっくりと立ち上がって、麗の方へ近づいていく。

「え……えっ、なに……？」

「麗、もうそういうやり方はやめよう」

　僕は、麗が手に持っていたスマホをすっと奪って、表示されていた画像を削除した。

「あっ!?　なんで消すの？」

「友達になってほしい」

「……へ？」

「そんな脅きよう迫はくいらないよ。僕と友達になってくれないかな」

　確かに、「まあ、いいかな」なんていう言い方は、傲ごう慢まんだった。

　天下のアイドル、瀬せ在ざい麗あきらと友達になるというのだから……頼むのは、僕からに決まっている。

　麗をまっすぐ見つめて、そう言うと、みるみる、麗の顔が赤くなった。

　そして。

「……今、めっちゃ近いけど、平気なの」

　と、訊きいた。

　僕はハッとする。

　彼女に言われて、ようやく、自分と麗の距離の近さに気が付いた。

　けれど。

「……なんか、もう大丈夫みたいだ」

　特に身体からだが硬直したり、本能的に離れたくなる気持ちはまったく湧わいていなかった。

　僕がそう答えると、麗は熱にうかされたように……数秒、僕のことを見つめていた。

　そして。

「ねえ。友達になってあげるからさ」

「うん？」

「キスしよ」

「は？　……んぐっ!?」

　次の瞬間、麗の唇が、ぐい、と優ゆ羽うのそれに押し付けられていた。

　ぶつかるようなキス。がちっ、とお互いの前歯が当たって、痛かった。

　僕は目が白黒するように襲おそわれながら、麗をぐいと、押しのけた。

「な、ななな、なにしてんのッ！」

「き、キスですけど……！」

「な、なな、なんで!?」

「したかったから!!」
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　麗は投げ捨てるようにそう言って、顔を真っ赤にしながら、また窓際に寄っていく。

　そして再び、新しいタバコを取り出して、火をつけた。

　僕は、口をぱくぱくと魚のように開閉しながら、自分の唇を指で触った。

　麗の唇はとても柔らかく、そして、ほんのりとタバコの香りがした。

　アイドルがファンとキスをするなんてありえない。

　そんな感情が胸の中を渦巻く。

　でも……オフの日の、〝地雷女〟となら、別にいいのか……？

　完全に混乱している僕は、ぐるぐるとそんなことを考えていた。

「……夢、一個かなっちゃったな」

「え？」

「今日からまた、友達ね」

　タバコを吸って、すっかり自分のペースを取り戻した麗あきらは、そう言って、ニッと笑った。

「酒にも付き合ってもらうから」

　話は済んだ、とばかりにタバコをふかす麗。

「……また吐いたら、うちではもう飲ませない」

　僕がそう返すと、麗はけらけらと笑って、頷うなずいてみせる。

「あは、もう吐かないって」

「どうだか……」

　苦笑する僕と、くすくすと笑う麗。

　こうして、僕と麗は、激動の日々をひとまず終えて……友達になった。

　こんなふうに、推しアイドルと『友達』になることなんて想像したことすらなかったけれど……思った以上に、悪くない気持ちだった。










エピローグ




　アイドルなんてクソだ。

　未だに、そう思う。

　瀬せ在ざい麗あきらのライブでひと騒動あってから、シーヴェックス関連の報道はめちゃくちゃだった。

　あることないことが囁ささやかれ、悪事に関わっていた役員が次々と明らかになってゆく。

　麗のマネージャーである芦あし田だ真ま央おは、約束通り俺に最初にその記事を書かせた。

『シーヴェックス役員、職権濫らん用よう！　アイドルを食い物に』

　そんな見出しで、俺が書いた記事が載った週刊文ぶん冬とうは、久々に高い売り上げを記録した。

「春かす日が井い、ちょっと来い」

「え？」

　ある日、編集長から編集部の外へ呼び出された。

「なんスか」

　ちょうどタバコを吸いに出ようとしていたタイミングだったので、若じやつ干かん苛いらついた声を出してしまう。

　編集長は苦笑を漏もらしつつ、「まあまあ、すぐだから」と手招きをした。

　編集部の外に出て、編集長は小さな声で訊たずねてきた。

「お前、瀬在麗と直接繫つながってるってほんとか？」

　誰がそんなことを……と思ったが、記事が売れた時の飲み会で散々酔っ払ったので、自分で口にしてしまったのかもしれない。

「……まあ、気軽に連絡とりあえるわけでもないッスけど」

　俺が答えると、編集長は露ろ骨こつに表情を明るくした。

「おお、一応連絡はできるんだな？」

「まあ、はい」

　編集長はパン、と手を打って、嬉うれしそうに言う。

「じゃあお前、あのアイドルの特集記事書け！」

「は？」

「は？　じゃねえ！　瀬在麗の独占インタビューなんて、他のゴシップ誌じゃなかなかやれねぇぞ。あの伝説のライブについて、いろいろ訊きいてこいよ」

「はぁ……なるほど、まあ……そういうことなら」

　俺が頭をぽりぽりと搔かきながら返事するのを見て、編集長は眉を寄せた。

「なんだよ、喜べよ。お前不祥事系のゴシップ追いかけるばっかの仕事に飽き飽きしてるっつってたろ」

「……まあ、そッスね」

「じゃ、よろしくな。さっさとやっちゃってくれよな」

　言うことだけ言って編集部へ戻っていく編集長を、俺は目を細くして見送った。

「ちっ」

　舌打ち一つ、肩にかけたカメラを少し触って、駐車場へと向かう。

　ラングラーに乗り込んで、エンジンをかけて。

　それから、タバコに火をつける。

　……銘柄は、『hi-lite』。気まぐれに、いつも吸っている『LUCKY STRIKE』と違うものを買ってみたのだが……思った以上に、悪くない味だった。

「……クソアイドルがよ」

　いつもの言葉を呟つぶやいて、ダッシュボード下のグローブボックスを押し開けて、一枚の写真を取り出す。

　そこには、舞台上で歌う瀬せ在ざい麗あきらの姿が写っていた。あの《伝説のライブ》の時の写真だ。なんとなく現像して持っているが……これは、いい写真だった。

　俺は物入れの中に入っている『もう一枚の写真』のことを意識しながらも、それを取り出さぬまま……手に取った麗の写真も、もう一度物入れにしまい込んだ。

「……お前はさ」

　小さく呟いてから、ため息をつく。

「最後までやり切ってくれるんだろうな」

　探るように……そして、祈るように呟かれた、そんな自分の言葉に、俺自身が息を呑のんだ。

　かつて、アイドルに夢見ていた、自分のことを思い出す。

　俺は、また、夢を見ているのかもしれなかった。

　夢を信じたい、と、そんな子供みたいなことを考えているのかもしれない。

　いや、違う。

　俺には夢なんてものはなくて……瀬在麗の言うように、『とっくに諦あきらめてしまって』いて……。それでも、誰かがその胸に秘めたひたむきな夢を叶かなえるところが、見たいのだ。

　多分……それだけなのだ。

　アイドルなんてクソだ。

　でも。

　その『クソ』が本気で求める『夢』というものには、少しだけ、興味が出てきたかもしれない、と、思った。

　だから、今日も……俺は、首からカメラを提さげて、ラングラーのアクセルを力強く踏む。




（了）








あとがき




　はじめまして。しめさばと申します。

　細々とネットで物書きをしていたものです。気付いたらガガガ文庫でも本を出させていただけることになり、おっかなびっくりでこれを書いています。

　最近、兄に勧められた自動コーヒーミルを買いました。結構イイ値段がするやつです。

　私は学生の頃から、ニトリで買った安い手動コーヒーミルでコーヒー豆を挽いて、自分でコーヒーをドリップするのが好きだったのですが、今回自動ミルを買った理由は２つあります。

　１つめは、リビングでコーヒー豆を挽くと猫の気がたいそう立って、興奮して襲おそい掛かってくることが増えた……ということ。

　うちの猫はコーヒーの匂においがとても嫌いなようで、豆を挽くと、その粉の近辺で、自分のウンコを隠す時の動き（砂をかく動き）をします。そしてどんどん瞳孔が開く（こわい）。

　まだ１歳と数か月くらいの子猫なのですが、メインクーンというデケェ猫なのですでに普通の猫より全然身体からだが大きく……彼にとっての甘あま嚙がみや、じゃれひっかきは私にとっての大おお怪け我がに繫つながるので……落ち着いてコーヒーを淹れられない状況にちょっと困ってしまったわけです。

　ですから、こりゃあ自分の仕事部屋でコーヒーを淹れられる環境が必要だぞ、と。

　２つめは、シンプルに、「時短」です。

　コーヒー豆、手動で挽くと数分間はゴリゴリと回し続ける必要があり、ハンドルから手に伝わってくる感触や、少しずつ上がってくる豆の香りが楽しいのです。

　それに対して、手動ミルは、本当に、驚くほど一瞬で豆が挽き終わります。超便利ですが、豆を挽く楽しみ……みたいなものは一切なく。

　こういう言い方をすると、「なんだ、手動ミルの方が好きなんじゃん」と思われるかもしれませんが、確かに、手動ミルでコーヒーを挽くのは好きなのですが、それは『時間に余裕を感じている時』に限ります。

　なんというか、時間的な余裕がない時に手動ミルでコーヒーを挽くと、ゴリゴリと手早くハンドルを回してしまって、その行為自体を楽しむ余裕が失われます。

　正直なところ、そんな「コーヒーを挽く５分間」を節約しなければならないほどに忙しいのかと訊きかれると、そんなことはありません。多分、もっと無駄に時間を使っているタイミングは１日の中で、沢山ある。

　でも、自分が、「コーヒー、さっさと挽き終らないとな」と思っている時点で、もはや同義なのです。私自身が、この時間を楽しむ気がなくなっている。

　そうなってくると、もはや手動で挽く意味はありません。自動で、ものの数秒で挽いてもらってしまった方が良い。

　結果、めちゃくちゃ……便利です。しかも、最初に書いたようにそれなりに『イイ値段』のものを買ったので、挽かれた粉もめちゃくちゃ均等な細粒になって出て来ます。すごい。

　ただ……あの「手動でコーヒーを挽く」というまったりとした時間を自ら手放してしまったなぁ……という、一抹の寂しさが、心の中に残っています。

　ときどき、木製の手動ミルを取り出して、ゆっくりコーヒーを挽く時間をとりたいなぁ、と、思ったり。




　さて、ここからは謝辞になります。

　まずは、代表作が一つしかなかった私に声をかけてくださり、本の出版まで面倒を見てくださった小こ山やま編集、ありがとうございました。一緒にお仕事するの、とても楽しかったです。

　次に、素敵なイラストで登場人物に色を添えてくださったイラストレーターの緜わたさん、本当にありがとうございました。小山さんと一緒に、爆速で届くとんでもないクオリティのイラストに震えておりました。瀬せ在ざい麗あきらのキャラデザが初めて届いた時の感動は、忘れません。

　そして、きっと私よりも真剣に本文を読んでくださったであろう校正さんと、その他この本の出版にかかわってくださったすべての方々に、心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　最後に、この本を手に取ってくださった皆様、ありがとうございます。楽しんでいただけましたか？　そうであったら良いなぁと思います。

　また皆様と私の書いた物語が巡り合うことのできるようにと願いながら、あとがきを終わらせていただきます。







しめさば






しめさば

Shimesaba




海鮮が大好きなオタク。学生の頃は「とんこつラーメンをごくごく飲める」ことだけが取り柄だったのに、最近胃が脂に弱くなりそれもキビシくなってきたため、なんの取り柄もない人間になりつつあります。新たな取り柄を手に入れるため、小説を書いています。
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